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世界の街から

ヴェネツィア

ヴェローナ

イタリア

ローマ

スイス オーストリア

フランス

　
イ
タ
リ
ア
の
別
名
は
「
美
し
い
国
」

（
イ
ル
・
ベ
ル
・
パ
エ
ー
ゼ
）。
そ
こ

で
は
す
べ
て
が
美
し
く
、
ま
た
美
し

く
あ
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
。

　
イ
タ
リ
ア
を
国
家
と
の
み
呼
ん
で

憚は
ば
から

な
い
が
さ
つ
な
「
政
治
家
」
を

笑
い
飛
ば
す
か
の
よ
う
に
、
イ
タ
リ

ア
の
そ
れ
ぞ
れ
の
街
か
ら
吹
く
風
に

は
活
力
と
批
判
精
神
あ
ふ
れ
る
多
層

的
な
文
化
の
香
り
が
漂
う
。
そ
の
文

化
の
中
心
的
存
在
は
、
著
名
な
作
家

だ
け
で
な
く
、
広
場
の
隅
や
人
気
の

な
い
所
に
ひ
っ
そ
り
と
立
ち
、
人
び

と
に
寄
り
添
う
予
言
者
的
な
ま
な
ざ

し
の
地
元
作
家
、
そ
し
て
言
葉
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
人
び
と
だ
。

イタリア①

北イタリアの多層的文化
〜ヴェネツィア・ヴェローナ

ヴェネツィアの運河カナール・グランデ　橋から望む運河には、遥かな海へ繋がるラグーンを遠景に、中世の街
並みが蛇行していた。ヴェネツィアは海洋大国としての歴史が長い。さまざまな民族の支配を受け、多言語が飛
び交う国際都市だった。



ヴェネツィア大学の講義室　美術館や瀟洒なコンサー
ト・ホールを思わせるのが、カ・フォスカリ（ヴェネ
ツィア大学）の最上階にある講義室。15世紀に建て
られたゴシック建築の建物は、改築され、現在、大学
として使われている。東洋学部では日本語と同列にロ
シア語が教えられてきたが、この発想も興味深い。

作家ゴルドーニの家　ヴェネツィア大学からほど遠
くない所に、カルロ・ゴルドーニ（1707-93）が暮
らした家がある（現在は博物館）。ゴルドーニは、多
くの方言を喋る登場人物たちが夢の世界を造型する
コンメディア・デッラルテの台本を文学のレベルま
で高めた、イタリアを代表する作家。

ゴンドラの浮かぶサンマルコ運河　ゴンドラは、海
洋大国の繁栄と斜陽に日々立ち会ってきた。ゴンド
リエーレ（漕ぎ手）たちが交わすヴェネツィア方言
や歌声が水面にこだまし、悠久の時に身を任せる風
のように運河をすり抜けていく。

　
イ
タ
リ
ア
半
島
の
付
け
根
、
ア
ド
リ
ア
海
の
入
り
口

に
位
置
す
る
北
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
東
方

貿
易
で
栄
え
た
国
と
し
て
世
界
に
知
ら
れ
る
文
明
の
十

字
路
だ
っ
た
。
国
際
映
画
祭
や
芸
術
祭
も
定
期
的
に
催

さ
れ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
・
シ
ー
ズ
ン
は
仮
装
姿
の
人
び
と

で
街
が
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。
大
小
の
運
河
に
吸
い
込
ま

れ
る
よ
う
な
迷
路
が
続
く
中
心
街
に
車
は
入
れ
な
い
。

　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
列
車
で
西
へ
1
時
間
あ
ま
り
で

ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
へ
。
古
代
ロ
ー
マ
か
ら
近
世
へ
と
至
る

歴
史
を
物
語
る
建
築
物
が
落
ち
着
い
た
景
観
を
生
む
。

ロ
ー
マ
時
代
に
建
て
ら
れ
た
円
形
劇
場
や
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
の
舞
台
で
も
知

ら
れ
、
オ
ペ
ラ
も
盛
ん
だ
。

【
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
】



【
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
】

アディジェ川のほとりの静かな町　ヴェローナといえば、シェイクスピアの『ロミオとジュリエット』が思
い浮かぶ。ジュリエットの家も墓も観光名所だが、「ジュリエッタとロメオ」というレストランもあるほど、
地元で愛されているのはジュリエットの方。

アレーナ　２万人近く収容できるイタリア第3の規模をもつ古代のオペラ劇場。イタリアは絵画や彫刻だけ
でなく、とくに声楽の国でもある。言葉を大切にする伝統は今なお続く。



地元作家バルバラーニの像　イタリアには方言文学が
存在する。中心街エルベ広場の隅に詩人ベルト・バル
バラーニ（1872-1945）の銅像が立つ。19世紀のヴェ
リズモ（真実主義）に傾きつつも瞑想的でわかりやす
い詩をヴェローナ方言で綴り、地元で愛されている。
詩人は未来を予見する。バルバラーニの眼には、ヴェ
ローナ文化やイタリア文学の運命がどう映っているの
だろうか。

ダンテ像　政争に敗れてフィレンツェを追放され、
北イタリアを放浪したダンテ・アリギエーリ（1265-
1321）は、ヴェローナにも滞在。その表情には、故郷
を去ることを余儀なくされた作家の苦悩とイタリアの
将来への憂いがよぎる。像のあるシニョーリ広場に、
時代を超えるような風が一瞬吹き抜けた。

フェルトリネッリ書店　イタリアには、一日いても飽きない本屋がたくさんある。カフェ付きの店も増え、ゆっ
くり時間を過ごせる。数こそ減ったが、古書店の香りも街に残る。「こんにちは！」と店員に声をかけながら入る
のが常識。とりあえずほしい本を挙げると、関連図書も詳しい解説付きで教えてくれる。

【
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
】



学校法人宮城学院／水の森里の会
宮城県仙台市

　

宮
城
県
仙
台
市
の
青
葉
区
と
泉
区
に
ま

た
が
る
水
の
森
公
園
は
、
ア
カ
マ
ツ
の
自

然
林
が
広
が
り
、
三
共
堤
、
丸
田
沢
堤
と

い
う
二
つ
の
広
い
堤
（
た
め
池
）
が
あ
る

自
然
豊
か
な
水
と
森
の
公
園
だ
。
そ
こ
か

ら
「
水
の
森
公
園
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

周
囲
に
は
新
し
い
住
宅
街
が
広
が
り
、

１
９
８
０
年
に
は
宮
城
学
院
女
子
大
学
（
学

校
法
人
宮
城
学
院
）
が
市
の
中
心
部
か
ら

移
転
し
て
き
た
。

　

こ
の
公
園
に
あ
る
市
民
団
体
「
水
の
森

里
の
会
」
は
宮
城
学
院
と
協
働
で
、
こ
の

緑
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
下
草

刈
り
や
倒
木
の
処
理
、
植
林
、
巣
箱
の
設

置
な
ど
の
活
動
を
続
け
、
今
年
で
11
年
目

を
迎
え
る
。

　
同
会
会
長
の
森
昭
男
さ
ん
は
、「
地
域
で

暮
ら
す
方
た
ち
と
自
然
の
恵
み
を
一
緒
に

享
受
で
き
る
場
と
し
た
い
」
と
話
す
。
活

動
に
は
地
域
住
民
の
ほ
か
、
宮
城
学
院
の

学
生
の
参
加
も
あ
る
。

　

２
０
２
2
年
11
月
に
は
、
同
学
校
法
人

と
水
の
森
里
の
会
が
公
益
財
団
法
人
都
市

緑
化
機
構
主
催
の
「
緑
の
都
市
賞
」（
特
別

協
賛
・
第
一
生
命
財
団
）
の
国
土
交
通
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
。「
緑
と
暮
ら
す
」
の
第

二
回
と
し
て
、
こ
の
緑
地
を
取
り
上
げ
る
。

「水の森里の会」が活動している森
仙台市緑の活動団体に認定され公園
管理者と公益財団法人仙台市公園緑
地協会の指導のもと、木にからみつ
いたつるを取り除いたり、下草を
刈って、付近の住民が親しみやすい
自然休養林にしている。

緑と暮らす

【第2回】



下草刈り　アカマツの自然林だが、地面まで日が射し、さまざまな草が生える。放っておけば人が立ち入れない
ほど地面を覆ってしまうので、下草をこまめに刈る。

「水の森里の会」の活動　「水の森里の会」の会員は55名。活動は毎月第1土曜に行っており、18歳以上であれ
ば誰でも参加できる。参加者のなかには地域住民や学生ボランティアもいて、主な活動内容は、水の森公園の北
西区域6.6万平方メートルの下草刈りや倒木の処理、枯損木の処理、巣箱の設置、発生材利用による散策路の整備、
花や実のなる木の植樹など。写真は、植樹のようす。下草を刈った土地に、センダイハギ、クリンソウ、ヒオウギ、
オニユリなどを植えた。これらの植物は多年草のため、毎年きれいな花を咲かせる。



倒木の整理　チェーンソーで小さく切り、状態のよ
い材は散策路の整備などに利用する。

散策路の整備　間伐や倒
木で出る材を土留めなど
に利用している。

アマガエル　公園には、さまざまな
生き物が生息している。

自生するヤマユリ　緑地には、さま
ざまな野草が生える。夏の初めには
ヤマユリが美しく咲く。

三共堤に飛来した白鳥と鴨　水の森公園の
広さは約100万平方メートルで、園内に
はキャンプ場やハイキングコースのほか、
三共堤と丸田沢堤の二つの堤（ため池）が
ある。「水の森里の会」などのいくつかの
市民団体が保全活動を行っており、森には
子どもたちの声も響く。

水路を泳ぐ鯉　池につながる水
路には鯉が泳いでいる。



宮城学院女子大学が行っている
「みつばち事業プロジェクト」　
公園に隣接する大学キャンバス
に7つの巣箱を設置。公園に咲く
花々からみつばちが集めた蜜を収
穫し、販売している。

巣枠についた蜜をヘラでこそぎ落とす。

採った蜂蜜を遠心分離機にかけて
ろ過し、精製する。

箱の巣枠に、みつばちが巣をつくり、幼虫を育てる
ために蜜を運んで来る。

蜂蜜の販売　蜂蜜は百花蜜「水の森自然休養林
のはちみつ」と名づけ、販売している。
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10

◆◆
巻
頭
エ
ッ
セ
ー

「
競
争
」
か
ら
「
協
調
」
へ

猪
熊
律
子

い
の
く
ま　

り
つ
こ
／
読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
委
員
／
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
編
集
委
員

「
苦
渋
の
選
択
で
す
よ
」

　

今
年
３
月
、
山
形
県
米
沢
市
に
あ
る
三さ
ん

友ゆ
う

堂ど
う

病
院
を
訪
れ
た
際
の
仁に

科し
な

盛も
り

之ゆ
き

理
事
長
の
言
葉
だ
。

　

人
口
８
万
人
弱
の
米
沢
市
内
に
は
急
性
期
医
療
を
担
う
病
院
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
が
約
１
３
０
年
の
歴
史
を
持
つ

三
友
堂
病
院
。
も
う
一
つ
が
約
60
年
の
歴
史
を
持
つ
米
沢
市
立
病
院
だ
。

　

車
で
15
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
両
病
院
は
、
競
合
し
つ
つ
も
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
で
患
者
数
が
減
少
し
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
確
保
も
困
難
さ
を
増
し
て
き
た
。
市

外
だ
が
、
近
く
に
公
立
の
急
性
期
病
院
が
で
き
た
こ
と
も
患
者
数
の
減
少
や
経
営
悪
化
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
。

　

国
や
県
な
ど
に
よ
る
地
域
医
療
に
関
す
る
分
析
で
は
、
急
性
期
医
療
が
過
剰
な
半
面
、
急
性
期
を
脱
し
た
後
の
回

復
期
医
療
の
不
足
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
ま
ま
競
合
し
て
い
た
の
で
は
、最
悪
、二
つ
の
病
院
が
共
倒
れ
と
な
り
、

そ
う
な
れ
ば
地
域
住
民
に
与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
…
…
。

　

そ
こ
で
三
友
堂
病
院
と
米
沢
市
立
病
院
で
は
両
院
の
機
能
分
化
と
連
携
強
化
を
進
め
、
急
性
期
医
療
は
米
沢
市
立
病

院
に
集
中
し
、
そ
れ
以
外
の
回
復
期
や
慢
性
期
、
慢
性
維
持
透
析
医
療
な
ど
は
三
友
堂
病
院
が
担
う
こ
と
に
し
た
。
両
病

院
と
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
別
々
に
予
定
し
て
い
た
建
築
計
画
を
改
め
、
現
在
、
米
沢
市
立
病
院
が
あ
る
敷
地

に
三
友
堂
病
院
が
移
転
し
、
廊
下
を
挟
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
が
新
病
院
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
た
。
今
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
の



11　巻頭エッセー

予
定
だ
。
公
立
病
院
と
私
立
病
院
に
よ
る
機
能
分
化
・
連
携
並
び
に
同
時
建
て
替
え
・
建
物
隣
接
の
「
全
国
で
も
珍
し
い

パ
タ
ー
ン
」（
和わ

田だ

晋す
す
む

・
米
沢
市
立
病
院
事
務
局
長
）
の
病
院
連
携
が
始
ま
る
。

　

も
っ
と
も
、
計
画
が
す
ん
な
り
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
人
口
動
態
や
疾
病
構
造
の
変
化
を
に
ら
み
、
米
沢
市
立

病
院
で
は
10
年
以
上
前
か
ら
統
合
や
連
携
を
三
友
堂
病
院
に
働
き
か
け
て
き
た
。
し
か
し
、
長
年
、
急
性
期
医
療
を

手
掛
け
て
き
た
三
友
堂
病
院
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
簡
単
に
頷
け
る
話
で
は
な
か
っ
た
。

　

米
沢
市
内
の
人
口
減
少
が
顕
著
と
な
り
、
医
療
に
関
す
る
国
の
方
針
（「
都
道
府
県
は
、
各
地
域
に
お
け
る

２
０
２
５
年
の
医
療
需
要
と
病
床
の
必
要
量
を
医
療
機
能
〈
高
度
急
性
期
・
急
性
期
・
回
復
期
・
慢
性
期
〉
ご
と
に

推
計
し
、
地
域
医
療
構
想
と
し
て
策
定
せ
よ
」）
が
２
０
１
４
年
に
示
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
両
病
院
と
も
い
よ
い
よ

決
断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

「
大
先
輩
が
苦
労
し
て
守
っ
て
き
た
歴
史
や
伝
統
を
、
私
の
代
で
絶
や
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
病
院

を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
変
化
、
決
断
だ
っ
た
」
と
仁
科
理
事
長
は
振
り
返
る
。

　

公
立
病
院
と
民
間
病
院
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
統
合
は
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
が
独
立
し
た
ま

ま
「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」
を
設
立
し
、
人
材
交
流
や
物
資
の
共
同
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、

ス
タ
ッ
フ
の
異
動
や
身
分
保
障
を
具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
、
各
病
院
が
掲
げ
て
き
た
理
念
や
運
営
方
針
の
す
り
合

わ
せ
は
ど
う
す
る
の
か
、
そ
し
て
何
よ
り
も
住
民
の
理
解
を
ど
う
得
る
の
か
な
ど
、
課
題
は
山
積
だ
。

　

車
で
15
分
ほ
ど
の
距
離
と
は
い
え
、
三
友
堂
病
院
の
近
く
の
住
民
か
ら
は
、
不
安
や
不
満
の
声
も
聞
か
れ
る
。

「
機
能
分
化
を
進
め
て
、
過
剰
な
部
分
を
削
り
、
足
り
な
い
部
分
に
資
源
を
投
入
す
れ
ば
、
地
域
の
医
療
需
要
に
あ
っ

た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
は
ず
。
長
い
目
で
見
れ
ば
、住
民
に
と
っ
て
も
必
要
な
再
編
だ
と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ

て
い
た
だ
け
る
と
思
う
」
と
米
沢
市
立
病
院
の
渡わ
た

邊な
べ

孝た
か

男お

病
院
事
業
管
理
者
は
強
調
す
る
。
地
域
の
在
宅
医
療
な
ど
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を
担
う
米
沢
市
医
師
会
も
「
全
面
的
に
協
力
す
る
」
と
の
立
場
だ
。

　

仁
科
理
事
長
、
渡
邊
病
院
事
業
管
理
者
が
と
も
に
強
調
し
て
い
た
の
は
「
競
争
か
ら
協
調
へ
」
と
い
う
考
え
方
。

こ
れ
が
、
今
後
の
医
療
提
供
体
制
を
考
え
る
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

米
沢
市
の
よ
う
な
事
象
は
現
在
、
全
国
各
地
で
起
き
て
い
る
ほ
か
、
今
後
は
さ
ら
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
人
口
構
成
や
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
、
医
療
機
関
の
密
集
度
は
地
域
に
よ
り
大
き
く
異
な
る

だ
け
に
、
地
域
ご
と
に
「
わ
が
街
の
医
療
の
機
能
分
化
・
連
携
」
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　

住
民
の
視
点
で
見
れ
ば
、身
近
に
あ
っ
た
医
療
機
関
が
遠
く
離
れ
た
り
、機
能
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
は
、

で
き
れ
ば
避
け
た
い
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
し
か
し
、「
虫
の
目
」
だ
け
で
な
く
「
鳥
の
目
」
で
、
地
域
全
体
を
俯
瞰

し
て
見
る
目
も
持
た
な
け
れ
ば
、
結
局
、
近
く
の
医
療
機
関
も
失
う
羽
目
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
持
つ
住
民
に
対
し
て
十
分
な
説
明
を
す
る
の
は
都
道
府
県
や
市
町
村
な
ど
行
政
の
役
割
だ
。

医
療
は
公
費
と
社
会
保
険
料
が
注
ぎ
込
ま
れ
た
「
社
会
的
共
通
資
本
」
で
あ
る
だ
け
に
、大
切
な
資
源
を
ど
う
配
分
し
、

何
が
地
域
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
な
の
か
を
、
対
話
に
よ
り
、
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　

全
国
で
は
、
既
に
若
者
も
高
齢
者
も
減
少
し
て
い
る
地
域
も
あ
れ
ば
、
若
者
は
減
少
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
は
微

増
な
が
ら
増
え
続
け
る
地
域
も
あ
る
。
全
国
的
に
は
、
高
齢
者
人
口
（
65
歳
以
上
）
は
２
０
４
０
年
代
初
頭
ま
で
増

え
続
け
、
他
方
、
医
療
や
看
護
、
介
護
を
担
う
現
役
世
代
は
こ
れ
か
ら
２
０
４
０
年
に
向
け
、
急
減
す
る
。
未
曽
有

の
人
口
減
少
時
代
に
向
け
て
、
ど
ん
な
地
域
、
ど
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
作
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
―
―
。

医
療
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
や
、
住
民
側
も
大
い
に
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
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出
席
者
（
敬
称
略
・
発
言
順
）
肩
書
き
は
座
談
会
開
催
時
の
も
の

川
越
正
平

─
か
わ
ご
え
・
し
ょ
う
へ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
療
法
人
財
団
千
葉
健
愛
会
あ
お
ぞ
ら
診
療
所
院
長
・
松
戸
市
医
師
会
会
長

大
石
佳
能
子
─
お
お
い
し
・
か
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
メ
デ
ィ
ヴ
ァ
代
表
取
締
役
・
医
療
法
人
社
団
プ
ラ
タ
ナ
ス
総
事
務
長

司
会甲

斐
一
郎

─
か
い
・
い
ち
ろ
う
／
東
京
大
学
名
誉
教
授
・『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
編
集
委
員

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

猪
熊
律
子

─
い
の
く
ま
・
り
つ
こ
／
読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
委
員
・『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
編
集
委
員

特
集

日
本
の
在
宅
医
療
の
現
在
と
将
来

地
域
の
医
療
・
介
護
の
連
携
と

在
宅
医
療
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
は

座
談
会

今
後
も
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
の
が
確
実
な
見
通
し
の
中
で
在
宅
医
療
の
需
要
と
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
在
宅
医
療
の
現
場
で
活
動
す
る
医
師
と
医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
、
在
宅
医
療
の
現
在
と
将
来
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
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在
宅
医
療
へ
の
関
わ
り
か
た

　

甲
斐
（
司
会
）　

こ
れ
ま
で
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
で
は
、
地
域
の
保
健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
在
宅
医
療
を
話
題
の
中
心
に
話
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
は
お
二
人
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
在
宅
医
療
の
現
場
寄
り
の
話
を
中
心
に
進
め
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
私
と
同
じ
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
の
編
集
委
員
で
、
読
売
新
聞
の
編
集
委
員
を
さ
れ
て
い
る
猪

熊
律
子
さ
ん
に
も
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
の
ち
ほ
ど
ご
質
問
・
ご
意
見

等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
発
言
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
最
初
に
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、
お
一
人
ず
つ
、
い
ま
在
宅
医
療
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
お
ら
れ

る
か
と
い
う
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
千
葉
県
松
戸
市
で
診
療
所
を
さ
れ
て
い
る
川
越
さ
ん

か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

川
越　
私
が
在
宅
医
療
を
始
め
た
の
は
、
１
９
９
０
年
に
病
院
の
勤
務
医
を
辞
め
て
診
療
所
を
開
業
し
た

時
か
ら
で
す
。
そ
の
時
点
で
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
卒
業
後
９
年
目
の
医
師
で
し
た
の
で
、
世
間
の
常
識
的

に
は
ち
ょ
っ
と
早
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。
も
と
も
と
医
学
教
育
に
か
か
わ
っ
て
い
た
経
緯

か
ら
、「
地
域
で
医
師
を
育
て
る
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
開
業
し
ま
し
た
。
い
ま
も
た
く
さ
ん
の
研
修
医
、

学
生
の
研
修
・
実
習
を
診
療
所
で
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

病
院
で
勤
務
し
て
い
た
時
は
血
液
内
科
が
専
門
で
、
悪
性
腫
瘍
の
患
者
さ
ん
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。
血
液
悪
性
腫
瘍
は
、
な
か
な
か
と
っ
つ
き
に
く
い
病
気
と
い
い
ま
す
か
、
た
と
え
ば
完
治
が
望

右
か
ら
川
越
正
平
、大
石
佳
能
子
、

甲
斐
一
郎
の
各
氏
。
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め
な
い
状
態
の
方
が
最
期
は
お
う
ち
に
帰
り
た
い
と
希
望
さ
れ
て
も
、
実
現
で
き
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
病
気
で
も
、
い
く
つ
か
の
要
素
に
還
元
し
て
考
え
ま
す
と
、「
で
き
な
い
こ
と
で

も
な
さ
そ
う
だ
な
」「
自
分
が
受
け
皿
の
側
に
回
れ
ば
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」「
他
の
診
療
分
野
に
お
い
て

も
勉
強
す
れ
ば
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
医
師
一
人
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
と
も
思
い
ま
し
た
の
で
、
当
時
、
全
国
的
に
ほ
と
ん

ど
例
が
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
医
師
３
人
で
開
業
す
る
形
を
と
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
始
め
て
み
ま
す
と
、
す
ぐ
に
直
面
し
た
の
が
、
が
ん
の
患
者
さ
ん
だ
け
が
困
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
で
し
た
。
難
病
の
方
に
も
脳
卒
中
後
の
方
に
も
若
年
性
認
知
症
の
方
に
も
、

す
べ
て
の
方
々
に
支
援
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

川越正平  氏
医療法人財団千葉健愛会あおぞら診療所
院長。松戸市医師会会長。
1991 年東京医科歯科大学卒。虎の門病
院での内科研修修了後、同院血液内科医
員。1999 年千葉県松戸市にあおぞら診
療所を開設し、在宅医療や地域医療に取
り組む。臨床活動に加え、2014 年度よ
り松戸市医師会在宅ケア担当理事として
介護保険運営協議会や地域ケア会議の会
長を担当。2018年度より松戸市在宅医療・
介護連携支援センターの管理責任者を務
め、松戸市糖尿病・CKD 対策推進ネット
ワーク会議座長、松戸市障害者福祉計画
推進協議会議長等も兼務し、機関を超え
た多職種との関係性強化や地域共生社会
実現に向けて取り組んでいる。
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そ
し
て
、
こ
れ
も
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
医
師
だ
け
で
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
当
時
、
ま
だ
「
多
職
種
協
働
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

患
者
さ
ん
お
一
人
お
一
人
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
皆
さ
ん
方
と
協
働
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
患
者
さ
ん
お
一
人
お
一
人
に
つ
い
て
仕
事
を
し
て
い
く
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
事
情
で

「
こ
れ
以
上
の
支
援
は
で
き
な
い
」
と
か
、「
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
た
ら
理
想
だ
」
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、

実
際
に
は
資
源
が
足
り
な
い
か
ら
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
経
験
し
ま
し
た
。

　

一
医
療
機
関
と
し
て
真
摯
に
取
り
組
む
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
も
も
ち
ろ
ん
存
在
し
ま
す
。
貧
困

な
ど
は
わ
か
り
や
す
い
例
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
で
言
う
ひ
き
こ
も
り
問
題
の
よ
う
な
医
療
の
範
疇
を
は
る

か
に
超
え
て
し
ま
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
単
純
に
は
解
決
で
き
な
い
事
案
も
経
験
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
ご
ろ
か
ら
Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
と
い
う
「
緩
和
ケ
ア
普
及
の
た
め
の
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
か
か

わ
り
、
そ
し
て
、
２
０
１
１
年
ご
ろ
か
ら
は
東
京
大
学
の
柏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
始
ま
り
、
そ
ち
ら
に
も
深
く

か
か
わ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
か
ら
、
松
戸
市
医
師
会
の
在
宅
ケ
ア
の
担
当
理
事
を
拝
命
し
ま
し
て
、
初
め
て
行
政
と
一
緒

に
仕
事
を
し
た
り
、
行
政
の
役
職
を
頂
戴
す
る
と
い
う
経
験
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
立
場

を
活
用
し
な
が
ら
、
多
団
体
を
束
ね
た
り
、
行
政
に
施
策
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
診
療
の
努
力
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
に
も
少
し
ず
つ
取
り
組
ま
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
、
松
戸
市
医
師
会
の
会
長
を
拝
命
し
ま
し
て
、
現
在
は
市
全
体
の
責
任
を
あ
ず
か
る
立
場
で
や
ら
せ

【
多
職
種
協
働
】

　
異
な
る
専
門
性
を
持
っ
た
職
種
の
人

が
集
ま
り
、
共
有
し
た
目
標
な
ど
に
向

け
て
一
緒
に
働
く
こ
と
。

【
東
京
大
学
の
柏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　
高
齢
社
会
対
応
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
千
葉
県
柏
市
と
東
京
大

学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
な
ど
が
協

定
を
結
び
、
柏
市
豊
四
季
台
地
域
に
お

い
て
、「
在
宅
医
療
の
推
進
」「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
拠
点
の
整

備
」「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」「
生
き
が

い
就
労
・
生
き
が
い
支
援
」「
外
出
・

移
動
・
交
流
・
地
域
活
動
を
う
な
が
す

環
境
づ
く
り
」「
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
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て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
後
ほ
ど
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
２
０
１
９
年
に
市
か
ら
予
算
を
頂
戴

し
て
、
松
戸
市
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
管
理
責

任
の
担
当
も
し
て
お
り
ま
す
。

　

甲
斐　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
伺
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
、
大
石
さ
ん
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
石　
私
は
医
師
で
も
な
く
看
護
師
で
も
な
く
、
親
族
に
も
医
師
は
お
り
ま
せ
ん
。
医
療
と
は
全
然
関
係

な
い
人
間
で
し
て
、
ず
っ
と
経
営
畑
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

出
身
は
大
阪
で
す
。
大
阪
大
学
を
卒
業
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
っ
た
あ
と
、
１
９
８
８
年

に
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
と
い
う
戦
略
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
入
り
ま
し
た
。
２
０
０

大石佳能子  氏
株式会社メディヴァ代表取締役社長。医
療法人社団プラタナス総事務長。
大阪大学法学部卒。ハーバード・ビジネス・
スクール MBA。
日本生命勤務、マッキンゼー ･ アンド ･
カンパニーのパートナーを経て、2000
年に（株）メディヴァと医療法人社団プ
ラタナスを設立。
医療・介護、健保組合・健康経営、企業・
行政のコンサルティング、ヘルスケアサー
ビスの開発・運営、海外での医療・介護
事業を手掛ける。
江崎グリコ（株）、参天製薬（株）、（株）
資生堂、各社の非常勤取締役。大阪大学
経営協議会元委員、大阪大学スーパーグ
ローバル大学創成支援事業推進のための
外部有識者会議委員。ハーバード・ビジ
ネス・スクールの諮問委員。
規制改革推進会議委員（医療・介護・感
染症対策ワーキング・グループ）、厚生労
働省「これからの医業経営の在り方に関す
る検討会」元委員の他、経済産業省、内
閣官房等の有識者会合等の各委員を歴任。
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０
年
に
そ
こ
を
辞
め
る
前
に
は
ア
ジ
ア
地
域
全
体
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
統
括
責
任
者
の
一
人
で
し
た
。

　

私
が
初
め
て
病
院
と
い
う
も
の
に
し
っ
か
り
か
か
わ
っ
た
の
は
、
１
９
９
８
年
に
息
子
を
出
産
し
た
時
で

し
た
。
特
に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、「
病
院
っ
て
何
か
不
思
議
な
世
界

だ
な
」
と
小
さ
な
違
和
感
を
覚
え
た
ん
で
す
ね
。「
患
者
さ
ん
は
あ
ま
り
幸
せ
で
は
な
い
。
も
っ
と
患
者
の

視
点
を
入
れ
る
べ
き
だ
」
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
医
療
職
の
皆
さ
ん
も
バ
タ
バ
タ
し
て
忙
し

い
感
じ
で
あ
ま
り
幸
せ
そ
う
じ
ゃ
な
い
し
、
自
分
の
使
命
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
満
足
感
を
得
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
な
と
問
題
意
識
を
持
ち
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
何
と
か
で
き
な
い
か
と
思
い
、
株
式
会
社

メ
デ
ィ
ヴ
ァ
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ヴ
ァ
は
医
療
・
介
護
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
で
す
。
設
立
時
か
ら
「
患
者

視
点
で
、
か
つ
医
療
者
が
喜
ぶ
医
療
の
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
、
そ
れ
に
賛

同
し
て
く
だ
さ
っ
た
千
葉
県
鴨
川
市
に
あ
る
亀
田
総
合
病
院
の
亀
田
信
介
先
生
や
亀
田
省
吾
先
生
、
当
時
は

ま
だ
若
手
だ
っ
た
野
間
口
聡
先
生
、
遠
矢
純
一
郞
先
生
ら
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ヴ
ァ
と
医
療

法
人
社
団
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
２
つ
を
同
時
に
設
立
し
た
ん
で
す
。

　

メ
デ
ィ
ヴ
ァ
と
医
療
法
人
社
団
プ
ラ
タ
ナ
ス
は
、
法
人
格
と
し
て
は
別
々
な
ん
で
す
け
ど
、「
お
互
い
の

強
み
を
そ
れ
ぞ
れ
が
出
し
合
っ
て
弱
い
と
こ
ろ
を
カ
バ
ー
す
る
」
と
い
う
形
で
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
一
緒
に

動
い
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　

医
療
法
人
社
団
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
分
院
の
事
務
長
は
メ
デ
ィ
ヴ
ァ
か
ら
派
遣
し
て
い
ま
す
し
、
私
は
総
事
務

長
と
し
て
全
体
を
統
括
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
タ
ナ
ス
の
分
院
は
、
い
ま
12
か
所
ぐ
ら
い
あ
っ
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ク
タ
ー
的
な
外
来
と
、
健
康
診
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断
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
在
宅
医
療
に
か
な
り
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
、
神
奈
川
県
を
中
心

に
３
０
０
０
名
強
の
患
者
さ
ん
を
診
て
、
年
間
５
０
０
名
ぐ
ら
い
の
患
者
さ
ん
を
自
宅
も
し
く
は
施
設
で
看

取
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
世
田
谷
区
の
桜
新
町
、
松
原
、
横
浜
市
青
葉
区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ア
ー
バ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と

い
う
名
称
で
、
先
生
方
に
は
在
宅
医
療
の
世
界
で
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
後
方
で
、
私
ど
も

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
病
院
の
再
生
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、

全
国
の
病
院
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
お
そ
ら
く
病
院
の
民
事
再
生
数
で
は
う
ち
が
一
番
多
い
と
思
い
ま
す
。。

そ
の
大
き
な
テ
ー
マ
が
「
中
小
規
模
の
病
院
を
ど
う
生
き
残
ら
せ
る
の
か
」
で
す
。
中
小
規
模
病
院
は
地
域

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
重
要
な
機
能
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。中
小
規
模
の
病
院
が
単
に
大
病
院
の
真
似
を
し
て
、

ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
の
急
性
期
病
院
な
ど
を
行
っ
て
も
、
地
域
的
に
は
あ
ま
り
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
包
括

ケ
ア
の
枠
組
み
の
中
で
ど
う
や
っ
て
核
に
な
る
病
院
に
し
て
い
く
の
か
を
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
動
い
て
お

り
ま
す
。

　

在
宅
医
療
は
、「
家
に
帰
り
た
い
」
と
言
い
つ
つ
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
方
や
そ
の
親
戚
の
思
い
だ
っ
た
り
、

ア
ー
バ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
在
宅
医
療
へ
の
強
い
思
い
だ
っ
た
り
、
患
者
さ
ん
や
お
医
者
さ
ん
た
ち
の
思

い
の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
思
い
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
も
っ
と
運
営
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り

を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
に
メ
デ
ィ
ヴ
ァ
は
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
さ
っ
き
川
越
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
グ
ル
ー
プ
診
療
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
と

か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
す
る
と
か
、
在
宅
の
現
場
で
も
使
え
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
機
器
を
医
療
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器
メ
ー
カ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
る
と
か
、
そ
う
い
う
形
で
私
ど
も
は
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
私
は
、
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
の
委
員
や
厚
労
省
、
経
産
省
の
い
ろ
ん
な
検
討
会
の
委
員

と
し
て
も
、
地
域
包
括
ケ
ア
、
認
知
症
の
サ
ポ
ー
ト
、
在
宅
医
療
を
ど
う
推
進
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を

発
信
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

甲
斐　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
の
自
己
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。
専
門
は
社
会
老
年
学
と
い
っ
て
、

社
会
心
理
学
の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
介
護
保
険
制
度
が
で
き
る
前
か
ら
訪
問

診
療
を
非
常
勤
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
い
ま
は
神
奈
川
県
に
あ
る
病
院
の
一
部
門
で
訪
問
診
療
を
や
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
こ
は
、
た
ぶ
ん
川
越
さ
ん
の
と
こ
ろ
と
は
形
態
が
違
う
と
思
う
ん
で
す
が
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
が
全
部
一
緒
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
す
べ

て
が
同
じ
フ
ロ
ア
に
集
ま
っ
て
い
て
、
病
院
も
隣
に
あ
り
ま
す
。

　

あ
と
で
話
題
に
な
る
と
思
う
こ
と
の
一
つ
は
連
携
で
す
。
最
近
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
か
ケ
ア
マ

ネ
さ
ん
と
か
、
自
分
と
同
じ
法
人
で
は
な
い
方
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
連
絡
と

か
報
告
と
か
、
い
ろ
い
ろ
や
り
と
り
を
す
る
相
手
と
の
相
性
が
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、
お
互
い
の
熱
意

み
た
い
の
も
の
の
違
い
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
う
ま
く
い
く
ケ
ー
ス
と
う
ま
く
い
か
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
っ

て
、
よ
い
お
看
取
り
を
し
た
な
と
思
え
る
時
も
あ
り
ま
す
し
、
最
期
ま
で
ほ
か
の
事
業
者
の
方
と
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
な
と
反
省
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
を
、ど
う
整
備
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
、

常
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
家
族
介
護
者
の
問
題
で
す
。
独
居
で
も
在
宅
医
療
は
で
き
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
だ
い
た
い

の
場
合
は
家
族
介
護
者
が
非
常
に
重
要
な
役
目
を
は
た
し
ま
す
。い
ま
の
制
度
下
で
は
、在
宅
介
護
者
と
な
っ
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た
時
に
、
た
と
え
ば
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
い
と
か
、
金
銭
的
に
も
非
常
に
大
き
な
負
担
を
背
負
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。
日
本
の
現
状
の
制
度
で
は
家
族
介
護
者
に
金
銭
的
な
援
助
を
す
る
の
は
難
し

い
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
何
と
か
な
ら
な
い
か
な
と
常
々
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

家
族
介
護
者
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
一
概
に
言
う
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う

い
う
方
々
に
対
す
る
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
方
の

お
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
政
策
と
し
て
在
宅
医
療
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
お
ら
れ
る
理
由
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き

た
い
。
大
石
さ
ん
い
か
が
で
す
か
。

司会　甲斐一郎  氏
東京大学名誉教授。『コミュニティ』編集
委員。
1952 年生まれ。77 年、東京大学医学部
を卒業後、同大大学院に進学。79 年に同
大学助手に就く。97 年に教授となり、老
年社会科学分野の研究を続ける。2012
年に同大学を退職し名誉教授となる。現
在は訪問診療に携わる。
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改
め
て
問
う
在
宅
医
療
の
有
意
性

　

大
石　
基
本
的
に
は
皆
さ
ん
同
じ
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
在
宅
医
療
に
は
二
つ
の
面

で
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
特
に
高
齢
の
患
者
が
ず
っ
と
病
院
に
い
る
こ
と
は
ご
本
人
に
と
っ
て
あ
ま
り
幸
せ
で
は
な
い
で

す
し
、
長
期
入
院
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
下
が
っ
た
り
、
認
知
症
が
悪
化
し
た
り
す
る
例
が
顕
著

に
見
ら
れ
ま
す
。
で
す
の
で
、
病
院
に
閉
じ
込
め
な
い
医
療
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
医
療
経
済
的
な
側
面
で
す
。
私
ど
も
の
試
算
な
ん
で
す
が
、
１
人
の
方
が
入
院
さ
れ
る
の
に

比
べ
て
、
在
宅
で
患
者
を
診
る
場
合
、
医
療
保
険
・
介
護
保
険
の
両
方
を
使
っ
た
と
し
て
も
、
国
家
財
政
的

に
は
３
対
１
な
ん
で
す
。
医
療
経
済
的
に
は
、
１
人
が
入
院
す
る
お
金
で
３
人
の
方
が
在
宅
で
過
ご
せ
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

甲
斐　
川
越
さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

川
越　
お
よ
そ
20
年
強
、
在
宅
医
療
を
中
心
に
臨
床
活
動
を
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
自
分
自
身
、
年
々
「
在

宅
医
療
」
と
か
「
連
携
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

「
在
宅
医
療
」
と
い
う
言
葉
は
、
文
字
の
と
お
り
に
「
場
所
」
を
指
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、「
場
所
」
の
問

題
で
は
な
か
ろ
う
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
そ
の
「
内
容
・
機
能
」
の
ほ
う
が
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

在
宅
医
療
を
別
な
言
葉
で
言
い
換
え
ま
す
と
、生
活
に
根
ざ
し
て
い
る
と
か
、生
活
に
注
目
す
る
こ
と
だ
っ

【
Ａ
Ｄ
Ｌ
】

　
「
歩
い
て
移
動
を
す
る
」「
ト
イ
レ
で

排
泄
を
す
る
」「
食
事
を
食
べ
る
」「
服

を
着
替
え
る
」「
顔
を
洗
う
」「
お
風
呂

で
体
を
洗
う
」
な
ど
の
日
常
生
活
動
作

（Activities of Daily Living

）
の
こ

と
。
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た
り
を
ご
本
人
の
意
向
の
う
え
で
実
践
す
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
病
院
の
外
来
で
や
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
在
宅
医
療
も
外
来
診
療
も
や
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
を
外
来
で

診
療
し
て
生
活
に
根
ざ
し
た
的
確
な
指
導
が
で
き
る
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
で
き
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

在
宅
と
い
う
場
を
把
握
で
き
る
こ
と
に
よ
る
有
意
性
は
間
違
い
な
く
存
在
し
ま
す
。
で
す
の
で
、
在
宅
医

療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ど
の
場
所
で
あ
っ
て
も
生
か
す
と
い
う
の
が
本
質
的
な
課
題
か
な
と
思
い
ま
す
。
か
か
り

つ
け
医
の
機
能
強
化
と
い
う
こ
と
で
、
在
宅
医
療
が
必
須
の
要
件
か
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、

当
然
と
い
え
ば
当
然
で
、
場
所
の
問
題
で
は
な
い
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。

　

甲
斐　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、「
か
か
り
つ
け
」
と
言
う
ほ
う
が
適
切
で
す
か
。

　

川
越　
た
と
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）
へ
入
院
中
に
、「
生
活
の
視
点
」
と
い
う
会
話
を
す
る
必

要
は
あ
ま
り
な
い
と
は
思
う
ん
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
救
命
を
し
た
り
、
と
に
か
く
全
身
管
理
を
精
緻
に
す
る

こ
と
が
最
大
の
目
標
で
あ
る
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
ず
っ
と
生
活
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
い
つ
か
は
必
ず
一
般
病
棟
に
出
る
は
ず

で
す
し
、
退
院
も
す
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
が
目
的
の
は
ず
で
す
の
で
、
一
般
床
に
出
た
そ
の
時
か
ら
、
食
事

は
ど
う
す
る
の
か
と
か
、
排
泄
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
生
活
の
視
点
を
無
視
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
必

ず
生
活
の
側
面
が
入
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
生
活
の
視
点
を
な
し
に
や
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

完
治
す
る
病
気
な
ら
、
そ
の
症
状
が
な
く
な
っ
て
退
院
で
き
れ
ば
、
め
で
た
し
め
で
た
し
で
す
が
、
医
学

の
進
歩
し
た
結
果
、
救
命
し
得
た
も
の
の
完
治
し
な
い
で
退
院
す
る
患
者
さ
ん
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
必
ず

生
活
の
要
素
を
含
ま
な
い
と
患
者
さ
ん
へ
対
応
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
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甲
斐　
在
宅
死
と
い
う
こ
と
を
や
た
ら
重
視
し
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
お
家
で
亡
く

な
ら
れ
る
こ
と
が
、
ご
本
人
の
希
望
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
う
ん
で
す
。

　

一
方
、
患
者
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
お
家
で
亡
く
な
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
で
も
、
症
状
に
よ
っ

て
は
、
最
期
の
最
期
に
な
る
と
入
院
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
最
期
ま
で
在
宅
は
、
ご

家
族
が
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
難
し
い
場
合
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す

が
、在
宅
で
緩
和
ケ
ア
を
し
て
い
た
場
合
で
も
、ご
本
人
の
希
望
に
よ
っ
て
在
宅
で
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
や
っ

て
、
最
期
に
は
入
院
し
て
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
と
思
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
場
所
の
問
題
で

は
な
い
と
い
う
ご
指
摘
は
、
確
か
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
患
者
ご
本
人
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q

uality 

of life

／
生
活
の
質
）を
ど
う
い
う
ふ
う
に
高
め
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、そ
れ
は
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
の
お
話
、
大
石
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
大
石　
た
ぶ
ん
、
な
ん
ち
ゃ
っ
て
在
宅
医
療
と
、
ほ
ん
と
う
の
在
宅
医
療
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
目
指
す
べ
き
在
宅
医
療
は
、
川
越
さ
ん
、
甲
斐
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
患
者
視
点
に

立
っ
て
、
患
者
さ
ん
、
も
し
く
は
ご
家
族
が
望
む
こ
と
を
ど
う
や
っ
て
実
現
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思

う
ん
で
す
。

　

私
は
「
プ
ロ
ブ
レ
ム
・
ソ
ル
ビ
ン
グ
」
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
要
す
る
に
課
題
を
ど
う
解
決
し

て
い
く
の
か
が
在
宅
医
療
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
っ
て
、
家
に
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
患
者
さ
ま
、

ご
家
族
さ
ま
の
課
題
が
解
決
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。
課
題
の
解
決
が
ほ
ん
と
う
に

で
き
る
よ
う
な
在
宅
医
療
を
目
指
す
べ
き
な
ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
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か
か
り
つ
け
医
も
同
じ
な
ん
で
す
け
ど
、
言
葉
が
先
行
し
て
い
て
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
意
味
で
言

葉
を
と
ら
え
て
い
て
、
形
を
整
え
れ
ば
か
か
り
つ
け
医
だ
と
い
う
感
じ
な
ん
で
す
。
で
も
、
そ
れ
は
違
う
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
が
け
っ
こ
う
あ
り
ま
す
よ
ね
。
何
を
目
指
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
く
べ

き
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

甲
斐　
必
ず
し
も
在
宅
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
い
う
の
は
、
そ
の
と

お
り
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
専
門
医
療
を
在
宅
な
り
、
か
か
り
つ
け
医
な
り
で
や
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
よ
ね
。

在
宅
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
松
戸
市
の
ま
ち
づ
く
り

　

甲
斐　
川
越
さ
ん
が
血
液
の
専
門
家
で
あ
る
よ
う
に
、
多
く
の
医
師
は
ご
専
門
を
お
持
ち
に
な
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
家
で
や
る
医
療
は
、
専
門
病
院
で
や
る
医
療
や
高
次
の
病
院
で
や
る
医
療
と
は
違
う
。
そ
こ
で

病
院
と
の
連
携
も
必
要
で
し
ょ
う
し
、
先
ほ
ど
か
ら
お
話
が
あ
る
よ
う
に
、
医
療
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
地
域
全
体
で
健
康
に
取
り
組
む
と
な
る
と
、
介
護
・
福
祉
資
源
と
連
携
し
な

く
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
し
、
他
に
も
、
い
ろ
ん
な
資
源
と
連
携
す
る
必
要
が
出
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
の
あ
た
り
は
ど
ん
な
工
夫
を
考
え
て
お
ら
れ
る
か
、ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
川
越
さ
ん
、

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

川
越　
二
つ
に
分
け
て
お
話
し
し
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
在
宅
医
療
と
い

う
言
葉
は
、「
場
所
を
言
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
中
身
が
大
事
だ
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、



27　特集＝日本の在宅医療の現在と将来

在
宅
医
療
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
要
介
護
に
な
っ
た
方
と
か
、
終
末
期
に
な
っ
た
方
が
主
で
す
の
で
、

そ
の
フ
ェ
ー
ズ
（
段
階
）
が
違
い
ま
す
よ
ね
。
生
活
の
視
点
を
有
す
る
在
宅
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
か
知
見
を
、

在
宅
医
療
と
は
呼
ば
な
い
外
来
診
療
や
健
康
増
進
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
に
も
活
用
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
度
に
創
設
さ
れ
た
地
域
包
括
診
療
料
と
い
う
診
療
報
酬
が
あ
り
ま
す
が
、
う
ち
の
診
療
所
で

は
、
医
師
だ
け
で
な
く
て
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
歯
科
衛
生
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
か
か
わ
る
形
で
、
多
疾
病
を
併
存
し
た
患
者
さ
ん
の
外
来
診
療
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
活

動
は
、
在
宅
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
外
来
診
療
で
応
用
し
て
い
る
と
い
う
言
い
方
は
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
多
分
野
と
の
連
携
で
す
。
甲
斐
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
一
機
関
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

機
関
を
超
え
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

松
戸
市
で
は
、
２
０
１
８
年
度
に
「
松
戸
市
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

お
配
り
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
次
ペ
ー
ジ
）
に
は
、
少
し
青
臭
い
こ
と
が
書
い
て
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

松
戸
市
医
師
会
と
し
て
、「
地
域
を
〝
一
つ
の
病
院
〟
と
し
て
と
ら
え
、
市
内
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
機
関

や
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
機
能
を
果
た
し
、
老
い
て
も
病
ん
で
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
」
と
い
う
言
い
方
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
身
に
在
宅
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
き
る
部
分
は
相
当
あ
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
在
宅
医
療
で

す
べ
て
を
完
結
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
病
院
と
の
や
り
と
り
、
協
働
関
係
が
非
常
に
重
要
で
、
こ
れ
は
医
師

会
と
い
う
立
場
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

図
（
次
ペ
ー
ジ
）
の
左
下
に
あ
り
ま
す
「
助
け
を
求
め
ら
れ
な
い
人
へ
の
支
援
」
と
い
う
項
目
は
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
活
動
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
松
戸
市
医
師
会
独
自
で
や
っ
て
い
る
取
り
組
み
で
、
相
談
支
援
者
が

【
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
】

　
支
援
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
届
い
て
い
な
い
人
に
対
し
、
積
極
的

に
働
き
か
け
て
情
報
・
支
援
を
届
け
る

こ
と
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松戸市在宅医療・介護連携支援センターのパンフレット
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医
療
や
介
護
の
利
用
を
拒
否
し
て
い
る
方
た
ち
に
出
会
っ
た
場
合
に
、
医
師
会
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
保
険
診
療
と
は
異
な
る
枠
組
み
で
医
師
が
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

の
取
り
組
み
は
セ
ン
タ
ー
創
設
前
の
２
０
１
６
年
度
か
ら
や
っ
て
お
り
ま
し
て
多
数
の
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

図
の
真
ん
中
の
下
に
あ
り
ま
す
「
健
康
寿
命
の
延
伸
の
支
援
」
は
、「
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
い

う
言
葉
で
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
で

し
て
、
国
の
高
齢
者
の
保
険
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
事
業
の
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
部
分
の

一
部
を
松
戸
市
か
ら
委
託
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
「
骨
折
の
二
次
予
防
」
を
テ
ー
マ
に
選

ん
で
、
事
業
対
象
と
し
て
抽
出
し
た
方
に
つ
い
て
医
師
が
管
理
す
る
形
で
多
職
種
が
保
健
指
導
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
い
う
部
分
に
も
在
宅
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
き
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
こ
と
で
す
。

　

図
の
右
側
に
あ
る
「
地
域
の
方
々
へ
の
普
及
啓
発
活
動
」
と
い
う
の
は
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
や
っ
て

い
る
取
り
組
み
で
、「
ま
ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
い
ま
す
。
松
戸
市
医
師
会
の
医
師
が
小
中
学
校
に

行
っ
て
、
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
「
が
ん
」
と
「
認
知
症
」
の
授
業
か
ら
開
始
し
、
２
０

２
０
年
度
に
は
コ
ロ
ナ
禍
が
発
生
し
ま
し
た
の
で
、「
感
染
症
」
と
い
う
授
業
も
追
加
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
が
多
く
い
る
と
い
う
こ
と
で
、「
生
活
習
慣
」
の
授
業
や
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
の
対
処
法

を
知
る
「
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
」
の
授
業
を
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
追
加
し
ま
し
て
、
計
５
つ
の
授
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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松
戸
市
内
に
小
中
学
校
は
65
校
あ
る
ん
で
す
が
、
今
年
度
は
24
校
で
２
２
０
０
名
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
た
ち

を
相
手
に
授
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ど
の
活
動
に
も
在
宅
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
生
き
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
機
関
で
は
解
決
で

き
な
い
こ
と
で
す
と
か
、
医
療
だ
け
で
は
で
き
な
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
医
師
会
と
い
う
立
場
を
生
か
し

て
取
り
組
め
る
こ
と
で
幅
が
広
が
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

甲
斐　
こ
う
い
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
や
医
療
行
為
で
な
い
活
動
に
医
療
の
方
が
興
味
を
持
っ
て
、
事
業

と
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
る
の
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
ね
。
特
に
国
が
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ま
さ
し
く
そ
う
い
う
方
向
に
進
め
る
活
動
だ
と
思
う
ん
で
す
。
健
康
に
関
す
る
問
題
で
す
の

で
、
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
医
療
関
係
者
は
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担
う
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思

う
ん
で
す
が
、
実
際
に
や
っ
て
ら
し
て
、
医
療
職
で
な
い
方
と
つ
な
が
る
場
合
に
難
し
い
点
は
あ
り
ま
す
か
。

　

川
越　
も
ち
ろ
ん
難
し
さ
は
あ
り
ま
す
。
医
師
が
リ
ー
ダ
ー
か
ど
う
か
は
、
内
容
や
場
面
に
も
よ
る
か
と

思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
医
師
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
各
市
町
村
で
行
わ
れ
て
い

る
地
域
ケ
ア
会
議
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ら
想
像
が
つ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
に
地
域
ケ
ア
会
議
で
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
か
ら
「
こ
ん
な
事
例
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
か
助
言
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
い
う
場
面
・
会
議
は
、
全
国
の
市
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
し
た
話
を
い
く
ら
聞

い
て
い
て
も
、
そ
も
そ
も
診
断
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
い
ま
つ
い
て
い
る
診
断
名
と
は
違
う
病
気
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
場
合
も
少
な
か
ら
ず
経
験
し
ま
す
。

　

助
言
は
で
き
な
く
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
評
論
家
と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
そ
う
し
た
こ
と
を

や
っ
て
い
て
も
埒ら
ち

が
明
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
医
師
会
か
ら
松
戸
市
に
医
師
が
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
す

【
地
域
ケ
ア
会
議
】

　
市
町
村
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
主
催
す
る
会
議
で
、「
個
別
課
題
解

決
機
能
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
機
能
」

「
地
域
課
題
発
見
機
能
」「
地
域
づ
く

り
・
資
源
開
発
機
能
」「
政
策
形
成
機

能
」
の
５
つ
の
機
能
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
各
地
域
の
行
政
職
員
や
各
医
療
機

関
・
高
齢
者
向
け
施
設
な
ど
で
働
く
医

師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
な
ど
の
多
職

種
が
出
席
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
実
現
に
向
け
て
話
し
合
う
。
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る
事
業
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

医
師
が
い
ち
ど
診
に
行
け
ば
、
こ
の
人
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
だ
と
か
、
認
知
症
だ
と
か
、
統
合
失
調
症

だ
と
か
い
う
お
お
ま
か
な
見
立
て
が
つ
く
の
だ
と
し
た
ら
、
ど
の
専
門
機
関
に
つ
な
げ
ば
い
い
の
か
、
ど
の

福
祉
施
策
が
有
効
か
と
い
う
こ
と
が
判
断
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
で
始
め
た
わ
け
で
す
。

　

実
際
に
対
象
者
に
出
会
っ
て
み
ま
す
と
、
拍
子
抜
け
す
る
ほ
ど
簡
単
に
問
題
が
解
決
す
る
状
況
を
た
く
さ

ん
経
験
し
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
医
師
が
行
き
ま
す
と
、
医
療
の
利
用
を
拒
否
し
て
い
た
方
で
も
、
パ
ッ
と
手

を
出
し
て
、
ま
っ
た
く
拒
む
こ
と
な
く
診
察
に
応
じ
て
く
れ
る
と
い
う
経
験
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
３
分
の

２
ぐ
ら
い
が
そ
う
い
う
方
た
ち
で
す
。
一
緒
に
行
っ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
は
、
あ
れ
だ
け
拒
否
し
て
い
た
の
に
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
あ
っ
さ
り
と
と
、
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
医
師
は
、
そ
の
方
の
困
り
事
と
か
身
体
症
状
と
か
の
問
題
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
ま
す
。
患
者
ご
本

人
も
病
院
に
行
く
の
は
も
の
す
ご
く
敷
居
を
高
く
感
じ
る
け
ど
、
じ
つ
は
自
分
の
こ
こ
が
痛
い
の
は
な
ぜ
な

の
か
と
不
安
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
場
合
が
多
数
あ
る
ん
で
す
。仮
に
認
知
機
能
障
害
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
本
人
も
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
目
の
前
に
専
門
家
が
い
て
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
と
い
わ
れ

た
ら
、
そ
れ
を
拒
む
と
は
限
ら
な
い
ん
で
す
ね
。

　

そ
う
し
た
活
動
が
今
日
ま
で
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
確
か
に
人
生
の
方
向
性
を
疾
病
が
規
定
す
る
こ
と
も

多
数
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
予
後
が
非
常
に
悪
い
と
い
う
こ
と
が
予
見
で
き
た
り
、
あ
る
施
策
に
該
当

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
り
、
診
断
名
が
つ
い
た
り
、
何
か
し
ら
の
福
祉
に
の
っ
か
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
そ

う
い
う
意
味
で
医
療
が
キ
ー
に
な
る
頻
度
は
一
番
多
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
弁
護
士
さ
ん
で
す
と
か
、
必
要

な
分
野
の
専
門
職
に
つ
な
ぐ
と
い
う
事
案
も
あ
り
ま
す
。
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甲
斐　
そ
れ
は
松
戸
市
だ
か
ら
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
で
す
か
？

　

川
越　
「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
」
と
い
う
介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業
の
中
で
、「
医
療
・
介

護
・
福
祉
に
関
す
る
相
談
支
援
」
は
必
須
の
事
業
で
す
。
松
戸
市
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
真
ん
中
に
書
い
て

あ
り
ま
す
し
、
全
市
町
村
が
や
っ
て
い
る
事
業
な
わ
け
で
す
。

　

甲
斐　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
医
師
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

　

川
越　
連
携
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
な
ど
か
ら
相
談
を
受
け
る
だ
け
で
は
評
論
家
に
す
ぎ
な
い
の

で
、「
実
際
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
予
算
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
と
松
戸
市

に
お
願
い
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
安
く
な
い
報
酬
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

甲
斐　
そ
れ
は
川
越
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

川
越　
い
い
え
、
私
を
含
め
た
医
師
会
の
思
い
を
行
政
が
ち
ゃ
ん
と
受
け
止
め
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
き

て
い
ま
す
。
実
際
に
ほ
か
の
市
町
村
の
先
生
方
に
話
を
聞
き
ま
す
と
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か

ら
、
お
願
い
だ
か
ら
一
緒
に
見
に
行
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
頭
を
下
げ
ら
れ
て
手
を
引
か
れ
て
行
っ
た
と
い

う
よ
う
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
経
験
が
あ
る
先
生
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
無
報
酬
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
行
っ
た
先
で
け
が
を
す
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
松
戸
市
の
よ
う
に
予
算
を
つ
け
て
施
策
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
や
る
べ

き
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

松
戸
市
医
師
会
で
は
医
師
に
保
険
を
か
け
て
い
ま
す
し
、
不
衛
生
な
状
態
の
場
所
に
行
く
時
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
前
か
ら
Ｐ
Ｐ
Ｅ
（
個
人
防
護
具
）
を
用
意
し
て
い
ま
し
た
。
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地
域
の
医
療
機
能
を
担
う
医
療
法
人
社
団
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
取
り
組
み

　

甲
斐　
大
石
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

大
石　
松
戸
市
に
比
べ
る
と
、
世
田
谷
区
は
け
っ
こ
う
難
し
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
医
師
会
に
世
田

谷
医
師
会
と
玉
川
医
師
会
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
世
田
谷
医
師
会
は
、
１
０
０
０
名
を
超
え
る
日
本
最
大
の

地
区
医
師
会
で
、
そ
こ
か
ら
分
派
し
た
の
が
玉
川
医
師
会
で
す
。
そ
し
て
、
世
田
谷
区
は
90
万
人
を
超
え
る

住
民
が
暮
ら
す
巨
大
な
ま
ち
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
医
師
会
の
方
々
が
必
ず
し
も
在
宅
医
療
に
す
ご
く
興
味
が
あ
る
方
ば
か
り
で
は
な
い
の

が
実
状
で
、
医
師
会
発
の
事
業
と
か
、
行
政
と
医
師
会
が
連
携
し
て
行
う
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
地
域
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
、
私
ど
も
の
法
人
と
、
在
宅
医
療
や
地
域
包
括
ケ
ア
に
力
を
入
れ
て
い
る
個
別
の
医
療
機
関

が
独
自
で
動
い
て
、
行
政
と
直
接
に
や
り
取
り
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
受
託
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
か
を
具
体
的
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
た
と
え
ば
認
知
症
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
法
人
が
受
託
し
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
医
療
で
は
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
方
が
発
熱
し
て
、発
熱
外
来
を
受
診
で
き
な
い
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
、１
日
６
０
０
件
の
苦
情
電
話
が
保
健
所
や
区
に
か
か
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
状
況
に
対
し
て
区
は
、

２
つ
の
医
師
会
に
「
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
ん
で
す
け
ど
、
医
師
会
も
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
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て
い
て
、
結
果
と
し
て
私
ど
も
の
法
人
が
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と
小
児
の
特
別
発
熱

外
来
を
運
営
し
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
、
単
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
患
者
さ
ん
を
診
る
だ
け
で
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の
で
、
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
を
ご
自
宅
に
届
け
て
、
コ
ロ
ナ
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
行
政
に
登
録
を
し
、

薬
も
ご
自
宅
に
配
送
し
ま
す
。
完
全
に
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ん
で
す
け
ど
、
物
流
サ
ー
ビ
ス
ま
で
つ
い
て
い
る
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
を
や
り
ま
し
た
。

　

発
熱
外
来
に
関
し
て
は
、
小
児
の
発
熱
外
来
を
年
末
年
始
も
含
め
て
休
み
な
し
で
ず
っ
と
や
り
、
結
果
と

し
て
医
師
会
の
方
々
に
も
非
常
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
酸
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
、
バ
ス
を
使
っ
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
も
私

ど
も
が
運
営
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
在
宅
患
者
さ
ん
も
相
当
数
を
診
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
も
し
た
ん
で
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
中

で
必
要
な
機
能
が
ぽ
こ
ぽ
こ
と
あ
っ
て
、
そ
れ
を
誰
か
が
埋
め
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
状
況
を
、
わ
り
と
積
極

的
に
拾
い
に
い
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
は
あ
り
ま
す
。

　

連
携
の
話
で
申
し
上
げ
る
と
、
ほ
か
の
誰
も
が
や
ら
な
い
も
の
は
私
ど
も
が
や
り
ま
す
し
、
そ
う
じ
ゃ
な

い
も
の
は
で
き
る
限
り
ほ
か
の
方
々
と
一
緒
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

在
宅
の
コ
ロ
ナ
患
者
さ
ん
の
訪
問
診
療
に
つ
い
て
も
、「
そ
う
い
う
活
動
が
大
事
だ
よ
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
く
だ
さ
る
在
宅
医
療
を
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
と
連
携
し
た
り
、
通
常
時
の
医
療
で
も
、
病
院
や
外
部
の

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
の
方
々
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
も
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
て
、
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
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運
営
し
て
い
ま
す
。
レ
ス
パ
イ
ト
と
か
、
最
期
の
看
取
り
に
使
う
病
床
も
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
さ
す
が
に
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
閉
め
ま
し
た
。
自
前
で
で
き
る
こ
と
と
外
と
連
携
す
る
べ
き
こ
と

と
、
両
方
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

連
携
に
関
し
て
大
事
な
こ
と
の
一
つ
は
目
線
合
わ
せ
で
、
も
う
一
つ
は
情
報
を
ど
う
共
有
化
す
る
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

い
ま
は
い
ろ
い
ろ
な
会
社
が
多
職
種
連
携
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
け
ど
、
そ
の
シ
ス

テ
ム
の
は
し
り
を
十
数
年
前
に
私
ど
も
で
つ
く
り
ま
し
た
。
Ｅエ

イ

ル
Ｉ
Ｒ
と
い
う
名
前
の
ア
プ
リ
が
い
ま
で
も
あ

り
ま
す
。
多
職
種
の
方
と
私
た
ち
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
、
掲
示
板
み
た
い
な
も
の
に
書
き
こ
む
形
で
患
者
さ
ん

の
情
報
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
十
数
年
前
は
、
ち
ょ
う
ど
ス
マ
ホ
が
出
は
じ
め
て
き
た
こ
ろ
で
、
ス

マ
ホ
の
普
及
と
と
も
に
世
間
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
い
ま
は
い
ろ
い
ろ
な
会
社
が
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
情
報
を
連
携
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
が
、
そ
れ
に
ど
う
や
っ
て
同
時
性
を
持
た
す
の
か
と
い
う

課
題
が
あ
っ
て
、
い
ま
で
い
う
Ｄ
Ｘ
化
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
化
）
が
必
要
で
す
。
そ

う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
。

　

甲
斐　
確
か
に
コ
ロ
ナ
の
流
行
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
に
な
っ
て
き
た
ん

で
し
ょ
う
ね
。
世
田
谷
区
は
ま
ち
も
医
師
会
も
規
模
が
大
き
い
か
ら
、
い
ろ
ん
な
お
考
え
の
方
が
い
る
だ
ろ

う
か
ら
。

　

大
石　
そ
う
で
す
ね
。
在
宅
医
療
に
熱
心
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、
全
然
違
う
分
野
で
す
ご
く
活
躍
さ

れ
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
医
師
会
と
し
て
発
信
す
る

の
は
、
な
か
な
か
動
き
づ
ら
い
の
か
な
と
い
う
感
じ
も
し
ま
す
。

【
レ
ス
パ
イ
ト
】

　

英
語
で
「respite

」
と
書
き
、「
一

時
中
断
」「
小
休
止
」「
猶
予
」
な
ど
を

意
味
す
る
。
介
護
す
る
側
が
一
時
的
に

介
護
を
離
れ
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
。

　

レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
は
、
介
護
す
る

家
族
を
ケ
ア
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の

こ
と
で
、
在
宅
介
護
を
支
え
る
家
族
に

対
し
て
介
護
か
ら
離
れ
る
時
間
を
提
供

し
、
心
と
体
を
休
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
る
。
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地
域
ご
と
で
考
え
る
連
携
の
あ
り
方

　

甲
斐　
で
は
猪
熊
さ
ん
、
今
ま
で
の
お
話
を
聞
い
て
、
お
二
人
に
な
に
か
コ
メ
ン
ト
や
ご
質
問
は
ご
ざ
い

ま
す
か
。

　

猪
熊　
川
越
さ
ん
が
、「
在
宅
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ど
の
場
で
も
生
か
す
の
が
大
事
」
と
お
話
し
さ
れ
て

い
て
、
ほ
ん
と
う
に
そ
う
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
自
身
、
場
所
や
ハ
コ
モ
ノ
で
は
な
く
機
能
が
大
事

で
、
機
能
を
重
視
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
を
考
え
る
う
え
で
は
非
常
に
重
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
お
話
を
す
ご
く
印
象
深
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
川
越
さ
ん
に
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

松
戸
市
の
取
り
組
み
は
、「
地
域
を
〝
一
つ
の
病
院
〟
と
し
て
と
ら
え
る
」
と
い
う
お
考
え
で
す
。「
地
域

を
一
つ
の
病
院
」
と
と
ら
え
て
、
在
宅
も
一
つ
の
病
床
と
み
な
し
、
道
路
も
廊
下
と
み
な
す
と
い
う
話
を
し

て
い
る
地
域
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、一
つ
の
法
人
（
グ
ル
ー
プ
）
が
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
な
ど
を

持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
そ
の
法
人
自
体
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
よ
け
れ
ば
、
良
い
意

味
で
の
「
囲
い
込
み
」
に
な
る
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
質
の
悪
い
「
囲
い
込
み
」
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た

地
域
や
法
人
も
、
松
戸
市
医
師
会
と
同
じ
よ
う
に
、「
地
域
を
一
つ
の
病
院
と
し
て
と
ら
え
る
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。

　

川
越
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
、
看
護
や
介
護
、
福
祉
な
ど
い
ろ
ん
な
機
能
を
ご
自
分
の
と
こ
ろ
で
や
る
の
で
は
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な
く
、
連
携
を
重
視
さ
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
お
考
え
で
そ
う
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
か
を
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

甲
斐　
川
越
さ
ん
、
い
ま
の
猪
熊
さ
ん
の
ご
質
問
に
つ
い
て
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

川
越　
ご
提
起
い
た
だ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
言
え
ば
、
た
と
え
ば
医
療
資
源
が
乏
し
い
過
疎
地
域
に
お
い

て
傑
出
し
た
法
人
等
が
あ
っ
て
、
自
分
た
ち
で
自
立
的
に
新
し
い
類
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
整
え
た
り
広
が
っ
て

い
く
と
い
う
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
型
の
取
り
組
み
を
私
は
否
定
す
る
立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
資
源

が
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
生
み
出
し
て
い
っ
た
結
果
、
す
べ
て
が
同
一
の
法
人
に
な
っ
た
と
い
う
だ
け
の
こ

と
な
の
で
、
そ
の
形
の
出
発
が
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
は
ま
っ
た
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
地
域
ご
と

の
事
情
が
あ
っ
て
、特
定
の
法
人
等
に
依
拠
す
る
と
い
う
か
、発
展
し
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
い
っ

ぽ
う
、
比
較
的
大
き
な
都
市
で
、
資
源
は
多
い
け
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
動
し
て
い
な
い
と
い
う
地
域
だ
っ
た

ら
、
連
動
を
す
す
め
る
形
の
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
特
定
の
法
人
等
の
独
占
あ
り
き
で
は
な
い
と
は
思

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
外
部
が
検
証
可
能
な
形
に
し
た
ほ
う
が
密
室
化
を
防
げ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
在
宅
医
療
の
欠

点
と
し
て
、
気
を
つ
け
な
い
と
密
室
化
し
か
ね
な
い
と
い
う
構
造
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
外
の
風
が
入

る
よ
う
な
機
能
を
内
在
化
さ
せ
な
い
と
、お
か
し
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
生
じ
う
る
と
思
い
ま
す
。

　

あ
お
ぞ
ら
診
療
所
の
場
合
は
、
な
ぜ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
も
し
99
年

時
点
に
戻
っ
て
聞
か
れ
た
ら
、
す
ご
く
簡
単
な
理
由
で
、
資
金
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
う
ち
の
診
療
所
は

開
業
資
金
30
万
円
で
、
門
前
薬
局
も
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
な
い
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
医
療
機

関
で
す
。
い
ま
現
在
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
設
備
す
ら
な
い
中
で
や
っ
て
い
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
な
い
な
い
づ
く
し
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で
す
。
そ
れ
は
、
自
分
た
ち
を
他
者
と
一
緒
に
仕
事
を
し
な
い
と
存
立
で
き
な
い
よ
う
に
追
い
込
ん
で
い
る

と
い
う
意
図
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

開
業
し
て
す
ぐ
に
、
薬
剤
師
会
か
ら
説
明
会
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
わ
れ
ま
し
て
、
一
応
1
時
間
ぐ
ら
い
、

こ
ん
な
医
療
を
や
り
た
い
ん
だ
と
い
う
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
質
問
も
い
た
だ
い
た

り
し
ま
し
た
。
当
時
、「
門
前
薬
局
が
な
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
で
き
る
っ
て
、い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
」

み
た
い
な
雰
囲
気
だ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
介
護
保
険
が
始
ま
る
前
で
す
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
を

取
ら
れ
た
薬
剤
師
さ
ん
が
い
ら
し
た
り
、
訪
問
薬
剤
に
取
り
組
も
う
か
、
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ

ろ
う
み
た
い
に
思
っ
て
い
た
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り
し
た
ん
だ
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
。

　

で
す
の
で
、
う
ち
は
い
ま
で
も
面
調
剤
（
不
特
定
の
医
療
機
関
の
処
方
箋
を
扱
う
調
剤
薬
局
）
で
、
市
内

の
す
べ
て
の
薬
局
と
お
つ
き
あ
い
を
し
て
い
ま
す
。
薬
局
を
選
ぶ
の
は
患
者
さ
ん
で
す
し
、
実
際
に
薬
局
か

ら
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
を
い
た
だ
く
例
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ほ
か
の
先
生
に
紹
介
し
た
ら
、
そ
の
先
生

の
門
前
薬
局
に
患
者
さ
ん
を
と
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
あ
お
ぞ
ら
診
療
所
に
は
門
前
薬
局

が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
と
ら
れ
る
心
配
は
あ
り
得
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
ほ
ん
と
う
に
そ
の
人
に
必

要
な
医
療
に
お
つ
な
ぎ
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

猪
熊　
も
ち
ろ
ん
地
域
性
に
よ
る
の
で
、
そ
こ
し
か
な
け
れ
ば
と
い
う
状
況
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
同
じ
法
人
で
運
営
す
る
と
理
念
や
考
え
方
が
共
有
し
や
す
い
の
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
な
り
別

個
の
主
体
と
連
携
す
る
の
は
か
な
り
大
変
な
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
う
ま
く
や
っ
て
い
く
コ
ツ

は
何
か
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

川
越　
大
変
か
大
変
じ
ゃ
な
い
か
と
い
っ
た
ら
、
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
同
一
法
人
の
ほ
う
が
、
指
揮
命
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令
系
統
も
や
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ト
ッ
プ
が
間
違
う
と
全
体
が
お
か
し
な
方
向
に
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

正
直
、
い
け
て
な
い
な
と
思
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
と
連
携
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
方
を
排
除
す
る
と
い
う
立
場
は
と
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
難
し
い
ケ
ー
ス
を
担
当
し
て

い
た
だ
く
の
は
や
め
て
も
ら
い
た
い
な
と
か
、
そ
う
い
っ
た
希
望
が
な
く
は
な
い
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し

て
も
、
仮
に
そ
こ
に
課
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ
協
議
会
に
善
処
を
お
願
い
す
る
か
、
松
戸
市
介
護

保
険
課
に
監
督
を
お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
医
師
で
言
い
ま
す
と
、
た
と
え
ば
病
院
に
勤
務
し
て
い
て
、
自
分
の
病
棟
は
何
階
の
何
病
棟
で
、

自
分
の
患
者
さ
ん
が
そ
こ
に
入
院
し
て
い
る
時
に
比
べ
て
、
救
急
入
院
で
違
う
病
棟
に
患
者
さ
ん
が
入
院
し

た
時
に
、
だ
い
た
い
医
師
は
ち
ょ
っ
と
や
り
に
く
さ
を
感
じ
る
ん
で
す
。
い
つ
も
だ
っ
た
ら
い
ろ
い
ろ
指
示

を
出
し
た
り
報
告
を
も
ら
っ
た
り
を
ツ
ー
カ
ー
で
で
き
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
肌
感
覚
の
す
り
合
わ
せ
が
終

わ
っ
て
い
る
病
棟
と
比
べ
て
、
違
う
病
棟
に
入
院
し
た
場
合
は
、
ち
ょ
っ
と
や
り
に
く
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ

う
し
た
連
携
が
さ
ら
に
院
外
に
広
が
っ
た
ら
、
や
は
り
や
り
に
く
さ
は
存
在
す
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

そ
う
し
た
や
り
に
く
さ
を
ど
の
よ
う
に
解
消
し
て
い
く
か
。
や
り
に
く
い
か
ら
と
排
除
す
る
と
い
う
立
場

を
と
る
の
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
文
脈
で
は
規
範
的
統
合
と

い
う
言
い
方
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
何
が
大
事
な
の
か
を
関
係
団
体
や
関
係
者
同
士
で
ち
ゃ
ん
と
話
し

合
っ
て
、「
こ
う
い
う
時
に
は
こ
ん
な
ふ
う
な
考
え
方
を
と
ろ
う
。
こ
ん
な
立
場
を
と
ろ
う
」
と
、
繰
り
返

し
会
議
を
重
ね
る
中
で
共
有
を
整
え
て
い
け
ば
、
自
己
流
の
身
勝
手
な
行
動
は
や
り
に
く
い
環
境
が
だ
ん
だ

ん
で
き
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
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そ
れ
が
す
べ
て
の
従
事
者
ま
で
浸
透
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
規
範
合
意
に
み
ん

な
で
前
進
し
て
い
く
。
実
際
に
、
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
ま
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

保
険
者
た
る
市
町
村
は
、
介
護
保
険
の
理
念
と
し
て
ど
ん
な
方
向
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。
松
戸
市
の
場

合
で
い
え
ば
、
で
き
る
だ
け
ハ
コ
モ
ノ
施
設
は
つ
く
ら
な
い
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
で
き
る
だ
け
誘
致

す
る
と
い
う
の
を
、
二
期
前
の
介
護
保
険
事
業
計
画
か
ら
明
瞭
に
示
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
松
戸
市
は
、
全

国
で
見
て
も
、
看
護
小
規
模
多
機
能
が
最
も
多
い
地
域
で
す
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
は
ほ
ぼ
し

な
い
と
い
う
方
針
を
６
年
前
か
ら
と
っ
て
い
ま
す
。

医
療
の
経
済
的
側
面

　

猪
熊　
将
来
、
自
分
の
近
く
に
い
い
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
い
い
な
と

い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
大
石
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
医
療
を
考
え
る
場
合
に
は
、
当
然
、
財
政
と
か
経
済
的
な
部
分
も

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
大
石
さ
ん
の
お
話
の
中
で
、入
院
と
在
宅
の
コ
ス
ト
が
３
対
１
で
、

「
１
人
の
入
院
の
お
金
で
３
人
の
在
宅
を
診
ら
れ
る
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

も
う
ち
ょ
っ
と
詳
し
く
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
在
宅
医
療
も
、
手
を
か
け
て
き
ち
ん
と
や
る

と
け
っ
こ
う
費
用
が
か
か
る
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
石　

３
対
１
は
、
私
ど
も
が
や
っ
て
い
る
一
つ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
で
す
。
病
院
に
も
入
れ
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る
し
、
在
宅
で
も
診
ら
れ
る
と
い
う
患
者
さ
ん
を
想
定
し
た
時
に
、
病
院
に
入
院
し
た
場
合
、
ど
う
い
う
基

本
的
な
費
用
が
か
か
っ
て
、
か
つ
ど
う
い
う
検
査
が
実
施
さ
れ
て
、
ど
れ
く
ら
い
の
金
額
が
か
か
る
か
。
そ

れ
に
対
し
て
、
そ
の
患
者
さ
ん
を
在
宅
で
診
た
場
合
に
、
ど
う
い
う
医
療
・
介
護
を
提
供
す
る
か
と
い
う
こ

と
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。
ざ
っ
く
り
言
う
と
３
対
１
の
コ
ス
ト
差
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
応
用
版
も
あ
っ
て
、た
と
え
ば
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
っ
た
ら
い
く
ら
か
か
る
か
と
か
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
だ
と
い
く
ら
か
か
る
か
と
か
、
普
通
の
在
宅
だ
っ
た
ら
い
く
ら
か
か
る
か
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
ま
す
と
、
病
院
と
一
般
居
宅
を
比
べ
る
と
３
対
１
で
し
た
。

　

私
ど
も
が
診
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
患
者
さ
ん
な
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
往
診
も
し
て
い
ま
す
し
、
看

取
り
ま
で
す
る
と
い
う
想
定
の
も
と
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
数
字
で
す
。

　

猪
熊　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
石　
猪
熊
さ
ん
と
川
越
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
連
携
型
が
い
い
の
か
、
そ
れ
と
も
全
部
丸
ご
と
一
つ

の
法
人
が
運
営
し
た
方
が
い
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
が
、
そ
の
地
域
に
ほ
か
に
選
択
肢
が
な
け
れ

ば
、
新
た
に
つ
く
る
の
が
い
い
と
思
う
ん
で
す
。

　

連
携
は
す
さ
ま
じ
い
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
お
金
の
話
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
よ
い
連
携
を
し
て
い
く
た

め
に
は
、
さ
き
ほ
ど
申
し
上
げ
た
目
線
合
わ
せ
だ
っ
た
り
、
情
報
共
有
だ
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
コ
ス

ト
が
か
か
り
ま
す
。

　

私
ど
も
の
法
人
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
連
携
と
、
外
部
の
人
た
ち
と
連
携
の
両
方
を
や
っ
て
い
ま
す
。
さ

き
ほ
ど
話
題
に
あ
が
っ
た
在
宅
訪
問
薬
局
に
関
し
て
い
う
と
、
在
宅
訪
問
薬
局
の
方
も
会
議
に
参
加
し
て
、

患
者
さ
ん
の
情
報
を
共
有
す
る
で
あ
る
と
か
、
勉
強
会
に
来
て
い
た
だ
く
と
か
、
す
ご
い
時
間
を
か
け
て
い
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る
ん
で
す
ね
。
私
ど
も
だ
け
で
は
な
く
て
、
相
手
側
も
時
間
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と

が
あ
っ
て
初
め
て
い
い
連
携
が
で
き
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
患
者
さ
ん
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
か
、
患
者
さ
ん
の
紹
介
も

受
け
ら
れ
る
と
か
、
私
ど
も
が
得
意
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
ん

で
す
が
、
す
さ
ま
じ
い
コ
ス
ト
を
か
け
る
こ
と
を
す
べ
て
の
診
療
所
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
か

ら
、
ど
の
程
度
の
と
こ
ろ
ま
で
連
携
す
る
の
か
。
も
し
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
自
前
シ
ス
テ

ム
で
や
る
と
い
う
の
も
あ
り
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
課
題
は
何
か
と
い
う
と
、
単
に
在
宅
医
療
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
だ
め
で
、
よ
い
在
宅

医
療
で
あ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
密
室
化
し
な
い
だ
と
か
、
最
終
的
な
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

を
し
っ
か
り
す
る
と
い
っ
た
話
に
な
り
ま
す
。
い
ま
は
、
診
療
所
が
ど
れ
だ
け
の
患
者
さ
ん
を
よ
い
在
宅
医

療
を
や
っ
て
看
取
っ
た
の
か
と
か
が
、
き
ち
ん
と
評
価
が
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

こ
れ
は
在
宅
医
療
だ
け
で
は
な
く
て
医
療
全
般
の
話
で
も
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
結
局
、
い
い
医
療
を

や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
を
、
も
し
く
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
評
価
を
き
ち
ん
と
や
る
仕
組
み

を
も
っ
と
入
れ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
連
携
パ
タ
ー
ン
も
あ
る
で
し
ょ
う

し
、一
法
人
に
よ
る
一
気
通
貫
型
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、そ
れ
は
地
域
と
診
療
所
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

甲
斐　
私
が
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
、
冒
頭
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
両
方
あ
り
ま
す
。
同
一
法
人
内
で

連
携
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
場
合
も
あ
る
し
、
よ
そ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
外
部
の
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
と
連
携
し

な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
場
合
も
半
分
ぐ
ら
い
は
あ
り
ま
す
。
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確
か
に
一
法
人
の
同
じ
フ
ロ
ア
に
い
れ
ば
、
す
ぐ
に
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
い
い
ん
で
す
け

ど
、
外
部
の
場
合
は
努
力
し
て
連
絡
し
合
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
で
、
う
ま
く
い
っ
た
場
合
に
は
非
常
に

よ
く
て
、
連
携
に
そ
れ
な
り
の
努
力
を
し
た
こ
と
が
む
く
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
個
人
的
な
経
験
で
は
、
看
護
師
さ
ん
と
は
同
じ
医
療
と
い
う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
の
で
比
較

的
連
携
し
や
す
い
ん
で
す
け
ど
、
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
と
か
そ
れ
以
外
の
職
種
の
方
に
な
る
と
、
ち
ょ
っ
と
連
携

が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

で
も
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
う
ま
く
連
携
で
き
て
協
働
で
よ
い
お
仕
事
が
で
き
た
場
合
は
、
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
、
非
常
に
い
い
ケ
ア
が
で
き
た
な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
お
互
い
に
わ
か
り
合
っ

て
い
て
連
携
し
や
す
い
場
合
と
、
努
力
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
場
合
、
一
長

一
短
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

　

川
越
さ
ん
、
医
療
職
じ
ゃ
な
い
方
と
一
緒
に
お
仕
事
を
す
る
と
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
ば
、
先
ほ
ど
お
話
し
い
た
だ
い
た
松
戸
市
の
「
ま
ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
医
師
が
小
中
学
校

で
行
う
出
前
授
業
で
は
、
連
携
相
手
は
教
育
委
員
会
に
な
り
ま
す
か
。

地
域
へ
の
医
師
に
よ
る
健
康
に
つ
い
て
の
普
及
活
動

　

川
越　
「
ま
ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
２
０
１
５
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
地
域
医
療
介

護
総
合
確
保
基
金
が
始
ま
っ
た
年
で
、
事
業
募
集
の
話
が
あ
っ
た
の
で
取
り
組
み
を
構
想
し
た
と
い
う
経
緯

が
あ
り
ま
し
た
。

【
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
】

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
に
向
け
、医
療・介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
体
制
改
革
を
推
進
す
る
た

め
、
消
費
税
増
収
分
を
活
用
し
た
「
地

域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
」
を
各
都

道
府
県
に
設
置
し
た
。各
都
道
府
県
は
、

医
療
介
護
総
合
確
保
法
に
基
づ
き
計
画

し
た
事
業
を
行
う
。



45　特集＝日本の在宅医療の現在と将来

　

教
育
委
員
会
に
ご
説
明
に
行
き
ま
し
た
が
、
学
校
現
場
は
敷
居
が
高
い
の
か
な
と
想
像
し
な
が
ら
行
っ
た

ん
で
す
け
れ
ど
も
、拍
子
抜
け
す
る
ぐ
ら
い
に
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
て
、「
松
戸
市
で
働
い
て
い
て
よ
か
っ
た
。

ぜ
ひ
一
緒
に
や
り
た
い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
。

　

以
来
、
医
師
会
に
授
業
を
担
当
す
る
委
員
会
を
つ
く
っ
て
、
い
ま
ま
で
８
年
に
わ
た
っ
て
、
教
育
委
員
会

の
先
生
が
毎
月
お
二
人
ご
出
席
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
て
、
学
校
現
場
と
の
窓
口
役
は
教
育
委
員
会
が

担
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
年
度
初
め
に
校
長
会
で
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
応
募
を
募
り
、
希
望
の
あ
っ
た
学
校
に
伺

い
ま
す
。
各
学
校
で
は
、
ご
希
望
の
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
て
、
ど
の
先
生
が
ど
の
学
校
の
授
業
を
何
月
何
日
に

担
当
す
る
と
い
う
感
じ
で
会
員
の
先
生
方
に
割
り
振
っ
て
ま
す
。
先
生
方
は
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ

て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
ご
説
明
が
不
足
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
お
子
さ
ん
に
が
ん
や

認
知
症
、
感
染
症
な
ど
の
知
識
を
教
え
る
こ
と
が
主
た
る
目
的
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
す
べ
て
の
授
業
で
お

願
い
す
る
ん
で
す
け
ど
、「
今
日
は
宿
題
が
あ
り
ま
す
よ
。
そ
の
宿
題
は
、
今
日
習
っ
た
こ
と
を
ま
わ
り
の

２
人
以
上
の
大
人
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
宿
題
で
す
」
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
で
使
う
ス
ラ
イ
ド
を
カ
ラ
ー
印
刷
し
た
テ
キ
ス
ト
も
作
っ
て
あ
り
、
そ
れ
を
生
徒
一
人
一
人
に
１
冊

ず
つ
配
っ
て
、「
帰
っ
た
ら
、
今
日
教
わ
っ
た
こ
と
を
お
う
ち
の
人
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
宿
題
で

す
よ
」
と
お
話
し
し
ま
す
。
子
ど
も
に
教
え
た
こ
と
が
親
世
代
、
祖
父
母
世
代
に
伝
わ
る
こ
と
が
主
た
る
目

的
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

２
年
目
か
ら
は
松
戸
市
が
テ
キ
ス
ト
の
印
刷
費
用
を
予
算
化
し
て
く
だ
さ
っ
て
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
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三
者
の
共
同
で
や
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

　

甲
斐　
授
業
の
テ
ー
マ
は
学
校
か
ら
要
望
し
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

　

川
越　
「
が
ん
、
認
知
症
、
感
染
症
、
生
活
習
慣
、
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
の
５
種
類
の
授
業
が
あ
り
ま
す
」

と
お
示
し
し
て
、
ど
の
授
業
を
希
望
す
る
か
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
前
に
授
業
の
テ
キ
ス
ト
を
見
本
と

し
て
お
配
り
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
各
学
校
で
実
物
の
テ
キ
ス
ト
を
見
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

甲
斐　
「
健
康
寿
命
の
延
伸
の
支
援
」
と
い
う
事
業
で
、
予
防
活
動
を
医
師
会
が
や
る
と
い
う
の
は
す
ご

い
で
す
ね
。

　

川
越　
こ
れ
は
今
年
度
始
め
た
事
業
で
、
お
そ
ら
く
全
国
で
初
め
て
だ
と
思
い
ま
す
。
経
験
は
ま
だ
１
年

未
満
で
す
け
れ
ど
も
、
非
常
に
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

甲
斐　
住
民
へ
の
保
健
指
導
も
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

川
越　
医
師
会
が
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
を
担
当
し
て
い
ま
す
の
で
、
骨
折
の
場
合
で
い
い
ま
す
と
、

骨
折
既
往
が
あ
る
方
は
Ｋ
Ｄ
Ｂ
（
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
シ
ス
テ
ム
で
抽
出
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
事

業
対
象
者
を
選
ん
で
、
普
通
は
、
そ
の
方
々
に
保
健
指
導
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
、私
た
ち
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
て
、も
う
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
い
ま
す
。イ
ン
ボ
デ
ィ（
体

成
分
測
定
機
）
の
設
備
を
用
意
し
、
測
定
会
を
複
数
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
事
業
対
象
者
の
方
た
ち

を
お
招
き
し
て
、
筋
肉
量
や
体
脂
肪
量
を
測
定
し
て
い
ま
す
し
、
転
倒
リ
ス
ク
評
価
等
も
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
口
腔
の
チ
ェ
ッ
ク
で
す
と
か
、
ご
く
簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
で
す
け
れ
ど
も
高
次
脳
機
能
も
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

一
度
骨
折
し
た
人
は
二
度
目
の
骨
折
を
す
る
リ
ス
ク
が
４
倍
に
な
る
と
か
、
十
数
倍
に
な
る
と
い
う
デ
ー
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タ
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
う
い
う
方
々
を
対
象
に
し
て
や
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
の
一
人
一
人
の
い
ま
の
転
倒
リ

ス
ク
は
何
が
あ
る
の
か
を
見
積
も
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
使
え
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
医
療
機
関
の
受
診
状
況
が
す
べ
て
把
握
で
き
ま

す
。
脆
弱
性
骨
折
を
負
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、骨
粗
し
ょ
う
症
と
い
う
診
断
名
が
つ
い
て
い
な
い
方
、

治
療
薬
が
投
与
さ
れ
て
い
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
た
と
え
ば
歯
周
病
の
受
診
が
途
絶
え
て
い
る
方

に
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
製
剤
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
例
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。

　

事
業
対
象
者
に
は
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
型
（
加
齢
に
よ
る
筋
肉
量
・
筋
力
の
衰
え
）
の
方
も
い
れ
ば
、
隠
れ
肥

満
の
方
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
肥
満
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
じ
つ
は
認
知
機
能
が
す
で
に
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度

認
知
障
害
）
と
か
認
知
症
の
初
期
状
態
に
あ
る
こ
と
で
不
安
定
性
が
増
し
て
い
る
と
い
う
方
も
い
ま
す
。
孤

立
、
孤
独
が
問
題
で
、
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
が
進
行
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

中
に
は
、
配
偶
者
が
難
病
を
患
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
急
に
家
庭
の
家
事
能
力
が
低
下
し
て
、
結
果
と
し

て
、
食
事
が
炭
水
化
物
過
多
に
偏
り
、
肥
満
と
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
が
進
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
方
に
も

出
会
い
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
医
師
は
、
外
来
の
診
察
室
や
在
宅
医
療
で
患
者
さ
ん
に
出
会
っ
て
診
察
を
担
当
す
る
と
い
う
形

で
、
す
で
に
診
断
が
つ
い
て
い
る
病
気
の
診
療
を
担
当
す
る
と
い
う
の
が
い
ま
ま
で
の
普
通
の
医
療
の
あ
り

方
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
て
空
か
ら
俯
瞰
す
る
よ
う
な
形
で
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
全
体
を
見
渡
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
じ
つ
は
必
要
な
医
療
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
か
、
ち
ょ
っ
と
ち
ぐ
は
ぐ
な
医
療
で
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
（
多
剤
服
用
）
に
な
っ
て
い
る
と
か
、
な
ぜ
か
４
医
療
機
関
５
診
療
科
に
か
か
っ
て
い
る
と

か
が
見
え
て
く
る
と
い
う
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
常
に
「
ほ
ん
と
う
に
必
要
な
介
入
と
は
何
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な
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

甲
斐　
大
石
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
」
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。
つ
ま
り
、
入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
場
合
は
、
た
と
え
ば
褥
じ
ょ
く

瘡そ
う

を
つ

く
ら
な
い
と
か
、
入
院
期
間
を
短
く
す
る
と
か
、
わ
り
と
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
在
宅
の
患
者
さ

ん
の
場
合
は
、
そ
れ
こ
そ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
命
や
生
活
の
質
）
の
話
に
な
っ
て
し
ま
う
。
在
宅
そ
の
も
の
は
Ｑ
Ｏ

Ｌ
を
高
め
や
す
い
環
境
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
医
療
的
に
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
け
っ
こ

う
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
す
る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
面
が
あ
る
か
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
も
冒
頭
に
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
、
家
族
介
護
者
を
フ
ル
タ
イ
ム
で
や
り
出
す
と
、

働
く
時
間
が
半
分
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
と
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
会
社
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
こ

と
が
あ
っ
て
、
そ
の
機
会
費
用
（
介
護
労
働
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
る
逸
失
利
益
）
は
け
っ
こ
う
大
き
い
と

思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

国
と
し
て
は
医
療
費
を
減
ら
す
の
が
目
標
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
社
会
全
体
と
し
て
考
え
る
と
、
家
族
介

護
者
が
負
担
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
要
素
は
非
常
に
大
き
く
て
、
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
す
ね
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
は
、
在
宅
医
療
の
コ
ス
ト
が
意
外
に
か
か
る
。
最
初
の
う
ち
は
、
医
療
費
だ
け
で
計
算
し
て
、

在
宅
は
非
常
に
費
用
対
効
果
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け

ど
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
ほ
ん
と
う
に
安
上
が
り
な
の
か
ど
う
か
。
私
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん

で
す
け
ど
、
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　

大
石　
ま
ず
、
ア
ウ
ト
カ
ム
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
も
答
え
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
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複
数
の
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
褥
瘡
を
つ
く
る
、
つ
く
ら
な

い
と
い
う
医
療
的
な
評
価
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
患
者
さ
ん
は
終
末
期
を
迎
え
て
い
る
人
が
多
い
わ
け
な
の

で
、
終
末
期
が
満
足
の
い
く
も
の
だ
っ
た
か
ど
う
か
。
お
亡
く
な
っ
た
ご
本
人
に
は
問
え
な
い
に
し
て
も
、

終
末
期
の
満
足
度
的
な
調
査
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
い
う
経
緯
を
た
ど
っ
て
最
期
を
迎
え
た
か
。
た
と
え
ば
再
入
院
を
予
防
で
き
た
か
、
あ
る
い
は
緊
急

コ
ー
ル
が
あ
っ
た
時
に
ち
ゃ
ん
と
対
応
し
た
か
。
客
観
的
に
評
価
で
き
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た
も

の
を
組
み
合
わ
せ
て
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

一
番
大
事
な
の
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
各
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
中
で
回
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
一
つ
の
な
ら
い
に

し
て
い
く
こ
と
。「
在
宅
医
療
で
ケ
ア
し
ま
し
た
」「
在
宅
だ
か
ら
よ
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
で
は
な
く
て
、「
何

が
よ
か
っ
た
か
、
何
が
よ
く
な
か
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と
を
仕
組
み
化
し
て
、
そ
う
し
た

振
り
返
り
自
体
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
開
示
し
て

い
く
こ
と
も
大
事
で
す
。

　

日
本
は
諸
外
国
と
違
っ
て
、
得
た
デ
ー
タ
を
開
示
し
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
開
示
す
れ
ば
、
結
果
と
し
て
、

患
者
さ
ん
か
ら
の
選
択
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
直
接
選
ぶ
わ
け
じ
ゃ
な
い
と
し
て
も
、

連
携
先
が
ご
覧
に
な
る
時
の
指
標
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
そ
う
い
う
仕
組
み
に
し
て
い
く
の
が
必
要
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
家
族
介
護
に
関
し
て
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
非
常
に
大
き
な
問
題
で
す
。
家
族
介
護
を
あ

き
ら
め
る
と
、「
じ
ゃ
あ
老
人
ホ
ー
ム
に
入
れ
る
か
」
と
い
う
話
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
全
員
が
特
養
に
入
れ

る
わ
け
で
も
な
い
で
す
し
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
っ
た
時
に
か
か
る
費
用
を
考
え
た
ら
、
家
で
看
る
と
い
う
選

【
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
】

　

Plan

（
計
画
）
→D

o

（
実
行
）

→Check

（
評
価
）
→Action

（
改

善
）
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
行
う
こ

と
で
、
継
続
的
な
業
務
の
改
善
を
促
す

方
法
。
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択
に
な
る
ご
家
庭
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
見
守
り
機
器
だ
と
か
Ｄ
Ｘ
的
な
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
け
ば
、
自

費
で
介
護
や
看
護
を
入
れ
る
こ
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、
間
の
ス
テ
ッ
プ
が
も
っ
と
あ
る
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
。

　

全
部
自
宅
で
看
て
、
全
部
家
族
が
背
負
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
た
ぶ
ん
間
違

い
で
、
お
金
を
有
効
に
使
え
ば
、
ご
本
人
に
と
っ
て
も
、
ま
た
家
族
に
と
っ
て
も
、
よ
り
過
ご
し
や
す
い
在

宅
の
仕
組
み
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
ら
へ
ん
を
も
っ
と
も
っ
と
普
及
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
第
一
生
命
さ
ん
の
よ
う
な
民
間
保
険
を
使
う
と
か
、
銀
行
の
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
（
自
宅

な
ど
を
担
保
に
し
た
融
資
制
度
の
一
つ
）
を
使
う
と
か
、
金
融
的
な
機
能
も
も
っ
と
使
え
る
も
の
が
あ
る
は

ず
な
ん
で
す
。
そ
こ
ら
へ
ん
も
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
は
、
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
も
、
い
ま
は
基
本
的
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
お
勧
め
す
る
、
も
し
く
は
組
み

合
わ
せ
る
と
い
う
機
能
で
す
け
れ
ど
、
地
域
の
資
源
だ
っ
た
り
、
有
料
の
資
源
だ
っ
た
り
を
含
め
て
、
も
っ

と
総
合
的
な
提
案
や
サ
ポ
ー
ト
ま
で
広
げ
る
よ
う
に
し
て
い
く
と
、
だ
い
ぶ
楽
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

　

甲
斐　
地
域
全
体
と
し
て
見
て
い
く
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
で
す
ね
。

在
宅
医
療
が
抱
え
る
課
題
に
取
り
組
む

　

甲
斐　
で
は
、
今
後
の
課
題
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
ま
で
だ
い
ぶ
出
て
き
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
将
来
を
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考
え
た
政
策
と
し
て
進
め
る
場
合
に
も
、
ど
う
い
う
こ
と
を
注
意
し
て
や
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う

こ
と
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
石
さ
ん
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

大
石　
さ
っ
き
申
し
上
げ
た
こ
と
に
重
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
も
っ
と
も
っ
と
活
用
で
き
る
も
の
で
い
う

と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
金
融
的
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、

自
費
介
護
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
も
対
応
し
て
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
大
き
な
課
題
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
し
て
は
、
私
ど
も
は
経
産
省
の
補
助
金
事
業
を
活
用
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
見
守
り
機
器
を
利

用
し
な
が
ら
、
在
宅
の
患
者
さ
ん
を
遠
隔
で
見
守
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
た
と

え
ば
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
み
た
い
な
も
の
を
使
っ
て
ご
本
人
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
ご
本

人
、
ご
家
族
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
健
康
意
識
が
上
が
っ
て
い
っ
て
行
動
変
容
が
起

こ
る
と
い
う
こ
と
も
経
験
し
て
い
ま
す
。

　

在
宅
医
療
の
患
者
さ
ん
で
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
病
気
が
発
見
さ
れ
た
り
、
コ
ー
ル
数
が
減
っ
て
医
療

機
関
側
の
負
担
が
減
っ
た
り
と
い
う
効
果
が
出
て
い
ま
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
も
っ
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
も
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
人
手
を
す
ご
く
か
け
る
医
療
・
介
護
を
変
え
て
い
か
な
い
と
、

た
ぶ
ん
、
現
場
も
も
た
な
い
し
、
財
政
的
に
も
も
た
な
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
こ
は
発
想
を
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
介
護
で
最
近
ち
ょ
っ
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
要
介
護
３
だ
と
月
20
万
円
と

か
、
け
っ
こ
う
な
金
額
が
動
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
者
は
赤
字
か
赤
字
す
れ
す
れ
。
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財
政
的
に
あ
っ
ぷ
あ
っ
ぷ
。
ご
本
人
や
ご
家
族
は
幸
せ
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
し
、
こ
れ
は
何
か
が

お
か
し
い
と
思
う
ん
で
す
。

　

結
果
と
し
て
非
効
率
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
非
効
率
と
は
、
い
ま
規
制
改
革
会
議
で
も
取
り
上
げ
て
い

ま
す
が
、
か
な
り
の
時
間
が
ペ
ー
パ
ー
ワ
ー
ク
に
使
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
か
、
連
携
を
す
る
た
め
の
時

間
に
使
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
介
護
保
険
の
金
額
の
中
で
、
ご
本
人
、
ご
家
族
が
一
番
や
っ
て
ほ
し
い
と

思
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
ず
し
も
提
供
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
仕
組
み
や
、
そ
の
仕
組
み
の
中
で
行
う
内
容
を
、
も
う
一
回
見
直
す

必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
現
場
調
査
も
し
な
が
ら
分

析
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
介
護
に
関
し
て
い
う
と
、
私
ど
も
が
北
九
州
の
戦
略
特
区
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
施
設
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
１
・
５
倍
の
生
産
性
が
出
た
ん
で
す
ね
。
１
・
５
倍
の
生
産
性
と
い

う
の
は
、
い
ま
足
り
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
介
護
人
材
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
ら
れ
る
ぐ
ら
い
の
生
産
性
な
ん

で
す
。
こ
れ
は
す
ご
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
の
で
、
厚
労
省
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
全
国
に
も
広
め

よ
う
と
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
は
い
ま
ま
で
の
延
長
上
で
は
な
い
や
り
方
を
考
え
て
い
っ
て
、
き
ち
っ
と

中
身
の
あ
る
在
宅
医
療
・
介
護
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

甲
斐　
た
い
へ
ん
重
要
な
ご
指
摘
で
す
ね
。
川
越
さ
ん
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

川
越　
い
ま
の
お
話
を
興
味
深
く
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
も
っ
と
推
進
し
て
い
け
る
と

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
集
住
と
い
う
方
法
も
一
つ
の
工
夫
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
実
際
に
人



53　特集＝日本の在宅医療の現在と将来

材
不
足
で
す
の
で
、
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
の
段
階
で
や
っ
て
い
か
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
ぐ
ら
い
の
厳
し

い
状
況
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
、
ご
本
人
に
と
っ
て
は
、
入
院
と
在
宅
を
比
べ
る
と
い
う
単
純
な
話
で
も
な
い
と
も
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
で
い
え
ば
、
肺
炎
に
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
９
割
方
は
自
宅
で
治
療
し
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
在
宅
医
療
が
で
き
る
か
、
で
き
な
い
か
と
い
っ
た
ら
、
で
き
る
わ
け
で
す
。
重
症
肺
炎

の
方
が
入
院
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
ご
家
族
の
事
情
や
希
望
で
入
院
を
し
て
い
る
人
が
一
部
に
い
る

と
い
う
だ
け
の
話
で
す
。
比
較
対
象
が
入
院
し
た
場
合
の
医
療
費
と
い
う
よ
り
は
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
と
の
比
較
で
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

入
院
関
連
障
害
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
は
、
わ
れ
わ
れ
が
診
て
い
る
在
宅
患
者
さ
ん
の
場
合
は
相
当
程
度
高

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
入
院
す
る
か
ら
バ
ラ
色
で
あ
っ
て
、
家
で
診
る
か
ら
危
な
い
と
か
医
療
の
質
が
低
い

と
は
限
ら
な
い
。
医
療
の
質
を
比
べ
る
と
在
宅
は
劣
る
部
分
は
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は

う
ん
と
少
な
い
。
も
ち
ろ
ん
ご
家
族
に
は
負
担
が
か
か
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
を
総
合
し
て
、

ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
を
そ
の
都
度
ご
相
談
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
。
フ
ロ
ー
の
金
額
だ
け
で
比
較
す
る
と

か
生
存
期
間
だ
け
で
比
較
す
る
と
か
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
の
機
能
強
化
も
、
そ
の
中
身
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
在
宅
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

か
か
り
つ
け
医
の
機
能
に
で
き
る
だ
け
落
と
し
込
ん
で
い
く
こ
と
が
、
文
脈
と
し
て
は
一
番
意
味
の
あ
る
こ

と
か
な
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
の
場
で
あ
っ
て
も
、
そ
ん
な
医
療
が
実
践
さ
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
在
宅
医
療
は
外
来
と
比
較
す
れ
ば
確
か
に
高
コ
ス
ト
医
療
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

化
で
き
る
部
分
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
と
か
、
多
職
種
の
分
業
の
や
り
方
を
も
っ
と
頭
を
軟
ら
か
く
し
て
工
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夫
し
て
い
か
な
い
と
、
慣
習
に
沿
っ
て
月
に
２
回
診
療
し
て
、
24
時
間
往
診
で
き
る
体
制
を
整
え
る
と
い
う

一
択
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
、
非
常
に
息
苦
し
い
と
い
う
か
、
対
応
で
き
な
い
状
況
も
出
て
く
る
ん
だ
ろ
う

な
と
は
思
い
ま
す
。

　

対
象
の
方
が
病
気
を
５
つ
も
６
つ
も
持
っ
て
い
て
、
な
か
に
は
専
門
家
に
相
談
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
病

態
が
新
た
に
発
生
し
た
り
、
診
療
だ
け
提
供
し
て
も
解
決
し
な
い
か
ら
看
護
や
介
護
、
福
祉
の
支
援
が
必
要

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
う
ま
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く

ノ
ウ
ハ
ウ
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
か
も
し
ま
せ
ん
の
で
、積
み
重
ね
て
い
く
べ
き
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

専
門
医
療
へ
つ
な
げ
る
か
か
り
つ
け
医
の
責
任

　

編
集
部　
ち
ょ
っ
と
だ
け
補
足
で
お
伺
い
し
ま
す
。
在
宅
医
療
は
自
分
で
通
院
で
き
な
い
よ
う
な
人
の
と

こ
ろ
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
す
る
。
通
院
で
き
て
も
、
か
か
り
つ
け
医
的
な
人
が
身
近
に
い
な
い
感
じ
な
ん
で
す

が
、
そ
こ
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

川
越　
日
本
は
登
録
医
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
患
者
さ
ん
が
か
か
り
た
い
と
思
っ
た
時
に
、
か
か
り

た
い
医
療
機
関
や
診
療
科
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
在
の
状
態
で
す
。

　

こ
れ
は
た
と
え
ば
飲
食
店
に
置
き
換
え
た
ら
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
高
級
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
に

行
っ
た
ら
お
い
し
い
お
料
理
が
召
し
上
が
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
素
材
や
料
理
法
ま
で
指
定
で

き
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
か
な
り
専
門
知
識
が
な
い
と
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
お
店
の
看
板
だ
っ
た
り
金

額
だ
っ
た
り
、
評
判
で
選
ば
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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医
療
の
場
合
も
同
様
に
専
門
性
が
高
い
の
で
、
選
べ
る
と
い
う
の
は
一
見
い
い
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
本

当
に
選
べ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
糖
尿
病
と
い
う
病
気
を
も
っ
て
い
る
方
は
、必
ず
年
に
１
回
は
眼
科
に
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
し
、

必
ず
３
か
月
に
１
回
以
上
は
歯
科
に
か
か
っ
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
眼
科
や
歯
科
に
は
行
っ
て

い
な
い
患
者
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
で
自
発
的
に
行
か
な
き
ゃ
と
思
わ
な
い

限
り
、
行
か
な
い
と
い
っ
た
状
況
が
起
こ
り
得
ま
す
。
そ
う
し
て
眼
科
や
歯
科
に
行
か
な
い
日
々
の
積
み
重

ね
の
先
に
、
認
知
症
や
が
ん
と
い
う
病
気
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
も
起
こ
り
得

ま
す
。

　

で
も
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の
ス
ー
プ
の
素
材
ま
で
指
定
で
き
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
実
際
に
医
療
を
そ

こ
ま
で
理
解
し
て
選
択
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
か
、
ワ
イ
ン
の
ソ
ム
リ

エ
の
よ
う
な
案
内
人
も
い
ま
せ
ん
。
疾
病
が
心
筋
梗
塞
と
い
う
病
名
一
つ
だ
け
だ
っ
た
ら
、
そ
こ
を
再
疎
通

し
て
も
ら
い
さ
え
す
れ
ば
、「
解
決
し
た
」
と
誤
解
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
基
礎
に
は

高
血
圧
も
糖
尿
病
も
喫
煙
習
慣
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ほ
ん
と
う
の
問
題
は
何
な
の
か
と
い
う
の
は
、

血
液
が
流
れ
さ
え
す
れ
ば
い
い
と
い
う
問
題
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
関
し
て
は
「
定
期
的
な
歯
周
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
」
と
糖
尿
病
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も
書
い

て
あ
り
ま
す
。

　

編
集
部　
糖
尿
病
と
歯
科
と
個
別
に
は
診
て
も
ら
え
ま
す
が
、
全
体
で
い
ろ
い
ろ
な
指
導
を
し
て
く
だ
さ

る
お
医
者
さ
ん
が
い
な
い
。

　

川
越　
そ
う
い
う
能
力
の
高
い
医
師
が
全
国
津
々
浦
々
に
い
る
か
と
い
う
話
は
、
ま
た
別
の
話
で
す
。
本
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来
は
、
そ
う
い
う
機
能
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
す
。

　

甲
斐　
い
つ
も
思
う
ん
で
す
け
ど
、
か
か
り
つ
け
医
を
す
る
医
師
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
広
く
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
で
す
よ
ね
。

　

川
越　
で
す
か
ら
、
在
宅
医
療
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
や
応
な
く
全
科
診
療
的
な
診
療
ニ
ー
ズ

に
さ
ら
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
た
と
え
ば
皮
膚
の
病
気
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、「
皮
膚
科
に
行
き
な

さ
い
」
と
は
簡
単
に
言
え
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
と
比
べ
た
ら
水
準
は
低
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、
経
験
を
重
ね
て
結
果
的
に
全
科
診
療
的
な
素
養
を
あ
る
程
度
身
に
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
在

宅
だ
か
ら
能
力
が
高
い
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
す
が
、
全
科
診
療
的
に
受
け
止
め
よ
う
と
は
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
、
医
療
だ
け
で
で
き
な
い
こ
と
を
介
護
や
福
祉
を
駆
使
し
て
解
決
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ

と
か
を
経
験
し
て
、
失
敗
も
す
る
か
も
し
れ
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
方
が
外
来
診
療
に

臨
む
こ
と
は
有
益
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、地
域
活
動
に
も
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
医
も
、
子
ど
も
の
胸
の
音
を
聴
く
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
ほ
ん
と
う
に
そ
の
子
の
健
康
に
何
が
一
番
大
事

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
心
雑
音
は
一
回
聴
け
ば
十
分
で
す
の
で
。

　

甲
斐　
私
も
そ
う
で
す
。
皮
膚
科
を
診
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
し
、
精
神
科
も
当
然
診
ま
す
。

　

川
越　
専
門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
精
神
科
だ
っ
て
一
定
程
度
診
れ
な
い
と
在
宅
医
療
は
対
応
で
き
な
い

で
す
。

　

甲
斐　
最
近
の
病
院
の
若
い
先
生
方
は
、
専
門
医
志
向
が
強
い
か
ら
、
自
分
の
専
門
外
は
診
な
い
と
公
言

す
る
人
が
い
る
の
で
、
困
る
ん
で
す
よ
ね
。

　

川
越　
カ
レ
ー
店
に
行
っ
て
ラ
ー
メ
ン
を
注
文
さ
れ
て
も
困
る
の
で
、「
う
ち
は
カ
レ
ー
店
で
す
」
と
い
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う
こ
と
は
妨
げ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、「
か
か
り
つ
け
医
」
と
い
う
看
板
を
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
非
選
択
的

に
対
応
す
る
と
い
う
立
場
は
明
瞭
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
自
分
が
で
き
な
い
こ
と
は
ち
ゃ
ん
と
専
門

家
に
つ
な
ぐ
と
こ
ろ
ま
で
の
責
任
は
当
然
あ
り
ま
す
。

　

甲
斐　
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。

医
療
に
求
め
ら
れ
る
役
割
の
変
化

　

甲
斐　
最
後
に
、
猪
熊
さ
ん
、
何
か
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

猪
熊　
私
の
問
題
意
識
は
、
２
０
４
０
年
に
向
け
て
、
医
療
・
介
護
の
姿
を
こ
れ
か
ら
ど
う
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
に
あ
り
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
全
国
的
に
見
れ
ば
、

高
齢
者
人
口
は
２
０
４
２
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
い
わ
れ
、
一
方
、
現
役
世
代
が
急
減
し
て
医
療
・
福
祉

の
人
材
が
足
り
な
く
な
る
中
で
、
ど
う
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

１
０
０
歳
以
上
の
人
が
い
ま
９
万
人
を
超
え
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ピ
ー
ク
時
に
は
70
万
人
を
超
え
る
と
い

う
時
代
が
来
る
。
当
然
、
通
院
困
難
な
人
が
す
ご
く
増
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と
ど
う
し
た
っ
て
在
宅

医
療
の
役
割
は
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

在
宅
医
療
の
役
割
が
大
き
く
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
お
話
に
出
た
総
合
的
に
診
療
が
で
き
る
医
者
が
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
医
師
会
の
ほ
う
で
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
研
修
制
度
を
や
っ
て
い
る
と
い
っ
て

も
、
国
民
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
ど
の
人
が
研
修
を
受
け
て
、
ど
の
人
が
ど
れ
ぐ
ら
い
能
力
が
あ
る
の
か
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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あ
る
程
度
責
任
を
持
っ
て
診
て
く
れ
る
「
か
か
り

つ
け
医
」
を
育
成
す
る
と
い
う
話
に
な
る
と
、
人
に

よ
っ
て
は
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
と
の
関
係
を
い
う
人
も

い
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
診
る
と
な
る
と
、
患
者
が

自
由
に
医
療
機
関
を
選
べ
る
権
利
を
阻
害
す
る
と
い

う
ん
で
す
ね
。
一
方
、
日
本
の
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
は

あ
ま
り
に
自
由
す
ぎ
る
か
ら
、
結
局
、
責
任
を
持
っ

て
自
分
の
こ
と
を
診
て
く
れ
る
「
か
か
り
つ
け
医
」

を
持
て
な
く
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
言

う
人
も
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
で
も
ラ
ー
メ
ン

店
で
も
自
分
で
選
ぶ
し
か
な
い
の
か
。
結
局
、
患
者

が
責
任
を
負
っ
て
い
る
の
が
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
な
の

か
。

　

日
本
の
医
療
制
度
は
、
国
民
皆
保
険
と
い
う
非
常

に
い
い
制
度
を
作
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど

も
、
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
が
あ
ま
り
に
自
由
す
ぎ
た
面

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
は
見
直
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
な
と
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
通
院
困
難
な
人
が
増
え
て
、
も
っ
と
在

在宅医療を受けた推計外来患者数の年次推移　（厚生労働省「令和 2 年患者調査の概況」のデータを元に
作成／ 2011 年は宮城県石巻医療圏、気仙沼医療圏及び福島県を除いた数値）
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宅
医
療
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
時
に
、
在
宅
で
診
て
く
れ
る
お
医
者
さ
ん
で
、
相
談
が
で
き
て
、
技
術
も
高

い
お
医
者
さ
ん
が
い
る
と
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
在
宅
医
療
を
や
っ
て
い
る
先
生
に
聞
く
と
、

臓
器
別
の
専
門
医
に
比
べ
る
と
、
医
師
の
間
で
の
社
会
的
地
位
が
低
く
み
ら
れ
て
、
在
宅
医
療
を
目
指
し
て

い
て
も
、
医
学
教
育
の
中
で
は
「
あ
ま
り
そ
っ
ち
を
選
ぶ
な
」
み
た
い
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と

聞
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
、
社
会
的
な
地
位
が
低
い
と
い
う
話
を
聞
く
と
、
在
宅
医
療
を
き
ち
ん
と
や
っ
て

く
だ
さ
る
お
医
者
さ
ん
が
今
後
増
え
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
点
、
海
外
で
は
、
実
際
に
訪
問
診
療
を
し
て
患
者
と
接
す
る
の
は
看
護
師
で
、
医
師
は
そ
ん
な
に
た

く
さ
ん
数
が
い
な
く
て
も
い
い
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
川
越
さ

ん
に
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
、
日
本
の
医
療
提
供
体
制
の
脆
弱
さ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
と
よ
く
い

わ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
な
っ
て
よ
く
わ
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
に
、
体
調
が
悪
い
時
に
わ
ざ
わ
ざ
病
院
に
行
く

こ
と
が
必
ず
し
も
あ
た
り
ま
え
で
な
く
て
い
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
日
本

で
は
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
お
か
げ
で
、多
く
の
人
は
何
か
あ
れ
ば
「
す
ぐ
に
病
院
へ
」
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
。
在
宅
で
も
、
医
療
機
器
が
整
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
が
あ
れ
ば
、
必
ず
し

も
通
院
し
て
病
院
に
行
か
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
病
院
の
役
割
が
将
来
的
に
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
そ
の
あ
た
り
に
興
味
、
関
心
を
持
っ
て

お
り
ま
す
。
大
き
な
話
で
す
が
、
も
し
コ
メ
ン
ト
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

川
越　
対
象
者
の
層
別
化
を
考
え
た
ら
わ
か
り
や
す
い
と
思
う
ん
で
す
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
み
た
い
な
絵
を
考

え
て
い
た
だ
い
て
、
下
か
ら
リ
ス
ク
が
少
な
い
人
、
中
く
ら
い
の
人
、
高
リ
ス
ク
の
人
、
非
常
に
重
度
な
人
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と
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
し
て
、
す
べ
て
の
層
を
一
緒
に
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
層
別
化
し
て
、

リ
ス
ク
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
と
い
う

こ
と
が
費
用
対
効
果
と
し
て
も
最
も
い
い
。
こ
れ
は
間
違

い
な
い
で
す
。

　

一
番
下
の
リ
ス
ク
が
少
な
い
人
は
、
健
康
増
進
、
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
対
応
で
き
る
方
た
ち
。
コ
ロ
ナ

禍
で
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
自
分
で
対
処
で
き
る
こ

と
は
極
力
ご
本
人
に
や
っ
て
い
た
だ
く
。
そ
う
い
う
こ
と

を
啓
発
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
疾
病
が
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
狭
心
症
と
重
な
っ
て
く
れ
ば
く
る
ほ
ど
、
リ
ス

ク
が
高
い
方
で
す
。

　

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
は
間
違
い
な
く
い
い
仕
組
み
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
は
す
べ
て
自
分
発
で
す
。
行
政
の
申
請
主

義
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
、
自
分
が
申
請
し
な
け
れ
ば
何
も
も

ら
え
な
い
で
い
い
の
か
。
た
と
え
ば
定
額
給
付
金
10
万
円

を
も
ら
わ
な
か
っ
た
方
が
全
国
に
40
万
人
も
い
た
と
の
こ

と
で
す
。
自
分
の
リ
ス
ク
や
自
分
の
と
る
べ
き
行
動
が
わ

か
っ
て
実
行
で
き
る
人
と
、
で
き
な
い
人
が
い
る
わ
け
で

対象者を層別化した図　患者などの対象者を層別化して、地域ごとに提供できる体制を整えて、適切な
さまざまなサービスへつなげる。そうすることが最も効率的だという。（資料提供：松戸市医師会）
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す
。

　

で
す
か
ら
、
層
別
化
し
た
リ
ス
ク
に
応
じ
て
適
切
な
対
応
を
す
る
し
か
な
い
。
リ
ス
ク
が
高
い
人
た
ち
に

と
っ
て
は
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
─
─
名
称
は
何
で
も
い
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
を
ト
ー
タ
ル
に
管
理
・

指
導
す
る
人
が
い
た
ほ
う
が
間
違
い
な
く
い
い
で
す
。

　

病
院
の
役
割
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
一
番
上
の
層
に
な
る
重
症
の
人
、
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ

の
機
能
こ
そ
そ
の
本
質
と
言
え
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
い
え
ば
、
骨
髄
移
植
を
受
け
て
も
、
１
〜
２
週
間
後
、
骨
髄
生
着
と
同
時
に
退
院
し
ま
す
。

入
院
し
て
い
る
と
1
日
30
万
円
も
取
ら
れ
て
は
生
き
て
い
け
な
い
で
す
か
ら
、
た
っ
た
１
週
間
か
２
週
間
で

退
院
し
て
、
隣
の
ホ
テ
ル
に
引
っ
越
す
。
そ
し
て
毎
日
外
来
に
通
院
す
る
の
で
、
医
療
は
毎
日
継
続
し
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
病
院
と
い
う
ハ
コ
モ
ノ
に
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
る
必
要
は
な
く
て
、
病
院
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

こ
と
は
病
院
で
や
っ
て
い
た
だ
く
。
そ
の
最
た
る
例
が
手
術
だ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
内
科
治
療
の
多
く
は
家

で
も
で
き
ま
す
。
と
は
い
え
家
も
非
効
率
で
す
か
ら
、
集
ま
っ
て
い
る
場
所
で
や
っ
た
ほ
う
が
効
率
は
い
い

か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
よ
う
に
整
理
し
た
上
で
考
え
れ
ば
、
と
に
か
く
対
象
者
を
層
別
化
し
て
、
提
供
で
き
る
体
制
を
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
合
わ
せ
て
整
え
て
、
適
切
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
最
も
効
率
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

猪
熊　
海
外
と
の
比
較
で
は
、
ナ
ー
ス
が
持
つ
権
限
の
違
い
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

川
越　

医
者
に
は
医
者
で
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
を
や
ら
せ
る
の
が
最
も
費
用
対
効
果
が
高
く
、ナ
ー
ス
・

プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
診
療
看
護
師
）
に
任
せ
ら
れ
る
こ
と
は
任
せ
る
。
訪
問
看
護
で
で
き
る
こ
と
、
も

し
く
は
オ
ン
ラ
イ
ン
やD

 to P
 w

ith N

で
で
き
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
医
師
が
で
き
る
こ
と
と
イ
コ
ー
ル
で
す

【D to P with N

】

　
患
者
に
同
意
を
得
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
時
に
、
患
者
は
看
護
師
ら
が
側
に

い
る
状
態
で
診
療
を
受
け
、
医
師
は
診

療
の
補
助
行
為
を
そ
の
場
で
看
護
師
ら

に
指
示
す
る
こ
と
で
、
薬
剤
の
処
方
に

と
ど
ま
ら
な
い
治
療
行
為
等
が
看
護
師

ら
を
介
し
て
可
能
と
な
る
こ
と
。
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か
ら
、
こ
れ
は
代
替
可
能
で
す
。
な
か
に
は
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
せ
ら
れ
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
、
人
材
難
で
苦
し
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

甲
斐　
そ
れ
で
は
、
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。
大
石
さ
ん
か
ら
ど
う
ぞ
。

　

大
石　
私
は
在
宅
医
療
が
患
者
本
位
の
と
っ
て
も
い
い
医
療
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
持
続
可

能
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
家
族
介
護
の
話
も
含
め
て
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
も
持
続
可
能
に
し
て
、
も
っ

と
い
い
中
身
に
し
て
い
き
た
い
。

　

形
だ
け
が
在
宅
医
療
と
い
う
も
の
で
は
な
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
は
と
っ
て
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
す
の
で
、
本
日
申
し
上
げ
た
話
を
含
め
て
、
Ｄ
Ｘ
と
か
金
融
と
か
、
民
間
企
業
の
新
し
い
工
夫
な
ど

も
取
り
入
れ
て
、
も
う
一
段
考
え
て
い
く
時
期
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
高
齢
者
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
私
の
終
末
期
は
、
ぜ
ひ
、
誰
か
に
在
宅
で
看
取
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

甲
斐　
で
は
、
川
越
さ
ん
、
最
後
に
一
言
ど
う
ぞ
。

　

川
越　
自
分
は
開
業
し
て
か
ら
在
宅
医
療
を
始
め
ま
し
た
。在
宅
医
療
だ
け
が
大
事
な
わ
け
で
は
な
く
て
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
外
来
で
も
健
康
活
動
で
も
生
か
す
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
一
機
関
で
で
き
な
い
こ
と

は
、
た
と
え
ば
医
師
会
と
い
う
立
場
で
す
と
か
、
市
行
政
の
役
目
を
い
た
だ
く
と
か
す
る
こ
と
で
、
新
し
い

取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
経
験
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
し
た
私

た
ち
の
取
り
組
み
が
国
の
施
策
に
も
反
映
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
そ
れ
で
意

味
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
絵
が
で
き
た
か
ら
う
ま
く
い
く
と
も
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
日
々
の
実
践
を
一
緒
に
や
り
な
が
ら
地
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域
の
規
範
的
統
合
を
図
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
上
か
ら
も
下
か
ら
も
両
方
で
努
力
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
地
域
の
状
況
も
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
て
、
難
し
い
事
例
も
も
ち
ろ
ん
増
え
て
い
ま
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
に
し
ろ
、
ひ
き
こ
も
り
の
方
に
し
ろ
、
８
０
５
０
問
題
に
し
ろ
、
ご
み
屋
敷
に
し
ろ
、
地

域
の
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。そ
れ
ら
は
も
と
も
と
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、よ
り
顕
在
化
し
て
い
ま
に
至
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
医
療
だ
け
で
は
対
処
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他
分
野
の
方
々
と
一
緒
に
、
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
め
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

甲
斐　
今
日
は
、
大
石
さ
ん
に
医
療
以
外
を
含
む
広
い
視
点
か
ら
貴
重
な
ご
指
摘
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
川
越
さ
ん
の
お
話
で
は
、
医
療
だ
け
で
は
な
く
て
、
地
域
の
健
康
問
題
や
い
ろ
ん
な
活
動
に

幅
広
く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
時
間
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
２
３
年
３
月
１
日
開
催
）
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在
宅
医
療
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
高
齢
化
や
長
寿
化
で
通
院
困
難
な
患
者
が
増
え
て
お
り
、
そ
う
し

た
患
者
は
今
後
、
さ
ら
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
だ
。

　

現
在
、
約
３
６
０
０
万
人
い
る
65
歳
以
上
人
口
は
、
ピ
ー
ク
時
の
２
０
４
２
年
に
は
３
９
０
０
万
人
を
超

え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
慢
性
疾
患
を
持
ち
、
医
療
だ
け
で

は
な
く
介
護
ニ
ー
ズ
や
認
知
症
リ
ス
ク
も
高
い
85
歳
以
上
人
口
が
増
え
て
い
く
点
だ
。
ま
た
、
医
療
需
要

の
変
化
の
見
通
し
を
示
し
た
厚
生
労
働
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
外
来
患
者
数
は
既
に
減
少
局
面
に
あ
る
地

域
が
多
い
一
方
、
在
宅
患
者
数
（
訪
問
診
療
利
用
者
数
）
は
多
く
の
地
域
で
今
後
増
加
し
、
全
国
的
に
は

２
０
４
０
年
以
降
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

「
住
み
慣
れ
た
家
や
地
域
で
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
患
者
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
に
も
、
病
院
の
機
能
分
化

や
連
携
強
化
を
進
め
る
点
か
ら
も
、
在
宅
医
療
の
果
た
す
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く
と
い

え
る
。
し
か
し
、
在
宅
医
療
の
現
状
を
見
る
と
、
果
た
し
て
そ
の
必
要
性
や
期
待
に
応
え
ら
れ
る
の
か
は
、

正
直
、
心
も
と
な
く
映
る
。
な
ぜ
な
の
か
。

　

い
く
つ
か
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
に
は
、
自
分
の
こ
と
を
責
任
を
持
っ
て
診
て
く
れ
る
在
宅
医
（
欧
米
で
は
家
庭
医
や
総
合
診
療
医
な

ど
と
呼
ば
れ
る
）
を
持
て
ず
に
き
た
こ
の
国
の
歴
史
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

か
つ
て
、
厚
生
省
（
現
・
厚
生
労
働
省
）
が
海
外
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ク
タ
ー
な
ど
を
参
考
に
、
日
本
で
も

特
集
　

こ
れ
か
ら
の
在
宅
医
療
を
考
え
る

猪
熊
律
子

猪熊律子
読売新聞編集委員・『コミュニティ』編集委員。
社会保障報道に長く携わる。若者に社会保障について学ん
でもらう「社会保障教育」にも熱心に取り組む。読売新聞
東京本社社会保障部長を経て、2017 年から現職。
著書に『＃社会保障、はじめました。』（2018 年、SCICUS）、『ボ
クはやっと認知症のことがわかった』（2019 年、KADOKAWA、
共著）、『塀の中のおばあさん──女性刑務所、刑罰とケアの狭
間で』（2023 年、KADOKAWA）などがある。
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日
常
の
健
康
管
理
や
健
康
相
談
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
（
初
期
包
括
診
療
）
を
担
え
る

「
家
庭
医
」
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
１
９
８
０
年
代
の
こ
と
だ
。
し
か
し
、
医
師
の
養
成

方
法
や
診
療
報
酬
体
系
の
見
直
し
な
ど
を
含
む
「
官
僚
主
導
の
医
療
体
制
づ
く
り
」
を
警
戒
し
た
日
本
医
師

会
の
反
対
で
こ
の
案
は
見
送
ら
れ
、
以
降
、
家
庭
医
は
禁
句
と
な
っ
た
。
代
わ
り
に
日
本
医
師
会
が
提
唱
し

た
の
が
「
か
か
り
つ
け
医
」
だ
。
そ
の
養
成
・
研
修
に
力
を
入
れ
て
い
る
も
の
の
、
診
療
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
高
い
、
優
れ
た
か
か
り
つ
け
医
を
患
者
は
ど
う
探
せ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
に
曖
昧

だ
。
近
年
、総
合
的
に
病
気
を
診
る
こ
と
が
で
き
る
「
総
合
診
療
専
門
医
」
と
い
う
専
門
医
の
育
成
が
始
ま
っ

た
も
の
の
、
そ
の
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
実
態
だ
。

　

二
つ
目
に
、
現
実
的
な
問
題
と
し
て
、
現
在
、
地
域
で
開
業
し
て
い
る
医
師
の
平
均
年
齢
が
60
歳
を
超
え
、

一
人
開
業
が
多
い
た
め
、
夜
間
や
休
日
の
診
療
が
難
し
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
日
本
で
は
臓
器
別

の
専
門
医
療
の
方
が
地
位
が
高
く
、
在
宅
医
療
は
低
く
見
ら
れ
が
ち
の
た
め
、
若
い
医
師
が
在
宅
医
療
を
し

た
い
と
思
っ
て
も
広
が
ら
ず
、
在
宅
医
療
を
担
う
若
い
医
師
が
な
か
な
か
育
た
な
い
」
と
い
う
指
摘
も
、
在

宅
医
療
を
手
が
け
る
専
門
医
の
間
か
ら
は
よ
く
聞
か
れ
る
。

　

三
つ
目
と
し
て
、
そ
も
そ
も
在
宅
医
療
は
、
医
師
が
一
軒
一
軒
、
患
者
宅
を
訪
問
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、

医
療
提
供
側
か
ら
見
て
も
負
担
が
大
き
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、「
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
」
を
特
徴
と
す
る
日
本
で
は
、
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、「
何

か
あ
っ
た
ら
ま
ず
病
院
へ
」
と
い
う
意
識
が
国
民
の
間
に
あ
ま
り
に
広
く
浸
透
し
て
き
た
た
め
、
病
院
医
療

に
比
べ
て
在
宅
医
療
が
育
ち
に
く
か
っ
た
、
と
い
う
面
も
個
人
的
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

以
上
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ど
う
や
ら
日
本
で
は
、
在
宅
医
療
を
充
実
さ
せ
る
ベ
ク
ト
ル
に
こ
れ
ま
で
医
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療
が
向
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
。
し
か
し
、
今
後
、
高
齢
化
と
長
寿
化
は
さ
ら
に
進
み
、

在
宅
医
療
の
需
要
は
大
き
く
膨
ら
む
。

　

で
は
、
在
宅
医
療
を
充
実
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　

ま
ず
は
、
希
望
す
る
国
民
が
、
自
分
の
こ
と
を
責
任
を
持
っ
て
診
て
く
れ
る
地
域
の
「
か
か
り
つ
け
医
」

を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
１
人
の
医
師
が
24
時
間
３
６
５
日
働
く
の
は
無
理
な
の

で
、
他
の
医
師
と
の
連
携
を
前
提
に
、
チ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
と
し
て
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
の
「
機
能
」
を

果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を
担
え
る
医
師
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
だ
し
、
何
よ
り

も
「
自
分
は
責
任
を
も
っ
て
こ
の
患
者
さ
ん
を
診
る
」
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
た
医
師
に
患
者
が
巡
り
合
え
る

よ
う
に
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
医
師
や
診
療
所
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
中
小
病
院

の
役
割
も
期
待
さ
れ
る
。

　

次
に
、
今
後
、
在
宅
医
療
が
必
要
に
な
る
中
心
層
は
高
齢
者
で
、
医
療
だ
け
で
は
な
く
介
護
も
、
生
活
支

援
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
提
供
で
き
る
体
制
の
整
備
が
重
要
と
な
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
患
者
の
情
報
連
携
と
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
デ
ジ
タ
ル
の
推
進
が
欠
か
せ
な
い
。
核
家
族
化
や

単
身
化
が
進
み
、
同
居
家
族
に
よ
る
療
養
支
援
や
ケ
ア
は
あ
て
に
で
き
な
い
時
代
と
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、

訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
、
訪
問
介
護
が
で
き
る
人
材
の
確
保
が
不
可
欠
だ
。
他
方
、
そ
う
し
た
人
材
の
不
足

を
補
う
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
も
課
題
と
な
る
。
人
口
減
少
時
代
に
あ
っ
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活

用
は
大
き
な
助
け
と
な
る
に
違
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
患
者
教
育
も
必
要
と
な
ろ
う
。
患
者
が
在
宅
医
療
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
れ
ば
、
い
き
な
り

大
病
院
に
行
っ
た
り
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
り
す
る
現
状
は
回
避
で
き
る
は
ず
だ
。
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
体
に
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関
心
を
持
ち
、
健
康
管
理
を
す
る
と
と
も
に
、
終
末
期
に
は
ど
ん
な
医
療
を
受
け
た
い
か
に
つ
い
て
も
患
者

は
考
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

教
育
や
啓
蒙
活
動
を
進
め
る
こ
と
で
、
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
は
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
好
き
な
病
院
に

行
け
る
こ
と
で
は
な
く
、「
必
要
に
応
じ
て
、
必
要
な
医
療
」
を
受
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
ふ
う

に
概
念
を
変
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

　

い
ろ
い
ろ
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
が
、
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
「
２
０
２
５
年
問
題
」
は
目
前

に
迫
っ
て
い
る
。
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
一
方
、
現
役
世
代
が
急
減
す
る
「
２
０
４
０
年
問
題
」

も
遠
い
未
来
の
話
で
は
な
い
。
在
宅
医
療
の
あ
り
方
を
考
え
、
充
実
さ
せ
る
方
策
に
つ
い
て
、
医
療
の
提
供

側
や
費
用
の
支
払
い
側
、
患
者
、
家
族
、
行
政
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
知
恵
を
絞
る
時
期
に
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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次
元
の
異
な
る
少
子
化
対
策
の
実
現
に
向
け
て

１
．「
人
口
減
少
」
と
い
う
深
刻
な
事
態

　
（
１
）「
少
子
化
」
が
、
つ
い
に
牙
を
剥
き
始
め
た

　

わ
が
国
は
、
本
格
的
な
「
人
口
減
少
時
代
」
に
突
入
し
た
。

　

２
０
２
１
年
に
は
１
年
で
63
万
人
の
人
口
が
減
り
、
今
後
そ
の
減
少
ス
ピ
ー
ド
は
年
々
速
ま
る
。
生
産
年

齢
人
口
で
見
る
と
、
２
０
２
２
年
か
ら
２
０
４
０
年
の
18
年
間
で
２
割
に
あ
た
る
１
５
０
０
万
人
が
減
少
す

る
。

　

こ
れ
は
初
期
段
階
に
過
ぎ
な
い
。
い
ず
れ
総
人
口
が
年
間
約
１
０
０
万
の
ペ
ー
ス
で
長
き
に
わ
た
っ
て

減
っ
て
い
く
時
代
を
迎
え
る
。
す
で
に
地
方
で
は
人
口
が
急
減
す
る
自
治
体
が
多
く
あ
る
が
、
大
都
市
も
早

晩
、
人
口
が
急
速
に
減
少
し
は
じ
め
る
。〝
静
か
な
危
機
〟
と
言
わ
れ
た
「
少
子
化
」
が
、
つ
い
に
牙
を
剥

き
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
を
止
め
る
の
は
容
易
で
な
い
。
移
民
を
考
え
な
い
と
す
れ
ば
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
に

は
、
出
生
率
が
向
上
す
る
し
か
方
途
は
な
い
。
だ
が
、
た
と
え
出
生
率
が
回
復
し
て
も
、
出
産
可
能
年
齢
と

さ
れ
る
若
年
女
性
の
数
は
減
少
し
続
け
る
た
め
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
人
口
減
少
は
続
く
。
一
方
、
出
生
率

の
回
復
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
、
将
来
の
定
常
人
口
は
減
少
し
、
推
計
で
は
回
復
が
５
年
遅
れ
る
ご
と
に

３
５
０
万
人
程
度
ず
つ
減
少
す
る
。「
人
口
減
少
」
と
は
、
実
に
深
刻
で
、
か
つ
厄
介
な
事
態
な
の
で
あ
る
。

内閣官房参与（社会保障、人口問題）

山崎史郎
1954年、山口県生まれ。東京大学法学部卒業後、厚生省（現・厚生労働省）入省。厚
生省高齢者介護対策本部次長、内閣府政策統括官、内閣総理大臣秘書官、厚生労働省社
会・援護局長、消費者庁次長、内閣官房地方創生総括官を歴任した後、2018年から駐
リトアニア特命全権大使を務めた。その間、介護保険の立案から施行まで関わったほか、
若者雇用対策、生活困窮者支援、少子化対策、消費者対策、地方創生などを担当。2021年、
リトアニア政府から功績により外交スター勲章を授与される。2022年、内閣官房参与（社
会保障・人口問題）及び全世代型社会保障構築本部総括事務局長に就任。
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（
２
）
人
口
減
少
社
会
と
は
「
超
高
齢
社
会
」
で
あ
る

　

現
在
1
億
２
５
０
０
万
人
の
総
人
口
は
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば
２
１
１
０
年
に
は
５
０
０
０
万
人
を
切
る
可

能
性
が
あ
る
（
２
０
１
７
年
人
口
推
計
）。
今
か
ら
１
０
０
年
前
の
１
９
１
５
年
は
同
じ
よ
う
な
人
口
規
模

だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
昔
に
戻
る
だ
け
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
意
見
は
高
齢
化
の
問
題
を
度
外
視
し
て
い
る
。
人
口
減
少
は
、
か
な
ら
ず
「
高
齢
化
」

を
伴
う
。
１
９
１
５
年
の
日
本
は
高
齢
化
率
５
％
の
若
々
し
い
国
で
あ
っ
た
が
、
将
来
予
想
さ
れ
て
い
る
日

本
は
、
高
齢
化
率
が
40
％
に
近
い
「
年
老
い
た
国
」
で
あ
る
。

　

経
済
成
長
と
い
う
面
で
は
、
労
働
人
口
が
減
少
し
て
も
、
生
産
性
が
向
上
す
れ
ば
成
長
は
可
能
で
あ
る
。
そ

れ
は
理
論
的
に
は
確
か
だ
が
、
人
口
が
急
速
か
つ
長
期
に
わ
た
っ
て
減
少
す
る
状
況
下
で
、
現
実
と
し
て
経
済

成
長
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
人
口
問
題
に
取
り
組
ん
だ
経
済
学
者
と
知
ら
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
グ

ン
ナ
ー
・
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
は
、
人
口
減
少
の
下
で
は
、
生
産
面
の
影
響
（
労
働
力
減
少
）
は
技
術
進
歩
に
よ
っ

て
打
ち
消
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
消
費
面
の
影
響
（
需
要
低
下
）
は
避
け
ら
れ
ず
、
そ
れ
が
投
資
リ
ス
ク

の
上
昇
と
投
資
誘
因
の
低
下
を
招
き
、
そ
の
結
果
、
成
長
は
止
ま
り
、
失
業
と
貧
困
が
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
、

ま
た
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
若
年
層
の
労
働
意
欲
・
生
産
性
が
低
下
し
、
広
範
な
社
会
心
理
的
停
滞
が
引
き
起

こ
さ
れ
か
ね
な
い
、と
指
摘
し
た
。人
口
減
少
が
経
済
に
与
え
る
影
響
は
、楽
観
視
で
き
る
も
の
で
は
全
く
な
い
。

２
．
ど
の
よ
う
な
基
本
姿
勢
で
、
臨
む
べ
き
か

　
（
１
）
３
つ
の
基
本
理
念

　

わ
が
国
の
出
生
率
は
今
な
お
回
復
の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
今
後
、
人
口
の
急
激
な
減
少
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を
緩
和
さ
せ
、
安
定
軌
道
に
乗
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
３
月
17
日
に
岸
田
総
理
大
臣
は
、
若

い
世
代
が
希
望
ど
お
り
結
婚
し
、
希
望
す
る
誰
も
が
子
ど
も
を
持
ち
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
な
く
子
育

て
が
で
き
る
社
会
を
目
指
す
方
針
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
「
次
元
の
異
な
る
少
子
化
対
策
」

と
し
て
三
つ
の
基
本
理
念
を
提
示
し
た
。

　

そ
の
第
一
は
、
若
い
世
代
の
所
得
を
増
や
す
こ
と
。
少
子
化
の
背
景
と
し
て
、
未
婚
率
の
増
加
が
あ
り
、
そ

の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
若
い
世
代
の
経
済
力
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
理
想
と
す
る
子
ど
も
の
数
を
持
て
な
い

理
由
と
し
て
、
子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
る
こ
と
が
ト
ッ
プ
に
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
賃
上
げ
や

非
正
規
雇
用
の
方
の
正
規
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
若
い
世
代
の
所
得
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

第
二
は
、
企
業
や
男
性
、
地
域
社
会
、
高
齢
者
や
独
身
者
を
含
め
て
、
皆
が
参
加
し
、
社
会
構
造
・
意
識

を
変
え
て
い
く
こ
と
、
中
で
も
、
職
場
の
文
化
、
雰
囲
気
を
抜
本
的
に
変
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
男
性
の

育
休
取
得
を
は
じ
め
育
休
を
と
り
や
す
い
職
場
づ
く
り
と
と
も
に
、
育
児
休
業
制
度
自
体
の
改
革
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
若
年
の
「
人
生
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
る
時
期
に
子
ど
も

と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
で
午
後
５
時
ま
で
に
帰
宅
す
る
、
テ
レ

ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
な
ど
、
働
き
方
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

第
三
は
、
全
て
の
子
育
て
世
帯
を
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
「
総
合
的
な
制
度
体
系
」
を
構
築
す
る
こ
と
で

あ
る
。
子
育
て
支
援
制
度
全
体
を
見
直
し
、
こ
れ
ま
で
支
援
が
手
薄
だ
っ
た
妊
娠
、
出
産
時
か
ら
０
〜
２
歳

の
支
援
の
強
化
を
は
じ
め
、
全
て
の
子
ど
も
・
子
育
て
世
帯
に
つ
い
て
、
親
の
働
き
方
や
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
、
子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
て
切
れ
目
な
く
必
要
な
支
援
が
包
括
的
に
提
供
さ
れ
る
、
総
合
的
な
制
度
体
系

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
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（
２
）
時
間
と
の
闘
い

　

２
０
３
０
年
代
に
入
る
と
、
わ
が
国
の
若
年
人
口
は
、
現
在
の
倍
の
速
さ
で
急
速
に
減
少
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
６
年
か
ら
７
年
が
、
少
子
化
傾
向
を
反
転
で
き
る
か
ど
う
か
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
少
子
化
対
策
は
ま
さ
に
「
時
間
と
の
闘
い
」
の
局
面
に
入
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

か
つ
て
低
出
生
率
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
は
、
２
０
０
０
年
代
に
政
策
を
大
き
く
転
換
さ
せ
、
出
生
率
を
５
年

間
で
回
復
基
調
に
乗
せ
た
。
わ
が
国
で
も
少
子
化
対
策
は
講
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
十
分
な
成
果
は
あ
が
っ
て

い
な
い
。
予
算
規
模
と
い
う
点
で
は
、
わ
が
国
の
家
族
政
策
関
係
の
公
的
社
会
支
出
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
諸
国
の
平
均
よ
り
も
低
い
状
況
に
あ
り
、
将
来
的
な
子
ど
も
予
算
倍
増
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
人
口
減
少
の
基
調
を
変
え
る
に
は
、「
こ
れ
さ
え
す
れ
ば
」
と
い
う
よ
う
な
即
効
薬
は
な
い
。

経
済
的
支
援
や
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
、
子
育
て
支
援
以
外
に
も
、「
不
妊
治
療
」
の
支
援
や
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
そ
の
も
の
の
見
直
し
、「
職
住
近
接
」
の
社
会
構
造
、「
東
京
一
極
集
中
」
の
是
正
な
ど
課
題
は
多
岐

に
わ
た
る
。「
時
間
と
の
闘
い
」
の
中
で
、
政
策
効
果
を
正
確
に
見
極
め
、
優
先
順
位
を
考
慮
し
て
、
わ
が

国
の
社
会
経
済
の
構
造
や
社
会
意
識
を
大
き
く
変
え
る
よ
う
な
「
総
合
戦
略
」
が
重
要
と
な
る
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

（
注
）本
文
中
の
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
的
な
意
見
で
あ
る
。

　
　

な
お
、
人
口
減
少
に
対
す
る
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
拙
著
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

山崎史郎・著
「人口戦略法案──人口減少を止め
る方策はあるのか」
定価 2400 円（税別）
日本経済新聞出版、2021 年 11 月
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１　

農
学
、
園
芸
学
、
施
設
園
芸
学
の
こ
と

　

私
は
平
成
５
年
に
神
奈
川
県
庁
に
就
職
し
た
と
き
か
ら
多
く
の
生
産
現
場
に
行
き
、
豊
富
な
経
験
と
知
識

を
持
つ
生
産
者
に
様
々
な
こ
と
を
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
生
産
現
場
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

思
い
が
私
の
研
究
に
取
り
組
む
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
大
学
食
農
学
類
は
、
実
践
性
や
学
際
性
を
重
ん
じ
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
農
業
の
研
究
を
行

う
た
め
に
も
現
場
で
の
観
察
力
と
現
象
を
多
方
面
か
ら
捉
え
る
学
際
的
思
考
力
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
の
担
い
手
、
そ
の
担
い
手
が
属
す
る
農
村
社
会
が
、
農
学
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
を
私
は
福
島
大
学
で
研
究
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
研
究
の
専
門
は
、
農
学
の
一
つ
の
分
野
で
あ
る
野
菜
・
花か

卉き

園
芸
学
で
す
。
野
菜
と
花
と
い
う
と
身

近
に
感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
園
芸
学
に
は
多
く
の
研
究
対
象
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
そ
の
な
か

で
も
施
設
園
芸
を
対
象
に
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
園
芸
と
は
温
室
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
の

中
で
園
芸
作
物
を
栽
培
す
る
こ
と
で
す
。
施
設
で
は
環
境
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
か
ら
１
年
中
様
々

な
野
菜
や
花
が
栽
培
で
き
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
イ
チ
ゴ
、
冬
に
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
夏
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

豊
か
な
食
や
彩
り
の
あ
る
住
を　

野
菜
や
花
の
生
産
現
場
を
支
え
る
た
め
に
福
島
で
園
芸
学
に
取
り
組
む

福島大学農学群食農学類
教授

深山陽子
専門は施設園芸（野菜・花卉園芸学）。千葉大学修
士課程修了後、神奈川県庁の病害虫防除所で4年
間植防関係業務に携わった後、試験研究機関である
農業技術センターで野菜・花卉栽培や農作業に関す
る研究を20年間行う。2018年に福島大学へ着任。
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の
は
、
こ
れ
ら
の
野
菜
が
施
設
で
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
野

菜
や
花
を
生
産
し
て
収
益
を
得
る
た
め
に
は
高
い
栽
培
技
術
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
技

術
を
開
発
す
る
た
め
に
基
礎
と
な
る
研
究
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

２　

気
象
変
動
に
負
け
な
い
野
菜
や
花
を
つ
く
る

　

近
年
、
異
常
気
象
、
極
端
気
象
と
呼
ば
れ
る
気
象
条
件
の
急
激
な
変
動
が
農
作
物
に

影
響
を
与
え
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
施
設
で
作
れ

ば
外
の
気
象
の
影
響
は
受
け
な
い
と
思
う
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
温
室
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
施
設
は
す
べ
て
の
環
境
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　

光
、
温
度
、
湿
度
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
要
素
に
は
植
物
の
成

育
に
適
し
た
値
が
あ
り
ま
す
。
経
済
性
を
無
視
し
て
コ
ス
ト
を
か
け
れ
ば
す
べ
て
の
環

境
要
素
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
可
能
で
す
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
夏
の
暑
い
日
に
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
を
ク
ー
ラ
ー
で
冷
房
し

た
り
、
曇
り
の
日
に
照
明
器
具
を
使
っ
て
光
を
照
ら
す
よ
う
な
こ
と
を
す
る
と
、
非
常

に
高
価
な
装
置
と
、
装
置
を
稼
働
す
る
た
め
の
電
気
代
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
経
済
的

に
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
安
定
し
た
価
格
で
野
菜
や
花
を
供
給
す
る
た
め
に
は
必
要
最
小
限
の
装
置

を
導
入
し
て
、
外
気
象
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
効
率
的
な
環
境
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う

大熊町に建設されたイチゴ
温室　写真のような温室や
ビニールハウスを使用する
ことで、野菜や花などの園
芸作物を１年中安定して栽
培することができる。
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必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
気
象
や
環
境
に
対
し
て
成
育
中
の
野
菜
や
花
が
ど
の
よ

う
に
生
理
反
応
す
る
か
は
、
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
近
年
、
異
常
気
象
や
極
端
気
象
が
起
因
と
推
察
さ
れ
る
障
害
が
野
菜
や
花
の

成
育
中
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ト
マ
ト
で
は
花
が
結
実
し
な
い
ま
ま
落
ち
て
し
ま
っ
た
り
、
果
実
の
内
側

が
腐
っ
て
し
ま
う
障
害
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
人
気
が
上
昇
し
て

い
る
切
花
の
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
に
は
チ
ッ
プ
バ
ー
ン
と
い
う
葉
や
新
芽
が
枯
れ
て
し

ま
う
障
害
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
障
害
が
発
生
す
る
と
、
生
産
者
に

と
っ
て
は
収
入
減
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
価
格
上
昇
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
は
、
こ
れ
ら
の
野
菜
や
花
に
障
害
が
起
こ
る
原
因
は
成
育
中
の
植
物
体
の

水
分
生
理
に
異
変
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
こ
れ
ら
の
障
害
が
発
生
す
る
際
に
根
か
ら
吸
収
し
た
水
は
ど
の
よ
う

な
速
度
や
圧
力
で
茎
や
葉
に
移
動
し
、
大
気
に
蒸
散
し
て
い
る
の
か
、
気
象
変
動
に
よ

り
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
て
い
な
い
の
か
等

を
最
新
の
研
究
機
器
を
用
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。
障
害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す

れ
ば
対
策
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

私
の
研
究
か
ら
極
端
な
気
象
変
動
に
対
応
で
き
る
温
室
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
環

境
の
安
価
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
や
障
害
を
受
け
に
く
い
植
物
体
の
栽
培
方
法
の
開
発

に
つ
な
が
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
実
し
な
い
ま
ま
花
が
落
ち
て
し

ま
っ
た
ト
マ
ト
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３　

福
島
の
復
興
の
た
め
に

　

私
は
福
島
大
学
に
食
農
学
類
が
開
設
さ
れ
る
前
年
の
２
０
１
８
年
か
ら
開
設
準
備

の
た
め
に
着
任
し
、
今
年
で
福
島
大
学
勤
務
は
6
年
目
に
な
り
ま
す
。
福
島
県
に
は
そ

れ
ま
で
東
北
で
唯
一
農
学
系
学
部
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地
元
か
ら
の
要
望
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
食
農
学
類

開
設
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
福
島
の
農
業
は
原
子
力
災
害
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
、
事
故
か
ら
12
年
が
た
ち
、
被
災
地
域
の
除
染
も
進
み
、
営
農
再
開
の
た
め
に

農
地
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
公
的
支
援
も
あ
る
こ
と
か
ら
多
く
の
農
業

施
設
が
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
園
芸
に
関
し
て
も
、
ト
マ
ト
、
イ
チ
ゴ
、
キ
ュ
ウ

リ
、
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
等
を
作
る
大
型
温
室
や
多
数
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
か
ら
な
る
園

芸
団
地
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
原
子
力
被
災
地
の
最
も
大
き
な
課
題
は
、
担
い
手
が
極
端
に
不
足
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
り
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た
自
治
体
は
12

市
町
村
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
時
点
の
被
災
12
市
町
村
の
人
口
は
震
災
前
と
比
べ

て
、
避
難
指
示
解
除
時
期
が
早
か
っ
た
田
村
市
、
広
野
町
、
楢
葉
町
、
川
内
村
で
も
震

災
前
の
５
〜
８
割
程
度
、
避
難
指
示
解
除
が
遅
く
今
な
お
帰
還
困
難
区
域
が
あ
る
浪
江

町
、
大
熊
町
、
双
葉
町
で
は
１
割
未
満
と
非
常
に
少
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
農
業
は
農
村
社
会
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
原
子
力

チ
ッ
プ
バ
ー
ン
と
い
う
、
葉
や
新
芽

が
枯
れ
る
障
害
が
発
生
し
た
ト
ル
コ

キ
キ
ョ
ウ
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被
災
地
で
は
避
難
指
示
に
よ
り
農
村
に
あ
っ
た
生
産
・

出
荷
部
会
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

ど
の
社
会
関
係
資
本
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
被

災
地
で
は
営
農
を
再
開
す
る
と
同
時
に
こ
れ
ら
の
社
会

関
係
資
本
の
再
構
築
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
考
え
る
と
、

震
災
前
に
主
で
あ
っ
た
稲
作
だ
け
で
は
な
く
、
稲
作
と

比
べ
て
機
械
化
や
自
動
化
が
進
ん
で
お
ら
ず
、Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
い
ま
だ

生
産
者
の
経
験
と
勘
に
頼
っ
て
い
る
園
芸
作
も
必
要
な

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
園
芸
作
は
栽
培
技
術
の

習
得
や
収
益
向
上
の
た
め
に
生
産
組
織
な
ど
で
情
報
交

換
す
る
よ
う
な
生
産
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
高
い
技
術
を
要
す
る
野
菜
や
花

の
営
利
栽
培
を
原
子
力
被
災
地
で
行
う
と
い
う
こ
と
は
、

新
た
な
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
が
期
待
で
き
、
そ

れ
が
福
島
復
興
の
一
助
と
な
る
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

被
災
地
で
の
復
興
を
支
え
る
た
め
に
も
こ
れ
か
ら
も
研

究
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

南相馬市に新設中の園芸団地　園芸団地を中心に、かつて農村にあった生産・出荷部会や人的ネットワー
ク、コミュニティなどが、新たに構築されていく。
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新
た
な
拠
点

SETAGAYA Qs-GARDEN

ま
ち
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
「H

ello! in the Qs-GARDEN

」
を
開
催

　

東
京
都
世
田
谷
区
の
第
一
生
命
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ほ
か
、
多
世
代
レ
ジ
デ
ン
ス
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
モ
ー
ル
な
ど
を
も
つ
緑
豊
か
な
ま
ち
「S

E
T

A
G

A
Y

A
 Q

s-G
A

R
D

E
N

（
世
田
谷
キ
ュ
ー
ズ
ガ
ー

デ
ン
）」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
２
０
２
３
年
３
月
25
日
（
土
）
に
、
ま
ち
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
「H

ello! 

in the Q
s-G

A
R

D
E

N

」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
一
生
命
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
１
９
５
４
年
（
昭
和
29
年
）
に
第
一
生
命
相
娯
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
、
社
員
の
た

め
の
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
開
園
さ
れ
て
以
来
、
約
70
年
に
渡
っ
て
緑
豊
か
な
環
境
が
保
た
れ
て
き
た
。
こ
の
た

び
、第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
、丸
紅
都
市
開
発
株
式
会
社
、相
互
住
宅
株
式
会
社
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
都
市
開
発
株
式
会
社
、

野
村
不
動
産
株
式
会
社
の
５
社
の
協
働
で
、“SE

T
A

G
A

Y
A

 Q
s-G

A
R

D
E

N
”

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

S
E

T
A

G
A

Y
A

 Q
s-G

A
R

D
E

N

は
、
面
積
９
ha
、
東
京
ド
ー
ム
約
２
個
分
の
広
さ
で
、「
地
域
の
人
々
の

w
ell-being

を
高
め
る
ま
ち
〜
多
世
代
の
住
民
が
安
心
し
て
、
豊
か
に
交
流
し
な
が
ら
、
健
康
的
に
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
ま
ち
〜
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
多
世
代
集
合
住
宅
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
分
譲
レ
ジ
デ
ン
ス
、
学
生
向

け
レ
ジ
デ
ン
ス
、
健
康
増
進
型
・
賃
貸
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
）
や
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
第
一
生
命
相
娯
園

「みんなのしあわせ」「地域のしあ
わせ」「地球のしあわせ」
３つのしあわせがたくさん詰まっ
た well-being を高める新しいまち
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SETAGAYA Qs-GARDEN の全体マップ

蒼梧記念館　1927 年（昭和 2 年）に建てられた第一生命保険株式会社創業者・矢野恒
太の旧宅を田園調布から 1986 年（昭和 61 年）に移築し、保存している。和洋の建築
を融合させた住宅として高い価値がある。

蒼梧記念館

光風亭

烏山小学校

六所神社

ファミリー向け
分譲レジデンス

クリニックモール

第一生命相娯園グラウンド

J&S フィールド

テニスコート

上祖師谷中学校

学生向けレジデンス

シニアレジデンス

芝生広場

区立松の香公園
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グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
Ｊ
＆
Ｓ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
）、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
（Q

s A
N

O
T

H
E

R
 H

O
U

SE

〔
光
風
亭
〕、
蒼
梧
記
念
館
〔
旧
矢
野

恒
太
邸
〕、
芝
生
広
場
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー
ル
、
区
立
給
田
松
の
香
公
園
）
な
ど
が
あ
る
。

　

３
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
ま
ち
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、５
社
を
代
表
し
て
、第
一
生
命
の
稲
垣
精
二
社
長
（
当
時
）
が
登
壇
し
、挨
拶
し
た
。

　

稲
垣
社
長
は
、
第
一
生
命
の
創
業
者
・
矢
野
恒
太
の
長
男
で
、
４
代
目
社
長
の
矢
野
一

郎
が
雑
誌
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
創
刊
に
寄
せ
た
「
人
間
は
、
ひ
と
り
で
は
生
き
て
ゆ
か
れ
な

い
。
つ
ね
に
多
数
の
他
人
と
と
も
に
、
助
け
あ
っ
て
生
き
て
ゆ
く
。
そ
の
生
活
、
職
業
、
学

問
、
趣
味
な
ど
に
お
い
て
、
な
に
ご
と
に
よ
ら
ず
志
を
同
じ
く
す
る
人
間
の
集
団
は
こ
れ
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
呼
ぶ
。
い
か
に
し
て
良
い
民
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
か
と
い
う

こ
と
こ
そ
、今
日
、日
本
人
が
直
面
し
て
い
る
緊
急
課
題
で
あ
る
」
と
い
う
「
発
刊
の
こ
と
ば
」

を
引
用
し
て
、〈
相
互
〉〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〉
の
重
要
性
を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
今
か
ら
60
年
前
の
言
葉
で
す
が
、
こ
の
〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〉
が
、
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い

る
と
私
は
思
い
ま
す
。
相
互
関
係
、
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、〈
仲
間
〉
と
言
い
換
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
大
切
な
人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
や

絆
が
希
薄
に
な
っ
た
り
、
途
切
れ
て
し
ま
う
経
験
を
し
ま
し
た
。
こ
の
〈
相
互
〉
の
精
神
を

引
き
継
ぎ
、S

E
T

A
G

A
Y

A
 Q

s-G
A

R
D

E
N

の
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
て
、
人
と
地
域
の
つ

な
が
り
を
取
り
戻
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
よ
き
〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〉
を
築
い
て
い
く
こ

と
で
、ひ
い
て
はwellbeing

（
地
域
の
方
々
の
幸
せ
）の
向
上
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」

オープニングセレモニーで行った「Tie the Qs-GARDEN」　SETAGAYA Qs-GARDEN の多世代
集合住宅や地域スポーツ施設、地域コミュニティ施設などは、第一生命と 4 社が協働で
建設した。オープニングセレモニーでは５社の代表と来賓の世田谷区長がロープの輪を
結び、「人と人との新しい関係性を結ぶ」ことを表現した。写真左端が第一生命・稲垣
精二社長（当時）、右端は保坂展人世田谷区長。
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まちびらきイベントのブース　清水建設協力
の「木育ワークショップ」やヤマハミュージッ
クジャパン協力の「手作りトランペットワー
クショップ」などの企業ブースのほか、世田
谷区と協定を結ぶ群馬県川場村の名産品販売
ブース、ギャラリー & カフェ「ニワコヤ」（仙
川地図研究所）などのブースが並んだ。

キッチンカー　イベント開催にあわせて、キッチンカーが会場に出店した。あなごめし
やハンバーグ、ビビンパなど、いろいろな国の料理が揃う。このキッチンカーは、今後
のイベントにも出店する予定とのこと。

仙川地図研究所の『見
る知る歩くせんがわ地
図』250 円
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デ
ン
マ
ー
ク
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

38

ボランティア

比
較
的
フ
ラ
ッ
ト
な
土
地
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
な
か
で
、
最
も
高
い

山
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
標
高
約
１
５
０
ｍ
の
ヒ
メ
ル
ビ
ェ
ア
ウ
エ

ズ
。
そ
の
山
の
麓
に
あ
る
森
と
湖
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
ガ
ー
デ
ン

で
、
ワ
ー
ク
ア
ウ
ェ
イ
と
し
て
過
ご
し
た
私
の
夏
に
つ
い
て
綴
り

ま
す
。

　

ヒ
メ
ル
ビ
ェ
ア
ウ
ガ
ー
デ
ン
は
１
８
９
６
年
に
設
立
さ
れ
、

少
年
院
や
孤
児
院
、
最
近
ま
で
は
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し

て
利
用
さ
れ
る
な
ど
時
代
と
共
に
用
途
は
移
り
変
わ
り
ま
し

た
が
、
い
つ
で
も
人
と
共
に
あ
る
場
所
で
し
た
。
２
０
１
７

年
3
月
か
ら
は
、
こ
の
ガ
ー
デ
ン
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ア
ス
ラ
ー

代
表
の
下
で
持
続
可
能
な
開
発
を
目
的
と
す
る
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
へ
の
配
慮
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
、
経
済
的
に
も

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
こ
と
を
追
求
し
、「
７
世
代
後
ま
で

続
く
ガ
ー
デ
ン
」
を
目
標
に
、
持
続
可
能
な
生
活
の
先
駆
け

と
な
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
行
わ
れ
る
食
料
の
自

蒔田結芽
まきた・ゆめ

上智大学外国語学部
フランス語学科 4 年

　

２
０
２
２
年
７
月
か
ら
約
１
カ
月
間
ワ
ー
ク
ア
ウ
ェ
イ
と

し
て
デ
ン
マ
ー
ク
の
西
部
ユ
ト
ラ
ン
ド
半
島
に
位
置
す
る
ヒ

メ
ル
ビ
ェ
ア
ウ
ガ
ー
デ
ン
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
を
し
ま

し
た
。
ワ
ー
ク
ア
ウ
ェ
イ
と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
働

く
代
わ
り
に
、
ホ
ス
ト
に
食
事
と
住
居
を
提
供
し
て
も
ら
う

制
度
で
す
。

　

ヒ
メ
ル
ビ
ェ
ア
ウ
ガ
ー
デ
ン
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
デ
ン
マ
ー

ク
の
中
で
も
最
も
自
然
が
美
し
い
と
言
わ
れ
る
エ
リ
ア
の
一

つ
で
す
。
現
代
デ
ン
マ
ー
ク
社
会
の
基
礎
と
な
る
民
主
主
義

の
考
え
方
が
１
８
０
０
年
代
半
ば
に
広
が
っ
た
時
の
中
心
と

な
っ
た
場
所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
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ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
キ
ル
を
持
ち
寄
り
、
足
り
な
け
れ
ば
学
ぶ

　

ヒ
メ
ル
ビ
ェ
ア
ウ
ガ
ー
デ
ン
で
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や

セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
外
部
団
体
に
短
期
で
敷
地

を
貸
し
て
、
設
備
を
整
え
た
り
、
運
営
を
手
伝
っ
た
り
す
る

の
が
主
な
事
業
内
容
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
ア
ー
ト
、
映
像
制
作
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
バ
リ
ス
タ
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ナ
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
ス
キ
ル
と
経
験
を
組
み
合

わ
せ
て
、
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ガ
ー
デ
ン
の
代

表
ア
ス
ラ
ー
は
、「
足
り
な
い
ス
キ
ル
が
あ
る
場
合
は
、
新
し

く
学
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
く

よ
う
に
し
て
い
る
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
私
は
、
建
物
清
掃
の
ほ
か
、
外
に
暖
炉
を
作
っ

た
り
、
森
林
再
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
た
り
、
日
本

で
の
経
験
を
生
か
し
て
ガ
ー
デ
ン
内
に
あ
る
カ
フ
ェ
で
働
い

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
森
に
住
み
狩
猟
採
集

生
活
を
基
本
と
す
る
団
体
や
、
心
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を

開
放
す
る
タ
ン
ト
ラ
ヨ
ガ
の
団
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー

プ
に
よ
っ
て
催
さ
れ
、
毎
月
の
よ
う
に
新
し
い
人
た
ち
が
ガ
ー

デ
ン
に
滞
在
し
ま
す
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
人
た
ち
と
一
緒
に

給
自
足
、
ヒ
メ
ル
ビ
ェ
ア
ウ
ガ
ー
デ
ン
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

し
て
の
共
同
創
造
、
外
部
の
個
人
や
団
体
と
の
交
流
は
全
て

自
然
と
人
間
の
持
続
可
能
性
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
一
日

　

そ
の
セ
ン
タ
ー
で
の
平
日
の
１
日
は
、
30
分
の
瞑
想
に
は

じ
ま
り
、
全
体
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
み
ん
な
で
手
を

つ
な
ぎ
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」
と
肯
定
し
た
い
こ
と
に
対
し
て
万
歳
を

し
て
祝
福
し
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
が
不
思
議
な

こ
と
に
、
気
づ
い
た
ら
滞
在
中
に
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」
が
口
癖
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

１
時
間
の
お
昼
休
憩
を
含
め
て
９
時
か
ら
15
時
ま
で
が
仕

事
時
間
。
そ
の
後
は
食
材
の
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
一
緒
に

夜
ご
飯
を
作
っ
た
り
、
ギ
タ
ー
を
演
奏
し
て
歌
を
歌
っ
た
り
、

ハ
ウ
ス
シ
ェ
ア
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
過
ご
し
ま
す
。

ヒ
メ
ル
ビ
ェ
ア
ウ
ガ
ー
デ
ン
に
暮
ら
す
多
様
な
人
々

　

ガ
ー
デ
ン
に
暮
ら
す
メ
ン
バ
ー
は
25
人
ほ
ど
で
、
私
の
よ

う
に
単
身
の
短
期
で
滞
在
し
て
い
る
人
、
５
年
以
上
住
ん
で

い
る
人
、
３
度
目
の
滞
在
の
人
、
子
連
れ
の
５
人
家
族
、
数

年
世
界
を
旅
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
に
返
っ
て
き
た
カ
ッ
プ
ル
、

子
育
て
を
終
え
て
新
し
い
住
居
を
探
し
て
い
た
人
な
ど
、
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
年
齢
も
多
様
な
人
た
ち
が
７
か
国
か
ら
集
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過
ご
し
て
生
ま
れ
た
縁
が
、
新
た
な
縁
を
引
き
寄
せ
て
い
く

の
を
感
じ
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
の
仕
事
か
ら
学
ん
だ
ゆ
と
り
の
循
環

　

カ
フ
ェ
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
お
客
さ
ん
の

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
関
係
性
に
驚
き
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
だ
け
に
限

ら
ず
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
店
員
と

客
、
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
と
い
う
意
識
が
良
い
意
味
で
薄
く
、

補
い
合
う
・
助
け
合
う
と
い
う
意
識
が
強
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
飲
食
店
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
経
験
か
ら
、
ど
う
し

て
も
「
お
客
さ
ん
第
一
」
の
意
識
が
抜
け
ず
、
出
来
上
が
っ

た
料
理
を
お
客
さ
ん
が
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
取
り
に
来
る
シ
ス

テ
ム
の
も
の
を
、
時
間
が
あ
れ
ば
テ
ー
ブ
ル
ま
で
持
っ
て
い

き
た
く
な
っ
た
り
、
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
片
づ
け
を
代
わ
り

に
や
り
た
く
な
っ
た
り
、
暇
な
時
間
が
で
き
な
い
よ
う
に
常

に
せ
か
せ
か
動
こ
う
と
す
る
癖
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
カ
フ
ェ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、「
あ
ま
り
気
を
張

ら
ず
に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
意
識
す
る
と
と
て
も
気
持
ち
が
楽
に
な
り
、
そ
の
後

は
、
お
客
さ
ん
に
尽
く
す
と
い
う
よ
り
は
た
だ
純
粋
に
カ
ウ

ン
タ
ー
で
の
会
話
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
り
、
お
昼
休
憩

に
は
近
く
に
座
っ
て
い
る
お
客
さ
ん
と
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ

た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
自
分
が
幸
せ
で
な
い
と
人
を
幸
せ
に
で
き
な
い
」
と
い
う

言
葉
は
本
当
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
ゆ
と
り
や
笑
顔
が
カ
フ
ェ
の

居
心
地
の
良
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
お
り
、
お
客
さ
ん
が
気
兼

ね
な
く
く
つ
ろ
げ
る
場
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
食
材
の
補
充
や
片
付
け
、
掃
除
な
ど
に
つ
い
て
は
、

効
率
的
で
気
が
回
る
と
褒
め
て
も
ら
う
こ
と
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
日
本
の
学
校
で
は
、
み
ん
な
で
掃
除
・
片
付
け

が
毎
日
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
デ
ン
マ
ー
ク

で
は
そ
れ
は
か
な
り
珍
し
い
こ
と
の
よ
う
で
、
自
分
が
当
た

り
前
と
し
て
自
分
の
中
に
持
っ
て
い
た
掃
除
の
習
慣
や
手
順
、

分
担
方
法
に
「
教
え
て
い
な
い
の
に
す
ご
い
ね
」
と
驚
か
れ

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

サ
ウ
ナ
が
生
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
信
頼

　

ガ
ー
デ
ン
に
は
サ
ウ
ナ
が
あ
り
、
同
じ
ガ
ー
デ
ン
に
住
む

友
人
同
士
で
男
女
関
係
な
く
裸
で
入
り
ま
す
。
は
じ
め
は
驚

き
ま
し
た
が
、
何
度
か
参
加
す
る
う
ち
に
、
彼
ら
は
裸
を
性

的
な
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
あ
る
と

捉
え
、
個
々
人
を
性
別
を
超
越
し
た
一
人
の
人
間
で
あ
る
と

見
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
体
へ
の
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
捉
え
方
が
、
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
的
な
男
女
の
役
割
か
ら
彼
ら
を
解
き
放
ち
、
彼
ら
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ガ
ー
デ
ン
で
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

　

毎
週
火
曜
日
に
ガ
ー
デ
ン
の
メ
ン
バ
ー
が
食
べ
物
を
持
ち

寄
っ
て
、
全
員
で
一
緒
に
食
べ
る
「
シ
ェ
ア
ラ
ン
チ
」、
毎
週

水
曜
夕
方
に
は
、
焚
火
を
囲
ん
で
そ
の
時
感
じ
て
い
る
こ
と

を
み
ん
な
で
共
有
す
る
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
と
い
う
集
ま
り

が
あ
り
ま
す
。

　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
は
、「
喜
び
」「
感
謝
」「
不
安
」「
怒
り
」

な
ど
、
ど
ん
な
感
情
も
シ
ェ
ア
さ
れ
、
だ
れ
も
そ
れ
に
対
し

て
ジ
ャ
ッ
ジ
し
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
、
感
情
を
あ
り

の
ま
ま
に
話
し
て
も
認
め
ら
れ
る
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
誰
か
が
悲
し
い
時
は
ハ
グ
を
し
て
あ
げ
ら
れ
、

嬉
し
い
時
は
一
緒
に
笑
う
。
常
に
そ
こ
に
は
誰
か
が
い
て
補

い
合
い
、
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
シ
ェ
ア
の
文
化
か
ら
、
ま
さ
に
「H

Y
G

G
E

（
ヒ
ュ
ッ
ゲ
）」
を
感
じ
ま
し
た
。H

Y
G

G
E

と
は
、
デ
ン
マ
ー

ク
語
で
「
居
心
地
の
い
い
雰
囲
気
や
時
間
」
と
い
う
意
味
で
す
。

日
々
の
中
の
「
人
と
の
繋
が
り
を
感
じ
る
時
間
」「
感
情
を
交

換
す
る
時
間
」
の
積
み
重
ね
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
持
続
性

の
あ
る
幸
福
感
に
直
結
し
て
い
る
と
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

　

私
は
、
ワ
ー
ク
ア
ウ
ェ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
滞
在

コミュニティのガーデンに設置されたサウナ　コミュニティのメンバーは、男女の区
別なく裸で、大きなサウナへ一緒に入る。

の
平
等
な
関
係
に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
見
せ
合
う
こ
と
で
家
族
の
よ
う
な
絆

が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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が
終
了
し
て
か
ら
１
か
月
後
に
、
ヒ
メ
ル
ビ
ェ
ア
ウ
ガ
ー
デ

ン
を
再
び
訪
れ
ま
し
た
。「
図
々
し
い
と
思
わ
れ
な
い
か
な
」

と
到
着
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
仲
良
し
だ
っ

た
陽
気
な
ハ
ウ
ス
メ
イ
ト
の
サ
ク
シ
ン
と
ロ
レ
ン
ツ
ォ
、
そ

し
て
代
表
の
９
歳
の
娘
レ
ア
が
迎
え
に
来
て
く
れ
て
、
一
気

に
そ
の
不
安
は
消
え
去
り
ま
し
た
。

　

ガ
ー
デ
ン
の
み
ん
な
に
再
会
し
、
私
の
新
し
い
学
校
で
の

生
活
の
話
、
ガ
ー
デ
ン
で
最
近
行
わ
れ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
話
な
ど
、
夜
が
更
け
る
ま
で
話
し
ま
し
た
。
代
表
の
ア
ス

ラ
ー
が
、「
デ
ン
マ
ー
ク
の
家
族
が
で
き
た
ね
」
と
言
っ
て
く

れ
た
の
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

翌
日
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
２
回
目
の
お
別
れ
を
し
ま

し
た
が
、
悲
し
く
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
離

れ
て
い
て
も
一
度
つ
な
い
だ
絆
が
あ
り
、「
ま
た
戻
っ
て
来
て

い
い
、
戻
っ
て
来
れ
る
」
と
信
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
愛
情
と
温

か
さ
が
そ
こ
に
は
あ
る
か
ら
。

　

一
緒
に
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
住
ん
で
い
た
メ
ン
バ
ー
の
２
人

も
数
年
に
わ
た
る
長
期
の
滞
在
を
終
え
て
９
月
を
も
っ
て

ガ
ー
デ
ン
を
去
る
予
定
で
す
。
私
が
、
ま
た
訪
れ
た
と
き
に

彼
ら
が
い
な
い
の
は
寂
し
い
で
す
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
あ
る

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
が
彼
ら
の
胸
に
、
い
つ
で
も
戻
っ
て
来
れ
る
場
所

と
し
て
残
る
の
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。

ワークアウェイとして過ごしたヒメルビェアウガーデン　このス
ペースでランチを食べたり、焚き火を囲んだりしながら、「シェ
アリング」を行い、一緒に暮らすメンバーたちの思いを共有する。
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千
葉
県
習
志
野
市
に
あ
る
〈
ク
ニ
ナ
奏
の
杜
保
育
園
〉
に
は
総
額
約
70
万
円
を
助
成
。
同
園
は
助
成
金
で
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
セ
ッ
ト
や
平
均
台
セ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
の
運
動
器
具
の
ほ
か
、
知
育
玩
具
や
パ
ズ
ル
な
ど
の
遊
具
を
購
入

し
た
。

ク
ニ
ナ
奏
の
杜
保
育
園

【
助
成
施
設
訪
問
】

〈
ク
ニ
ナ
奏

か
な
で

の
杜も

り

保
育
園
〉
は
、
Ｊ
Ｒ
総
武
線
津
田
沼
駅
と
京
成
本
線
京
成
津
田
沼
駅
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
徒

歩
12
分
の
住
宅
街
に
あ
る
。
そ
の
エ
リ
ア
は
、〈
津
田
沼
奏
の
杜
〉
と
呼
ば
れ
、
７
０
０
ｍ
×
５
０
０
ｍ
の

広
さ
が
あ
り
、
も
と
は
農
地
が
広
が
っ
て
い
た
場
所
だ
。
２
０
０
７
年
頃
か
ら
地
権
者
や
開
発
企
業
、
習
志

野
市
が
協
力
し
て
都
市
開
発
が
行
わ
れ
、
現
在
で
は
新
し
く
区
画
が
整
備
さ
れ
、
大
型
商
業
施
設
や
公
園
の

ほ
か
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
多
く
の
戸
建
て
住
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
開
発
が
進
む
に
つ
れ
、
共
働
き
の
子
育
て
世
帯
が
多
く
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、
待
機
児
童
が

問
題
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
地
域
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
同
園
は
習
志
野
市
認
可
保
育
所
と
し
て
、

２
０
２
１
年
７
月
に
開
園
し
た
。

　

園
名
の
「
ク
ニ
ナ
」
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
「
ゆ
り
か
ご
の
女
神
・
子
ど
も
の
女
神
」
か
ら
名
づ
け
た
。

そ
の
名
に
は
、「
保
育
士
が
子
ど
も
た
ち
の
女
神
の
よ
う
な
存
在
と
な
り
、
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
注
ぎ
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
」
と
同
園
副
園

長
の
佐
藤
亜
紀
さ
ん
は
言
う
。

　

佐
藤
さ
ん
が
、
入
園
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
最
初
に
感
じ
た
の
が
、〈
体
幹
の
弱
さ
〉
だ
っ
た
。

　

園
舎
周
辺
は
、
電
線
が
地
中
化
さ
れ
、
道
幅
も
広
く
子
ど
も
た
ち
の
散
歩
は
安
全
に
行
え
る
の
だ
が
、
運

佐
藤
亜
紀
副
園
長

【
ク
ニ
ナ
奏
の
杜
保
育
園
】

千
葉
県
習
志
野
市
。
株
式
会
社

CRECER

が
運
営
す
る
認
可
保
育
所
。

０
〜
５
歳
の
50
人
が
通
う（
２
０
２
３

年
４
月
現
在
）。
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動
が
で
き
る
近
く
の
公
園
で
は
、
幼
児
一
人
ひ
と
り
が
遊
具
で
十
分
に
体
を
動
か
す

こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
開
園
し
た
ば
か
り
の
同
園
で
は
、
十
分
な
運
動
器
具
を
買

い
揃
え
ら
れ
な
い
事
情
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
今
で
は
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
セ
ッ
ト
や
平
均
台
セ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な

ど
の
運
動
器
具
の
ほ
か
、
知
育
玩
具
や
パ
ズ
ル
な
ど
の
遊
具
が
充
実
し
て
い
る
。
そ

の
運
動
器
具
と
遊
具
が
今
回
の
助
成
対
象
だ
。

「
体
幹
を
育
て
る
こ
と
で
、転
び
に
く
く
な
り
怪
我
を
し
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

背
筋
が
伸
び
、
姿
勢
も
良
く
な
り
集
中
力
も
上
が
り
ま
す
。
ご
家
庭
だ
け
で
体
を
育

て
て
い
く
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
園
で
は
、
子
ど
も
の
年

齢
や
発
育
に
合
わ
せ
て
手
足
と
体
幹
を
育
て
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
で
す
か
ら
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
保

育
園
で
体
幹
を
意
識
し
た
運
動
を
計
画
的
に
取
り
入
れ
て
、
怪
我
を
し
に
く
い
体
を

つ
く
り
、
集
中
力
の
向
上
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
応
募
し
ま
し
た
」

　

園
で
保
護
者
の
保
育
参
加
を
行
っ
た
と
き
に
は
、
運
動
す
る
子
ど
も
た
ち
を
見
た

保
護
者
か
ら
、「
家
で
は
子
ど
も
の
成
長
を
感
じ
に
く
い
け
ど
、
立
派
に
成
長
し
て

い
る
姿
が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
」「
子
ど
も
の
嬉
し
そ
う
な
姿
を
見
て
、
私
た
ち
ま

で
嬉
し
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
同
園
で
は
地
域
の
子
育
て
支
援
と
し
て
、
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
一
時
預
か

り
保
育
を
行
っ
て
い
る
。
事
前
予
約
制
で
予
約
開
始
日
と
な
る
１
か
月
前
に
は
、
定

平均台を渡る子どもたち　3 歳児になると平均台を
バランス良く渡り、元気よくジャンプで飛びおりて
いた。

階段のような運動器具で運動する子どもたち　まだ体
幹がしっかりしていない 1 歳児は、保育士に補助して
もらいながら階段をのぼりおりしている。
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員
が
ほ
ぼ
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

「
と
く
に
乳
児
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、
毎
月
定
期
で
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
も
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
て
、
長
め
に
育
休
を
取
ら
れ
て
い
る
方
も
い
て
、
そ
う
し

た
方
が
病
院
に
行
か
れ
た
り
す
る
と
き
に
、
一
時
的
に
預
け
に
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　

同
園
の
子
育
て
支
援
は
、
平
日
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
日
曜
祝
日
関
係
な
く
働
く
保
護

者
に
と
っ
て
、
休
日
保
育
は
あ
り
が
た
い
取
り
組
み
だ
。
利
用
者
は
、
３
歳
か
ら
５
歳
の

子
ど
も
が
中
心
で
、
多
い
日
に
は
７
、８
名
の
子
ど
も
を
預
か
っ
て
い
る
。

「
休
日
保
育
に
く
る
子
ど
も
の
多
く
は
、
平
日
は
違
う
保
育
園
に
通
っ
て
い
ま
す
。
保
育

園
の
環
境
に
な
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
分
た
ち
で
考
え
て
の
び
の
び
遊
ん
で
い
ま

す
。
今
回
い
た
だ
い
た
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
を
気
に
入
っ
て
、
長
い
時
間
遊
ん
で
い
た
子
ど
も

も
い
ま
す
」

　

最
後
に
佐
藤
さ
ん
は
、「
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
保
育
を
し
て
教
育
の
種
を
ま
い
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
〈
心
の
土
壌
〉
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
、
そ
の
芽
は
育
ち
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
園
に
は
、〈
愛
さ
れ
た
子
ど
も
は
、
心
が
育
ち
、
自
分
も
友
だ
ち
も
愛
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
愛
さ
れ
た
子
ど
も
は
、
自
分
の
個
性
に
磨
き
を
か
け
、
友
達
の
個
性
を
尊

重
し
ま
す
。
愛
さ
れ
た
子
ど
も
は
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
を
身
に
つ
け
ま
す
〉
と
い
う

保
育
方
針
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
心
の
土
壌
を
つ
く
る
た
め
の
保
育
方
針
を
大
切
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
注
い
で
い
き
た
い
で
す
」
と
語
る
。

（
文　

佐
藤
修
久
／
地
人
館
）

ボールプールで遊ぶ子どもたち　
ボールは赤、青、黄、緑色とカラフル
で見た目にも楽しめる。
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誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
う
と
、
日
本
に
は
本
格
的
に
農
業
経

営
を
学
ぶ
教
育
機
関
や
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
大
学
に
農
学
部
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
育
て
て
い

る
の
は
農
業
・
農
村
政
策
を
行
う
行
政
マ
ン
や
学
者
で
あ
り
、

バ
イ
オ
技
術
な
ど
を
扱
う
研
究
者
で
す
。

　

ま
た
、
地
方
に
は
各
県
に
農
業
大
学
校
が
用
意
し
て
あ
り

ま
す
が
、
教
え
て
い
る
の
は
主
に
、
品
目
別
の
栽
培
技
術
や

家
畜
の
取
り
扱
い
な
ど
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
零

細
農
家
が
大
半
を
占
め
て
い
た
時
代
に
は
そ
れ
で
良
か
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
農
業
人
口
が
減
り
、
一
戸
あ
た
り
の
経
営
規
模

が
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
、
栽
培
技
術
だ
け
で
な
く
、
加
工

日
本
農
業
経
営
大
学
校
が
目
指
す
人
材
育
成

合瀬宏毅
おおせ・ひろき

日本農業経営大学校
校長
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日
本
農
業
経
営
大
学
校
は
、
大
規
模
な
農
業
法
人
を
運
営
す
る

「
経
営
」
技
術
を
体
系
的
に
学
び
、
日
本
農
業
に
刺
激
を
与
え

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
２
０
１
３
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
農
業
人
口
の
高
齢
化
や
減
少
が
進
む
な
か
で
、

若
い
人
を
農
業
に
定
着
さ
せ
、
そ
の
才
能
を
伸
ば
す
た
め
の
教

育
を
ど
う
提
供
す
る
か
が
、
い
ま
の
農
業
界
の
課
題
で
す
。

な
ぜ
農
業
で
経
営
者
教
育
？

　

日
本
農
業
経
営
大
学
校
は
農
業
の
「
技
術
」
で
は
な
く
「
経

営
」
の
学
び
に
特
化
し
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
機
関
で
す
。

一
学
年
20
人
。
学
生
は
全
寮
制
で
2
年
間
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
勉
強
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
の
農
業

ビ
ジ
ネ
ス
を
運
営
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。
農
場
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

校
舎
を
東
京
都
の
品
川
に
置
い
て
い
る
の
は
、
優
秀
な
人

材
や
最
先
端
の
情
報
が
集
ま
る
大
都
市
、
大
消
費
地
で
し
か

出
来
な
い
学
び
を
実
施
す
る
た
め
で
、
こ
れ
ま
で
に
１
０
０

人
以
上
が
卒
業
し
、
全
国
で
意
欲
的
な
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
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や
販
売
の
た
め
に
食
品
企
業
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
と
交
渉
す
る

力
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
従
業
員
を
抱
え
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
人
事

や
労
務
管
理
な
ど
の
知
識
も
重
要
で
し
ょ
う
。
大
規
模
化
が

進
む
多
く
の
農
業
法
人
は
こ
れ
ま
で
、
手
探
り
で
こ
う
し
た

知
識
の
習
得
や
人
材
育
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
農
業
経
営
大
学
校
が
目
指
す
も
の

　

日
本
農
業
経
営
大
学
校
は
、
そ
う
し
た
大
規
模
な
農
業
法

人
を
運
営
す
る
「
経
営
」
技
術
を
体
系
的
に
学
び
、
日
本
農

業
に
刺
激
を
与
え
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

２
０
１
３
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
運
営
主
体
は
一
般
社
団

法
人
の
ア
グ
リ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン
（
Ａ
Ｆ
Ｊ
）
で
、

農
業
界
だ
け
で
な
く
金
融
機
関
や
食
品
企
業
、
流
通
、
商
社

な
ど
２
０
０
社
を
超
え
る
会
員
が
、
資
金
提
供
や
研
修
先
と

し
て
こ
れ
を
支
え
て
い
ま
す
。

「
天
候
に
左
右
さ
れ
る
農
業
は
特
別
だ
、
一
般
の
会
社
経
営

と
は
違
う
」
と
良
く
言
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
の
産
業
に
も
リ
ス
ク
は
あ
り
、
農
業
だ
け
が

特
別
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
重
要
な
こ
と
は
、
自
分
が

行
う
事
業
に
は
ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
り
、
そ
れ
を
避
け
る
た

め
に
ど
ん
な
対
応
が
必
要
な
の
か
。
そ
れ
を
事
前
に
把
握
し

準
備
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
損
害
を
最
小
化

し
、
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
の
利
益
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
は
様
々
な
セ
ン
サ
ー
や
デ
ー
タ
、
Ｉ
Ｔ
技
術
が
普
及

し
て
き
た
こ
と
で
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス
も
大
き
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

課
題
と
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
の
新
設

　

た
だ
10
年
間
で
見
え
て
き
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
す
で
に
就
農
し
て
い
る
人
の
教
育
機
会
で
す
。

日
本
農
業
経
営
大
学
校
で
は
こ
れ
ま
で
、
就
農
前
の
学
生
を

対
象
に
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
学
生
募
集
な
ど
で
地
方
を
訪
ね
る
と
、
後
継
者

で
は
な
く
「
自
分
こ
そ
が
そ
う
し
た
授
業
を
受
け
た
い
」
と

望
む
経
営
者
の
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
は
い

え
、
す
で
に
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
が
、
2
年
間
、
東
京
品

川
で
、
し
か
も
全
寮
制
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

と
い
う
と
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
環

境
が
整
備
さ
れ
、
い
ま
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
が
可

能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
れ
ば
、
農
業
を

や
り
な
が
ら
経
営
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
実
際
に
可
能
で

す
。
そ
こ
で
４
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
を
始
め
る
こ
と

に
し
た
の
で
す
。
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「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
や
「
新
事
業
開
発
」「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」

「
組
織
運
営
」
な
ど
の
経
営
知
識
や
経
営
ス
キ
ル
を
い
く
つ
も

用
意
し
、
受
け
た
い
人
が
自
由
に
選
ん
で
受
講
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
容
も
一
つ
の
講
義
を
５
〜
７
回
の
シ
リ
ー
ズ
に

ま
と
め
、
短
期
間
で
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
、
仕

事
を
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
就
農
直
後
の
農
家
向
け
に
は
、
新
人
研
修
コ
ー

ス
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

農
業
界
に
も
新
人
研
修
を

　

一
般
企
業
で
は
新
入
社
員
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
社
の

経
営
理
念
や
業
界
事
情
、
そ
れ
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
教
え

る
新
人
研
修
が
あ
り
ま
す
。
社
員
は
こ
の
研
修
で
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
を
描
き
、
会
社
人
生
を
歩
む
覚
悟
を
固
め
ま
す
。

と
こ
ろ
が
農
業
界
に
は
こ
の
「
新
人
研
修
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。

就
農
し
た
ら
多
く
の
人
は
現
場
に
投
入
さ
れ
、
栽
培
技
術
を

体
で
覚
え
る
こ
と
を
指
導
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
農
業
で
生

き
て
い
く
と
い
う
覚
悟
も
意
欲
も
湧
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
日
本
農
業
経
営
大
学
校
で
は
就
農
３
年
目
ま
で
の

人
を
対
象
に
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら

の
新
人
研
修
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
先
進
経
営
体
へ
の

視
察
や
就
農
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
農
業
界
を
生
き
抜
く
と
い
う
強
い
意
志
を
持
っ
て
も
ら

う
の
が
目
的
で
す
。

　

農
業
人
口
の
高
齢
化
や
減
少
に
よ
り
、
農
業
の
担
い
手
確

保
は
、
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
若
い
人
を
農
業
に

定
着
さ
せ
、
そ
の
才
能
を
伸
ば
し
て
あ
げ
る
た
め
に
は
成
長

段
階
に
応
じ
た
教
育
の
提
供
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　

自
分
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
に
敏
感
な
若
い
人
が
、
研
修
制

度
も
な
い
農
業
界
に
来
て
く
れ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他

の
業
界
同
様
、
研
修
制
度
を
ど
う
充
実
さ
せ
る
か
。
農
業
界

の
課
題
と
言
っ
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

新人研修のパンフレット　対面とオンライ
ンを組み合わせたプログラムで、若手農業
者を育てる研修となっている。
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「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
考
え
る

　

格
差
や
子
供
の
貧
困
と
い
う
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
、
僕

が
同
時
に
考
え
て
き
た
問
題
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
も
の
で
し
た
。
地
方
の
衰
退
や
社
会
的
孤
立
、

若
者
の
自
殺
者
増
加
な
ど
、そ
れ
は
ま
さ
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

を
失
っ
た
、
そ
の
形
が
変
化
し
た
日
本
社
会
が
抱
え
る
問
題

で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
で
す
。

　

幼
少
期
に
よ
く
遊
び
に
行
っ
た
祖
母
が
暮
ら
す
町
に
は
、

昔
な
が
ら
の
商
店
街
と
地
域
の
お
祭
り
、
里
山
の
原
風
景
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
故
郷
も
こ
こ
数
十
年
で
急
速
に
変
わ

り
、
子
供
の
数
は
大
き
く
減
少
。
地
方
か
ら
都
市
へ
の
人
口

の
大
移
動
と
い
う
現
象
に
よ
り
、
日
本
の
姿
は
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。

　

大
量
消
費
社
会
と
い
う
生
活
様
式
は
、
自
然
資
源
を
食
い

尽
く
す
ま
で
に
勢
力
を
増
し
、
気
候
変
動
解
決
は
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
僕
た
ち
は
、
一
人
一
人
の
生
き
方
が

複
合
的
か
つ
根
本
的
に
問
わ
れ
る
、
そ
ん
な
時
代
に
生
き
て

い
ま
す
。

　

職
住
が
分
離
し
、
若
い
世
代
も
都
心
の
生
活
に
憧
れ
、「
豊

か
さ
」
の
価
値
観
も
、
こ
こ
数
十
年
で
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

関
わ
る
子
供
た
ち
の
多
く
が
、「
幸
せ
と
は
」「
生
き
る
と
は

何
か
」
と
い
う
大
切
な
こ
と
を
考
え
る
余
裕
も
な
く
、
何
か

に
追
わ
れ
て
生
き
て
い
ま
す
。
正
体
不
明
の
何
か
に
追
い
詰

め
ら
れ
、
自
ら
死
を
選
ぶ
子
供
が
い
る
、
そ
れ
が
日
本
社
会

若
者
団
体kom

urado

の
取
り
組
み

鬼嶋優希
きじま・ゆうき

上智大学 4 年

若者の風景

　

子
供
の
貧
困
は
格
差
で
あ
る
前
に
、
人
々
が
つ
な
が
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
失
敗
で
は
な
い
か
。

　

今
後
の
社
会
を
引
率
す
る
で
あ
ろ
う
学
生
が
、
困
難
を
抱
え

る
子
供
た
ち
に
出
会
い
、
地
域
の
中
で
、
将
来
の
子
供
の
貧
困

解
決
に
向
け
た
種
を
ま
く
行
為
で
あ
る
と
信
じ
て
、
我
々
は
活

動
し
て
い
ま
す
。

16
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の
現
状
で
す
。
僕
が
こ
の
目
で
見
て
き
た
問
題
を
直
視
す
る

と
、ど
れ
も
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
再
考
な
し
に
は
進
め
な
い
、

そ
れ
は
ま
さ
し
く
日
本
社
会
を
変
え
よ
う
と
す
る
際
の
、
中

心
的
な
議
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

子
供
の
貧
困
と
自
身
の
立
場
性
〜
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
特
権
〜

　

社
会
課
題
に
直
面
し
、
い
ろ
い
ろ
考
え
始
め
た
の
は
大
学

入
学
後
で
す
。
縁
が
あ
っ
て
所
属
し
た
政
策
立
案
団
体
で
教

育
格
差
を
考
え
、
授
業
で
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
特
権
性
を
専
門

に
す
る
出
口
真
紀
子
先
生
の
講
義
を
受
講
し
、
元
々
教
員
志

望
で
あ
っ
た
僕
に
は
関
心
が
高
い
教
育
と
い
う
分
野
を
、
あ

る
種
突
き
放
し
て
考
え
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

僕
は
、
経
済
的
に
余
裕
が
あ
る
家
庭
で
は
な
い
も
の
の
、

両
親
の
愛
情
や
人
々
と
の
出
会
い
、
友
達
に
恵
ま
れ
、
多
く

の
方
に
助
け
ら
れ
て
き
た
人
生
で
し
た
。
都
内
の
私
立
大
学

に
進
学
で
き
た
と
い
う
結
果
は
、
努
力
と
い
う
よ
り
自
身
の

環
境
が
生
み
出
し
た
も
の
で
、
そ
れ
が
特
権
で
あ
り
、
個
人

的
な
主
観
で
語
り
や
す
い
分
野
で
あ
る
教
育
を
、
自
身
の
経

験
を
、
客
観
的
に
見
つ
め
直
す
作
業
は
時
に
苦
し
く
も
あ
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
う
し
た
過
程
が
ま
さ
に
、自
身
と
は
異
な
る
「
ふ

つ
う
」
を
生
き
て
い
る
子
供
た
ち
の
現
状
へ
の
理
解
を
可
能

に
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
書
籍
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
見
え

て
こ
な
い
リ
ア
ル
が
あ
る
と
考
え
、
大
学
一
年
の
冬
に
通
い

始
め
た
足
立
区
の
居
場
所
施
設
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
ド
ア

が
管
轄
す
る
拠
点
の
う
ち
の
一
つ
）
で
の
経
験
が
、
僕
の
生

き
方
を
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

若
者
団
体kom

urado

の
設
立
〜
子
供
の
貧
困
に
種
を
ま
く
〜

　

今
で
も
定
期
的
に
通
う
、
居
場
所
施
設
の
子
供
た
ち
と
の

出
会
い
は
、
僕
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
来
所

す
る
子
供
た
ち
は
、
経
済
的
な
困
難
は
も
ち
ろ
ん
、
ネ
グ
レ

ク
ト
や
不
登
校
な
ど
、
複
合
的
な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
寄
り
添
い
、
伴
走
す
る
こ
と
は

簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
で
す
が
、
彼
ら
の
中
に
何
か
光
る
も

の
を
見
つ
け
、
共
に
耕
し
て
い
く
道
の
り
は
、
本
当
に
楽
し

い
も
の
で
す
。
僕
が
忘
れ
か
け
て
い
た
好
奇
心
や
社
会
に
対

す
る
疑
問
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
子
供
た
ち
か
ら
も
ら
っ
て

ば
か
り
で
す
。
た
ま
に
僕
自
身
が
経
験
し
て
き
た
も
の
に
よ
っ

て
、
彼
ら
が
前
を
向
く
き
っ
か
け
に
な
る
と
き
は
、
そ
の
う

れ
し
さ
は
も
う
、
言
葉
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
子
供
の
貧
困
や
格
差
の
現
状
は
、
構
造
的
か
つ
複

雑
な
問
題
で
あ
る
た
め
、
非
常
に
解
決
困
難
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
す
。

　

し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
挑
ん
で
い
く
若

者
の
存
在
が
不
可
欠
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
学
生
団
体
を
設
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設
立
背
景
を
踏
ま
え
て
、
社
会
構
造
的
な
問
題
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
そ
れ
に
挑
む
次
世
代
の
存
在
が
不
可
欠
に
な
り
、
担
い
手

が
育
つ
動
き
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
団
体
が
学
生
世
界
に
必
要

で
は
な
い
か
、
そ
う
し
た
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

設
立
か
ら
一
年
半
が
過
ぎ
、
世
田
谷
と
葛
飾
、
そ
し
て
池

袋
の
３
拠
点
に
て
、
現
地
の
子
供
食
堂
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連

携
を
し
な
が
ら
、
食
事
支
援
や
学
習
支
援
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

　

当
初
は
団
体
独
自
の
拠
点
設
立
を
考
え
ま
し
た
が
、
費
用

面
や
継
続
性
の
面
か
ら
断
念
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
で
に

あ
る
子
供
食
堂
さ
ん
や
居
場
所
施
設
で
は
、
食
事
や
遊
び
場

を
提
供
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
学
生
な
ら
で
は
で
あ
る

学
習
支
援
と
い
う
サ
ポ
ー
ト
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
一
つ
の

場
所
で
複
合
的
な
支
援
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
の
経
験
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
も
ち
ろ
ん
、
子
供
食

堂
で
も
人
材
不
足
が
起
こ
り
、
と
り
わ
け
若
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
珍
し
い
と
伺
い
ま
し
た
。
本
来
は
政
府
や
自
治
体
が
予

算
を
つ
け
、
市
民
に
よ
る
自
力
救
済
に
よ
ら
な
い
、
手
厚
い

政
策
で
本
質
的
な
解
決
を
目
指
さ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

た
だ
、
子
供
食
堂
と
い
う
場
所
は
、
日
本
社
会
の
現
場
に
直

面
し
、
地
域
や
世
代
を
超
え
た
方
々
と
協
同
す
る
中
で
、
こ

れ
ま
で
の
勝
ち
抜
く
た
め
の
「
学
び
」
と
は
違
う
何
か
を
感

じ
る
、
可
能
性
に
あ
ふ
れ
た
空
間
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
す
。

立
し
た
き
っ
か
け
で
す
（
社
会
問
題
解
決
の
持
続
可
能
性
）。

　

kom
urado

は
、
一
昨
年
の
11
月
に
設
立
し
た
学
生
団
体
で

す
（https://kom

urado.jp/

）。
キ
ッ
ズ
ド
ア
が
統
括
す
る
足

立
区
の
居
場
所
施
設
や
、
大
学
で
の
学
び
を
通
じ
、「
子
供
の

貧
困
と
い
う
大
き
な
社
会
課
題
に
、
学
生
で
あ
る
僕
が
で
き

る
こ
と
は
何
か
」
と
自
問
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の
答
え
が
、

地
域
や
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
繋
が
る
関
連
団
体
の
ハ
ブ
的
存
在

と
な
り
な
が
ら
、
現
場
で
活
動
す
る
団
体
を
作
る
こ
と
で
し

た
。

　

学
生
の
世
界
に
い
る
僕
だ
か
ら
こ
そ
、
同
世
代
を
巻
き
込

み
な
が
ら
、
共
に
挑
む
仲
間
を
増
や
す
こ
と
で
、
長
期
的
か

つ
根
本
梃
な
解
決
に
向
け
て
、
よ
り
良
き
未
来
の
た
め
の
種

を
蒔
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
政
策
立
案
団
体
時
代
の

仲
間
に
声
を
か
け
設
立
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
20
ほ
ど
の
大
学
か
ら
な
る
な
ど
、
専
門
分
野

も
含
め
か
な
り
多
様
な
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

あ
ら
ゆ
る
大
学
や
地
域
に
子
供
の
貧
困
と
い
う
課
題
を
広
め

た
い
と
い
う
意
図
か
ら
で
す
。

　

団
体
の
理
念
に
、「
子
供
の
貧
困
・
教
育
格
差
に
対
し
て
、

社
会
構
造
的
な
変
革
を
担
う
若
者
を
増
や
す
」と
あ
る
よ
う
に
、

若
者
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。
子
供
に
関
わ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
と
、「
全
て
の
子
供
が
幸
せ
に
暮
ら
す
」
と
い
っ

た
理
念
が
多
い
で
す
が
、
学
生
団
体
で
あ
る
点
と
、
さ
ら
に
は
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
統
括
す
る
居
場
所
施
設
に
比
べ
て
オ
ー
プ

ン
で
あ
る
子
供
食
堂
に
は
、
色
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
っ
た
子
供
た
ち
が
訪
れ
ま
す
。
経
済
的
な
困
窮
は
も
ち
ろ

ん
、
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
子
や
、
単
に
飛
び
入
り
参
加
の

子
な
ど
、
特
徴
も
参
加
の
形
態
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
子
供
の

貧
困
と
い
う
枠
で
は
捉
え
き
れ
な
い
、
悩
み
や
困
難
を
抱
え

る
子
供
た
ち
、
ま
た
は
親
御
さ
ん
の
姿
に
直
面
す
る
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所
が
な
か
っ
た
ら
、
子
供
た
ち
は
、

あ
の
マ
マ
さ
ん
た
ち
は
、
ど
こ
で
悩
み
を
打
ち
明
け
た
の
だ

ろ
う
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

若
者
団
体kom

urado

を
創
設
し
、
同
世
代
と
関
わ
る
中

で
気
が
つ
い
た
こ
と
が
、
彼
ら
も
同
時
に
居
場
所
を
求
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
中
に
は
こ
の
社
会
課
題
に
対
し
、

当
事
者
性
を
持
ち
な
が
ら
、
共
に
活
動
を
し
て
く
れ
る
仲
間

も
い
ま
す
。「
社
会
の
た
め
に
何
か
し
た
い
け
ど
、
何
を
ど
う

し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
」。
そ
ん
な
若
者
に
た
く
さ
ん
遭

遇
し
て
き
ま
し
た
。

　

子
供
の
貧
困
は
格
差
で
あ
る
前
に
、
人
々
が
つ
な
が
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
失
敗
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
繋
が
り
が

途
絶
え
た
世
界
に
、
異
な
る
も
の
同
士
が
織
り
な
す
世
界
の

創
造
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
今
後
の
社
会
を
引
率
す

る
で
あ
ろ
う
学
生
が
、
困
難
を
抱
え
る
子
供
た
ち
に
出
会
い
、

地
域
の
中
で
試
行
錯
誤
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
は
、
将
来

の
子
供
の
貧
困
解
決
の
た
め
の
種
を
ま
く
行
為
で
あ
る
と
信

じ
て
、
我
々
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

若
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
そ
し
て
教
育
の
未
来

　

勉
強
や
学
校
、
家
庭
環
境
な
ど
を
理
由
に
死
ん
で
し
ま
う

子
供
が
毎
年
何
百
人
と
い
ま
す
。
僕
は
今
で
も
、
虚
な
目
を

し
た
子
供
た
ち
の
表
情
を
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
大
人
の
我
々

に
、
教
育
の
問
い
直
し
が
、
求
め
ら
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

銀
行
型
教
育
と
批
判
さ
れ
る
学
校
教
育
。
ま
る
で
空
箱
に

何
か
を
詰
め
る
よ
う
に
教
え
込
む
、
教
師
と
生
徒
の
固
定
化

し
た
関
係
。
一
人
一
人
の
状
況
に
寄
り
添
う
余
裕
の
な
い
、

教
師
の
多
忙
さ
。
教
師
で
あ
る
友
人
か
ら
、
現
場
の
悲
鳴
を

度
々
聞
か
さ
れ
ま
す
。
子
供
一
人
一
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

を
導
く
先
生
自
身
に
も
、
今
の
教
育
は
寄
り
添
え
て
い
る
の

か
。

　

昨
年
の
5
月
、
足
立
区
の
居
場
所
施
設
の
子
供
た
ち
と
宿

泊
型
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
時
の
こ
と
で
し
た
。
普
段
は

二
言
三
言
し
か
話
し
て
く
れ
な
い
子
が
、
共
に
ご
飯
を
作
り
、

食
事
を
す
る
生
活
の
中
で
、
家
族
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た

り
、
大
き
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
居
場
所
施
設
で
勉
強
を
教
え
る
ス
タ
ッ
フ
で
は
な
く
、

彼
ら
の
生
活
世
界
に
入
り
、
垣
根
を
超
え
た
会
話
や
空
間
が

可
能
に
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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米を炊くための火起こし　雨の中での火起こしは、と
ても難しかったが、職人ばりに集中した子供たちの、
めげない姿に驚く。子供たちと焚き火を囲み、不思議
と打ち解け始めた。

自分たちでとった魚を捌く子供たち　宮城県にあ
る自然と共生する施設に宿泊し、地元漁師さんの
船に乗せてもらった。捌いた魚の盛り付けを「愛」
の字（写真左）に似せるなど、まさに芸術作品だっ
た。

未
来
の
教
育
そ
の
も
の
を
形
作
っ
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て

い
な
い
か
、
そ
の
渦
中
に
、
僕
自
身
も
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
違
う
状
況
と
個
性
を
持
ち
生
き
る
子
供
た
ち
。

彼
ら
が
発
す
る
問
い
は
多
様
か
つ
斬
新
で
す
。
そ
う
し
た
彼

ら
一
人
一
人
の
内
な
る
問
い
に
応
え
よ
う
と
す
る
教
育
こ
そ
、

今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
や
学
校
、
自
然
や
商
店
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。
先
輩
方
の
世
代
が
守
り
継
い
で

き
た
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は
じ
め
、
そ
う
し
た
空
間
に

若
者
が
参
入
し
、
共
に
垣
根
を
超
え
て
共
存
す
る
。
当
事
者

性
や
課
題
意
識
を
持
っ
た
も
の
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
想

像
す
る
そ
の
動
き
が
、
学
校
教
育
を
外
側
か
ら
組
み
換
え
、
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働
く
母
親
と
階
層
化

著＝額賀美紗子・藤田結子
A5 判・上製・240 頁
定価 2750 円（税込）
勁草書房

［目次より］
序章　働く母親と階層化／
第 1 章　母親意識と時間負
債／第 2 章　家庭教育への
かかわり方と就業意欲／第
3 章　家庭教育における父
母の役割分担／他

　

さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
も
つ
55
名
の
子
育
て
中
の
女
性
た
ち

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
協
力
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
彼
女
た

ち
の
語
り
か
ら
、
私
た
ち
は
現
代
の
日
本
社
会
で
仕
事
と
母

親
業
の
両
方
を
こ
な
し
て
い
く
こ
と
が
、
女
性
に
と
っ
て
い

か
に
困
難
な
営
み
で
あ
る
か
深
く
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
中
略
）

　

本
書
を
通
じ
て
、
子
育
て
し
な
が
ら
働
く
女
性
た
ち
の
切

実
な
思
い
が
広
く
共
有
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
願
う
。
そ
し
て
、

仕
事
や
子
育
て
に
お
い
て
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
承
認

さ
れ
、
人
々
が
共
に
ケ
ア
を
担
い
余
裕
を
も
っ
て
自
由
に
生

き
ら
れ
る
社
会
を
構
想
し
て
い
く
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。（「
あ
と
が
き
」
よ
り
）

編＝国立社会保障・人口問
題研究所
A5 判・上製・306 頁
定価 4950 円（税込）
東京大学出版会

［目次より］
はしがき／序章／第 I 部　総
論：日本社会が抱える不安／
第 II 部　各論：高まる生活不
安の諸相／終章

生
活
不
安
の
実
態
と
社
会
保
障

　

本
書
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
実
施
し

た
「
生
活
と
支
え
合
い
に
関
す
る
調
査
」
の
成
果
を
取
り
ま

と
め
て
い
る
。

「
生
活
と
支
え
合
い
に
関
す
る
調
査
」
は
、
こ
れ
ま
で
に

２
０
０
７
年
と
２
０
１
２
年
に
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本
書

で
は
第
３
回
目
の
２
０
１
７
年
に
実
施
し
た
調
査
デ
ー
タ
を

も
と
に
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
序
章
と
終
章
の
ほ
か
、
11
の
研
究
論
文
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
社
会
調
査
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
人
々

の
生
活
実
態
を
も
と
に
、
新
た
な
社
会
保
障
制
度
や
生
活
支

援
策
を
提
示
し
て
い
る
。
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編＝田城孝雄、内田要
A5 判・並製・368 頁
定価 4180 円（税込）
東京大学出版会

［目次より］
第 I 部　医療政策と SDGs
／第 II 部　医療が支えるま
ちづくり／第 III 部　行政と
の協働の取り組み／他

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
と
医
療
が
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

　

団
塊
の
世
代
が
す
べ
て
２
０
２
４
年
度
末
ま
で
に
後
期
高

齢
者
に
到
達
し
て
い
る
２
０
２
５
年
問
題
に
一
定
の
解
決

の
方
策
が
立
て
ら
れ
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
が
高
齢
者
に
な
る

２
０
４
０
年
問
題
が
次
の
解
決
す
べ
き
大
き
な
波
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。
２
０
２
５
年
問
題
か
ら
２
０
４
０
年
問
題
へ
、

社
会
保
障
制
度
や
医
療
介
護
提
供
体
制
の
持
続
の
た
め
の
課

題
は
移
っ
て
い
る
。
２
０
４
０
年
問
題
の
解
決
に
は
、
地
域

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
り
、
互
い
に
支
え
合
う
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
と
し
て
、
高
齢
期
に
お
け
る
ケ
ア

を
念
頭
に
置
い
た
シ
ス
テ
ム
か
ら
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
包
括
的
な
支
援
体
制
の
確
立
を
目
指
す
ス
テ
ー
ジ
に

入
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
地
域
共
生
社
会
を
支
え
て
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
る
医
療
機
関
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

（「
編
者
の
言
葉
」
よ
り
）

日
本
国
勢
図
会
２
０
２
３
／
２
４

『
日
本
国
勢
図
会
』
は
、
日
本
の
経
済
や
社
会
の
大
ま
か
な

状
況
を
、
編
集
時
点
で
得
ら
れ
る
最
新
デ
ー
タ
を
用
い
た
表

や
グ
ラ
フ
、
解
説
文
で
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
で
す
。
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
、
第
一
生
命
の
創
立
者

で
あ
り
、
第
一
回
国
勢
調
査
の
実
施
に
尽
力
し
た
矢
野
恒
太

が
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
社
会
の
実
態
を
伝
え
る
こ

と
を
目
的
に
、
本
書
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
以
来
、
96
年

に
わ
た
っ
て
刊
行
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

本
書
は
、
国
土
、
人
口
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
産
業
、
貿
易
、

財
政
な
ど
40
の
章
か
ら
な
っ
て
お
り
、
本
書
の
表
や
グ
ラ
フ

は
、
教
科
書
や
参
考
書
、
入
試
問
題
な
ど
に
広
く
引
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
の
方
々
に
も
、
一
冊
で
多
様
な
現

代
社
会
の
動
向
が
分
か
る
便
利
な
統
計
書
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
電
子
書
籍
も
販
売
し
て
い
ま
す
（
定
価
は
書
籍

と
同
一
）。

発行＝矢野恒太記念会
A5 判・並製・528 頁
定価 3300 円（税込）



【
編
集
委
員
】

　

石
井
ク
ン
ツ
昌
子　
　

お
茶
の
水
女
子
大
学
理
事
・
副
学
長

　

猪
熊　

律
子　
　
　
　

読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
委
員

　

岩
﨑
え
り
奈　
　
　
　

上
智
大
学
教
授

　

甲
斐　

一
郎　
　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

後
藤　

春
彦　
　
　
　

早
稲
田
大
学
副
総
長
・
教
授

　

生
源
寺
眞
一　
　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

盛
田　

里
香　
　
　
　

第
一
生
命
財
団
常
務
理
事

　

渡
辺　

秀
樹　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

No.170
… 

日
本
の
在
宅
医
療
の
現
在
と
将
来

２
０
２
３
年
５
月
15
日
発
行
（
年
２
回
発
行
）

頒
価
＝
５
０
０
円

編
集
・
発
行
＝
一
般
財
団
法
人　

第
一
生
命
財
団

　
　
　

〒
１
０
２

−

０
０
９
３　

 

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
１

−

２

−

10

　
　
　

電
話
０
３

−

３
２
３
９

−

２
３
１
２

制
作
＝
地
人
館
（
大
角　

修
・
佐
藤
修
久
）

印
刷
・
製
本
＝
モ
リ
モ
ト
印
刷
株
式
会
社

【
編
集
後
記
】

▼ 

日
本
で
は
今
後
も
高
齢
化
と
長
寿
化
が
進
み
、
在
宅
医
療

の
充
実
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
だ
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
の
在
宅
医
療
の
提
供
体
制
で
は
、

そ
の
役
割
を
担
え
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
新
た
な
対
策
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼ 

今
号
の
特
集
で
は
、
在
宅
医
療
の
現
場
で
活
動
す
る
医
師

と
医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
立
場
か
ら
在
宅
医
療
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
座
談
会
で
語
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

関
連
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
今
号
の
特
集
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
あ
る
医
療
・
介
護
の
資
源
を
生
か
し
た
地

域
づ
く
り
の
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
誌
へ
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

　�

ご
意
見
、
ご
感
想
等
を
８
０
０
字
前
後
に
ま
と
め
、
当
財

団
へ
ご
郵
送
い
た
だ
く
か
、d1-foundation@

dream
.ocn.

ne.jp 

に
お
送
り
下
さ
い
。

　
 「

読
者
の
声
」
欄
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
粗

品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。 



第94号 日・中・韓の家族とコミュニティ 
（91.5）

第95号 公共トイレを考える （91.8）
第96号 市民農園 （91.11）
第97号 現代結婚考 （92.2）
第98号 青年会議所 （92.5）
第99号 小学生 （92.8）
第100号★日本のコミュニティ （92.11）
第101号 人にやさしいまちづくり　  （93.2）
第102号 生涯楽集 （93.5）
第103号 花と暮らし （93.8）
第104号 外国人 （93.11）
第105号 超高層住宅の暮らし （94.2）
第106号 空港とコミュニティ （94.5）
第107号★祖父母と孫 （94.8）
第108号 生活と時間 （94.11）
第109号 農村の暮らし （95..2）
第110号 雨・水・暮らし （95.5）
第111号 地震災害とコミュニティ　  （95.8）
第112号 コミュニティ 30年の歩み（95.11）
第113号 都市防災とコミュニティ　  （96.2）
第114号 ペットを考える （96.5）
第115号 女性とコミュニティ （96.8）
第116号 大学とコミュニティ （96.11）
第117号 通信メディアとコミュニティ 

（97.2）
第118号 今後の地域保健の課題  　　（97.5）
第119号 都市における死者の弔いかた 

（97.11）
第120号 家庭科教育と今の社会  　　（98.2）
第121号　ごみ問題と自治体 （98.5）
第122号 巨大ショッピングセンターと地元  
 商店街　　　　　　　　   （98.11）
第123号 子ども文庫とコミュニティ（99.5）
第124号 住民によるまちづくり   　（99.11）
第125号 高齢社会と交通 （00.5）
第126号 子どもとコミュニティ　   （00.11）
第127号 ホスピスとコミュニティ　  （01.5）
第128号 サウンドスケープとまちづくり

（01.11）
第129号 戦後ニュータウンを見直す（02.5）
第130号 食生活の変化と家族 （02.11）
第131号 地域で支える子育て （03.5）
第132号 農村地域の自立と住民参加

（03.11）
第133号 家族はどうなるのか （04.5）
第134号 「ご近所」を見直す （04.11）
第135号 介護保険と介護予防 （05.5）
第136号 わかりあえるコミュニティ 

 （05.11）
第137号 墓とコミュニティ （06.5）

第138号 祭りとコミュニティ （06.11）
第139号 団塊世代とコミュニティ　  （07.5）
第140号 ミュージアムと地域社会   （07.11）
第141号 景観とコミュニティ （08.5）
第142号 日本の医療と地域の力   　（08.11）
第143号 日本の親子の現在地 （09.5）
第144号 地域メディアはコミュニティに何
 をもたらすのか 　　  （09.11）
第145号 水辺の環境文化とコミュニティ

 （10.5）
第146号 多文化共生を考える （11.5）
第147号 東日本大震災〜農漁村の復興・再
 生・再構築〜　　　　　   （11.11）
第148号 若者が見た東日本大震災  　（12.5）
第149号 災害に備える・コミュニティで備
 える　　　　　　　　   　（12.11）
第150号 出産と育児を支えるコミュニティ

（13.5）
第151号　地域で担う在宅ケア （13.11）
第152号　新しいコミュニティをつくる地域
 の文化力　　　　　　　　  （14.5）
第153号　人口減少社会とコミュニティ

　　　　  （14.11）
第154号　スポーツとコミュニティ     （15.5）
第155号　農産物直売所の新しい動き 

（15.11）
第156号　世代間交流 　　　（16.5）
第157号　地域の中の保育園 　　  （16.11）
第158号　地域の中の男女協働 （17.5）
第159号　当事者主体の地域福祉　   （17.11）
第160号　地域の中のムスリム （18.5）
第161号　土地の歴史とまちづくり　（18.11）
第162号　「平成」から「令和」へ─コミュ

ニティはどう変わるか　　（19.5）
第163号 日本の〈農〉を考える─農業と
　　　　   地域社会   　　　　　　　（19.11）
第164号　LGBTQ ＋の現在　　　　　　（20.5）
第165号　地域医療・看護・介護の現在と将来

（20.11）
第166号　水と地域の暮らし  　　　　（21.5）
第167号　新型コロナを経た暮らしとコミュニ
　　　　　ティ　　　　　　　　　　（21.11）
第168号　多様な人が共存する社会と家族のあ
　　　　　りかた  　　　　　　　　　（22.5）
第169 号　農と食と地域を育てる　　（22.11）



第1号 コミュニティのありかた　  （64.5）
第2号 新しい農村生活 （64.9）
第3号 地域社会と婦人 （64.11）
第4号 都市生活とコミュニティ　  （65.2）
第5号★　家庭のしつけとコミュニティ 

　　　　  （65.6）
第6号★　老人問題とコミュニティ　  （65.9）
第7号 コミュニティと青少年　   （65.12）
第8号 日本人のつきあい （66.3）
第9号★　家族と親族 （66.8）
第10号 健全な子どもの育成 （66.12）
第11号★ 今日の教育を考える （67.3）
第12号★ レクリエーションとスポーツ 

　　　　  （67.4）
第13号 健康なまち （67.7）
第14号 交通安全とコミュニティ　  （68.1）
第15号 日本人のことばと話し方　  （68.3）
第16号 テレビと家庭生活 （68.5）
第17号 家庭婦人の学習 （68.10）
第18号 公共の場におけるマナー　  （69.2）
第19号 精神衛生 （69.3）
第20号 ヨーロッパを考える （69.3）
第21号 公衆衛生 （70.2）
第22号 千代田地区保健活動10年の総括 

（70.3）
第23号 創造的農業者 （70.5）
第24号 団地生活を考える （70.8）
第25号 食生活を考える （70.10）
第26号 日本人の暮しと住まい　　  （71.1）
第27号 地方都市とコミュニティ　  （71.4）
第28号 わがコミュニティ （71.10）
第29号 家族はこれからどうなるか 

（71.12）
第30号 自然と人間 （72.3）
第31号 子どもの遊び場 （72.5）
第32号 コミュニティと広場 （72.7）
第33号 乗物と人間 （72.8）
第34号 ことわざとコミュニティ   （72.10）
第35号 主婦の生活時間 （73.1）
第36号 おやじの座を語る （73.7）
第37号 社会と健康 （74.1）
第38号 災害とコミュニティ （74.5）
第39号 日本の青年 （74.6）
第40号★ コミュニティ─10年 （75.1）
第41号 民話とコミュニティ （75.2）
第42号 余暇とコミュニティ （75.4）
第43号 CATV とコミュニティ　　 （75.10）
第44号 ゴミを語る （76.3）
第45号 社会福祉の国際比較 （76.6）
第46号 親族問題の諸相 （76.10）
第47号 わがまち─その財政 （77.1）

第48号 保健・福祉とコミュニティ・オー
　　　　  ガニゼイション　　　　　  （77.3）
第49号★  企業とコミュニティ （77.9）
第50号 人間の居住環境とコミュニティ  　

（77.11）
第51号 身のまわりの安全 （78.3）
第52号 山村女性の生活変動 （78.5）
第53号 近所づきあいのコツ （78.10）
第54号 手づくりの地域文化 （79.3）
第55号 各国家族の新しい動き　　  （79.3）
第56号 コミュニティと土地利用   （79.10）
第57号 川とコミュニティ （80.1）
第58号 日本の高校生・アメリカの高校生 

（80.3）
第59号 まちづくりの実験 （80.9）
第60号 主婦と職業 （81.2）
第61号★  コミュニティ・センターの評価  　

（81.3）
第62号 食料問題と農業のゆくえ  （81.10）
第63号 コミュニティと生涯教育 　（82.1）
第64号 コミュニティと生活道路 　（82.3）
第65号 新しい地域保健をめざして（82.10）
第66号 夫の役割・妻の役割 （83.2）
第67号 健康と食生活 （83.10）
第68号 子どもと教育 （83.11）
第69号 ことばと社会 （84.3）
第70号 商店街 （84.3）
第71号 ある漁村社会の移りかわり（84.6）
第72号 集合住宅 （84.11）
第73号 住みよい暮らし （85.3）
第74号 住区と施設 （85.8）
第75号 昔の主婦と今の主婦 （85.11）
第76号 東アジアの家族問題 （86.2）
第77号 少年非行 （86.7）
第78号 東アジアの地域社会 （86.10）
第79号★ 町内会 （87.2）
第80号 日米コミュニケーション考（88.2）
第81号 三つ子の魂百まで （88.3）
第82号★ ササニシキの村に生きて　  （88.4）
第83号 むらづくり （88.7）
第84号 都市化と寿命 （88.11）
第85号 国際化と日本語 （89.2）
第86号 企業と地域社会 （89.5）
第87号 都市とお墓 （89.8）
第88号 退職者の暮らし （89.11）
第89号 科学と暮らし─21世紀への展望 　

（90.2）
第90号 ディズニーランドのまち　  （90.5）
第91号★ お年寄りの人間関係 （90.8）
第92号 地方紙の時代 （90.11）
第93号 お年寄りの使いやすい品物（91.2）

バックナンバー ★印は在庫切れ （発行年月）



　湯沢雍彦（お茶の水女子大学名誉教授）

　（23）「地域を基盤とした高齢者保健医療福
祉サービスの統合のあり方に関する研究」

（2008.4）
　代表：米林喜男（新潟医療福祉大学副学長）

　（24）「高流動性社会を背景とした農村への
人口流入と新たな『場所性』の構築プロセ
スに関する研究」（2009.9）

　代表：後藤春彦（早稲田大学）

　（25）「日韓比較からみる青少年の社会化環
境」（2011.6）

　代表：渡辺秀樹（慶應義塾大学）

　（26）「地域の特性を生かした子育て支援
と保育のあり方の研究─ある地方都市の家
庭・地域環境を事例として─」（2011.7）

　代表：牧野カツコ（お茶の水女子大学）

　（27）「長寿社会の地域力と健康─高齢者と
介護者の健康に着目して─」（2012.5）

　代表：甲斐一郎（東京大学大学院）

　（28）「農村コミュニティ変貌と資源管理・
協同組織─」（2013.11）

　代表：生源寺眞一（名古屋大学大学院）

　（29）「法律婚をこえた共同性とケアの実践
─事実婚と同棲の事例からみる家族の現在
─」（2014.5）

　代表：松木洋人（東京福祉大学）

　（30）「保育・教育方針からみた保育施設の
空間・環境の計画に関する研究」（2015.11）

　代表：定行まり子（日本女子大学）

　（31）「男性の育児参加を促進する要因─育
児休業取得者へのヒアリングから見えてく
ること─」（2016.5）

　代表：石井クンツ昌子（お茶の水女子大学
大学院）

　（32）「 在 宅 家 族 介 護 者 を 支 え る 地 域 介
護支援ネットワーク醸成に関する研究」

（2017.12）
　 代表：涌井智子（東京都健康長寿医療セン

ター研究所）

　（33）「子育ち・子育ての地域援助システム
の研究─ジェネラティビティに関するイン
タビュー調査から─」（2018.4）

　代表：加藤邦子（川口短期大学）

　（34）「北アフリカにおける福祉とコミュニ
ティ─チュニジアを中心に─」（2020.1）

　代表：岩﨑えり奈（上智大学）

　（35）「『はざま』を『あいだ』に組み換える—
想像力と配慮による当事者形成のプロセス
を考える—」（2021.6）牧野篤（東京大学）

 
　（36）「就学前施設の整備プロセスにおける

課題について」（2021.10）
　代表：小池孝子（東京家政学院大学）

　（37）「園における戸外・地域活用の実態と
意識に関する調査研究─コロナ前後の変化
に注目して─」（2022.5）

　代表：宮田まり子（白梅学園大学）

＊市販はいたしておりませんので、ご希望の
方は当財団へ直接お申し込みください（送
料実費）。

  



「調査研究報告書」　頒価 2,000 円
　（1）「 浦 安 市 舞 浜 地 域 開 発 の 影 響 調 査 」
（1989.6）

　浦安地域環境研究会（代表：米林喜男）

★（2）「都市化と寿命に関する研究─東京都
と大阪府の比較を中心に─」（1989）

　保健医療社会学研究会（代表：園田恭一）

★（3）「高齢者居住施設の改善方策に関する
検討」（1992.8）

　林千代（淑徳短期大学）

★（4）「高齢者が快適に暮らせる社会施設の
条件の調査研究」（1992.11）

　商品科学研究所（代表：三枝佐枝子）

　（5）「日本人口の高齢化とその要因の変化
─国勢調査結果を中心として─」（1994.5）

　山口喜一（東京家政学院大学）

★（6）育児書内容の国際比較分析─日米英仏
中五ヶ国の育児観─（1994.6）

　代表：加藤恭子（上智大学）

★（7）「首都圏におけるマンションライフ─
その快適な住まい方を探る─」（1995.10）

　商品科学研究所（代表：藤原房子）

　（8）「『日本におけるハビタット学会』の経
過と『国際都市理論の展開』」（1996.3）

　磯村英一（日本ハビタット学会会長）

　（9）「戦時女高師卒業者のライフコース─
教育と戦争の影響を中心に─」（1996.3）

　湯沢雍彦（お茶の水女子大学）他

　（10）「シニア男性のカジュアルウェアの
調査研究─若く活動的に過ごすために─」

（1996.9）
　商品科学研究所（代表：藤原房子）

　（11）「中山道上州路の庶民信仰と地域社会」
（1996.9）

　代表：谷沢明（愛知淑徳大学）

　（12）「生涯スポーツの選好に関する研究─
コミュニティと運動文化およびライフコー

スにおける運動選択に関する調査研究報告
書─」（1996.10）

　代表：伊藤滋（㈱プレジャー研究所代表取
締役）

　（13）「 第 2 回 ハ ビ タ ッ ト 会 議 レ ポ ー ト
（1996 年 6 月 イスタンブール）」（1996.11）

　磯村英一編（日本ハビタット学会会長）

　（14）「 ア メ リ カ に お け る エ イ ジ ン グ に
ともなう諸問題─第一部　意識調査─」

（1996.11）
　加藤恭子（上智大学コミュニティカレッジ

講師）

　（15）「アメリカにおけるエイジングにとも
なう諸問題─第二部　経済状態と健康度か
らみた住居選択の巾について─」（1997.5）

　加藤恭子（上智大学コミュニティカレッジ
講師）

★（16）「食卓の風景─食事マナーの国際比
較─」（1997.8）

　加藤恭子（上智大学コミュニティカレッジ
講師他）／比企寿美子（エッセイスト）

★（17）「地域社会におけるマナー意識とマ
ナー行動の研究」（1998.10）

　代表：牧野カツコ（お茶の水女子大学）

　（18）「養子・里親斡旋問題の再検討と改革
の提言」（1999.3）

　代表：湯沢雍彦（郡山女子大学）

　（19）「新潟県における大学＝地域交流─国
立と私立の比較分析─」（2000.7）

　代表：天野郁夫（国立学校財務センター）

　（20）「ボランティア活動と新しいコミュニ
ティ形成の日米比較」（2000.12）

　代表：園田恭一（東洋大学）

　（21）「補助金とコミュニティ」（2002.3）
　加藤秀俊（国際交流基金日本語国際センター

所長）

　（22）「家族のゆくえ─むかし・いま・これ
から─」（2008.3）

■ 出版物のご案内 ★印は在庫切れ
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